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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







　春日かすが理り刀とは、地下学院アンダーレゾンの最下層に位置する教室から、再び普通科クラスへ戻ることになった。

　魔界の第二王女、ササラ・ビョルンストライドが帰郷したからである。

　王女という立場上、人間界の一国に長く留とどまっておくことが難しかったようだ。もともと、カカ・フォンターナが封印樹ごと強引に連れてきたということもあるから、ササラをとめることはできなかった。

　別れ際、彼女が口にした言葉を理刀はしっかりと記憶している。

『わたしは、理刀や他ほかの方々のお陰で、少しだけ強く、あるいは逞たくましくなることができました。これからは、苦しい、あるいは困難な状況に直面しても、遁とん走そう、あるいは逃亡したりせず、がんばっていきたいと思います』

　ササラはもう大丈夫。そんな確信をもてる言葉だった。

『なにか困ったことがあったら、いつでもわたしに連絡をよこせ。フォンターナの紋章に誓って、春日の力になろう』

　そう言葉を残し、カカもササラといっしょに魔界へ帰っていった。

　結局のところ、ササラを封印樹から解き放はなつためだけに特別クラスへ移されたようなものだったが、理り刀とはあまり腹立たしさを感じなかった。

　いろいろ経験できたから。

　得るものが多かったから。

　なによりも、仲間とのつながりを強めることができたから。

　現在、昼休み。

　椅い子すに腰を下ろし、理刀は手づくり弁当をつついている。

　弁当をつくってくれたのは、フォンターナ公爵家の高位護衛官、毒どく舌ぜつ丸まるである。残念ながら、この場にはいないけど……。

　理刀はそれとなく、机を寄せ合った仲間たちへ目を配った。

｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝の亜あ威い黒くろ媛ひめが微笑ほほえんでいる。

｛謎エニグマ｝の巴ともえがもむもむと淑しとやかに口を動かしている。

｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝の亜威百もも香かが、パクパクと元気にご飯を食べている。

　フォンターナ公爵家の姉妹中、六六六番目のスイート・フォンターナが、品よくおにぎりを口に運んでいる。

　そして、つい先日意識を取り戻したばかりのキュート・フォンターナが、理刀の右隣にちょこんと腰を下ろしている。

　彼女がそばに座っているだけで、なごやかな雰ふん囲い気きになるのだから、不思議だ。

　キュートが身にまとうソフトな色彩が、理刀の感性にピタッと重なるのだろう。

　クラスメイトたちが、興味津々といった様子で理刀と女の子たちを眺めている。

　羨うらやましそうな、嫉しつ妬と深げな、怒りにも似た、そんな様々な視線を浴び続けながら、それでも理刀は箸はしを動かし続けた。

　周囲がどのような雰囲気であっても、このメンバーが集まるランチタイムは心地ここちいい。

　ふと、理刀は右隣のキュートへ目をむけた。視線に気づいた彼女が、ニコッと微笑みを浮かべてくれる。

　今週の土曜、キュートと海へいく約束をしている。

　ふたりで初めていった、あの海岸だ。

　キュートは｛奇跡の血｝を使ったあと、深い眠りについていた。それが、ようやく目を覚ましたのだ。そんな彼女から「海にいかない？」とお誘いを受ければ、こたえは「ＹＥＳ」しか考えられない。

　きょうは月曜日だから、土曜日はまだまだ先だけど、そんな待ち時間もじっくりと楽しんでいきたい。

　キュートの微笑みを胸の中で抱き締めつつ、理刀はアスパラガスのバター焼きを口に放ほうり込んだ。

　バターの旨うま味みがひろがり、それと同時に胡こ椒しようの味がふんわりと舌を抱き締めてくれる。

　毒どく舌ぜつ丸まるは、また料理の腕を上げたようだ。味つけは申し分ない。

　弁当はおいしいし、周りには仲間たちがいてくれるし、隣にはキュートが座ってるし、今週の土曜はデートだし。

　これが幸せってことなのかなぁ……。

　そんなことを考えていたとき、

「今週の土曜、キュートと理り刀とがデートをなさるそうですが……それだと不公平ではありませんか？」

　理刀の左隣に座っていたスイートが、突然口を開いた。

　あらためて「デート」なんて言われると、なんだか照れくさい。

　キュートが、わずかに頰ほおを紅に染めながらも、スイートをにらんだ。

「あ、あんたには関係ないでしょ」

「無関係ではありませんわ。あなたが理刀とデートをなさるなら、わたくしにだってその権利があるはずです」

　理刀を挟んで、キュートとスイートが視線をぶつけ合う。

　机を寄せ合って座っている黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かが、互いに視線を交わし合ったあと、

「スイートに権利があるなら、わたしにもあると思うんだが」黒媛が、あっけらかんと自らの権利を主張してきた。

「はぁ～い、だったら百香にもあると思いまぁす」姉に続いて、百香まで。

「え、あ、だ、だったら、わ、わたしにも、ある、ということに……」巴も乱入してきた。

「ちょ、ちょっとみんなまで……」

「ふふん、理刀を独ひとり占めしようなんて浅ましい考えは、さっさとお捨てになったほうがよろしいですわよ」

「ひ、独り占めしようなんて思ってないわよっ！」

　キュートとスイートの間で、いつものようにパチパチと火花が散り始めた。

　理刀は、どうしていいのかわからない。なんとなく、自分は蚊か帳やの外に置かれているような気が……。

　この場をうまくまとめる解決策は？　笑って流していいような話題じゃないし……。

「あたしはただ、理刀と海にいく約束してたから……権利とか、独り占めとか、よくわかんないけど……とにかく、約束だし」

　キュートがどこか狼狽うろたえた様子で、スイートへ、黒媛へ、巴へ、百香へ、そして理刀へ視線を巡らせている。

「ふふん、フォンターナの名を汚けがさぬよう、あなたは理刀とのお約束を守ればよろしいんじゃなくて？　当然ながらわたくしも、自らの権利を行使させていただきますわ。そこでみなさんに提案なのですが……」

　自信ありげに女の子たちを見回したスイートが、ひと呼吸の間を置いたあと、再び口を開いた。

「わたくし、日替わりデート、というアイデアを思いつきましたの」

　理り刀とよりも先に案を出したのは、スイートだった。

「「「「日替わりデート？」」」」

　スイート以外の女の子たちが、声を揃そろえた。

　周囲で耳をそばだてていたのだろう、クラスメイトたちの中からも、おおっ、と低い声がわき上がった。が、そんなことにかまってなどいられない。

　理刀は、左隣に座るスイートの顔を覗のぞき込んだ。日替わりデートとは？　もしかして、言葉そのまんまの意味？

　ふふん、と胸を反そらしたスイートが、得意げに話し始める。

「キュートが今週の土曜に理刀とデートをなさるなら、それまで毎日だれかが理刀とデート、ということでいかがでしょう？」

「おもしろそうだな」と黒くろ媛ひめ。

「オッケーでぇす！」と百もも香か。

「わ、わたしは、べつに、い、いつでもいいけど……よ、用事とか、ないし……」と巴ともえ。












　キュートが、驚いたように目を見開いている。嫌だけど……、みんながそう言うなら……、反対したいけど……、なんでこんな？　どうすればいいの？

　様々な感情が、くるくると空色の瞳ひとみに浮かんでは消えていく。

　それはともかく、いまここで理り刀と本人の意志は関係ないらしい。だって、ひと言も意見を訊きかれないし……。

「それでは、クジ引きで曜日を決めましょう」

　キュートの反論を封じるかのように、間かん髪ぱつ入れずスイートが握った右手を突き出した。そこから、五本の紐ひもが顔を出している。

「ちょ、ちょっと、あんたのことだから、なにか細工してんじゃないの？」

　キュートが、なんとか口を開くものの、

「フォンターナの紋章に誓って、クジに小細工はしていませんわ。曜日を操作したところで、なんの意味もありませんから。たとえ最も準備時間の少ないきょうが当たったとしても、それはそれで〝新鮮さ〟を武器に臨のぞむつもりです」

　スイートが、スパッと切り返す。

　紋章に誓われては、キュートも文句を吞のみ込まざるをえないようだ。悔しそうな顔をしたまま口をつぐみ、スイートの手もとを見つめている。

　黒くろ媛ひめが、大きくうなずいた。

「なるほど、どの曜日が当たっても自分なりに工夫しろ、ということだな？」

「その通りですわ。さあ、どなたが最初に引かれますか？」

「それじゃ、わたしが引こう」

　黒媛が、スイートの手から一本の紐を引き抜いた。と、キラキラと弱々しい光の粉を宙に振りまくようにして消えてしまった。

「黒媛は、月曜ですわね」

　スイートの言葉に、「月の光、というわけか」と黒媛が光の余よ韻いんを楽しむように瞳を輝かせた。続けて、「これで〝新鮮さ〟ゲットだな」と状況を楽しむかのようにつぶやいた。

「これは何曜だろ？」

　百もも香かが引いた紐は、炎をあげて一瞬で消えてしまった。

「わっ、すご～い、火曜日ですね？」

「わ、わたしは……」

　巴ともえがつまんだ紐は、木の枝に代わったあと、サラサラと崩れていった。

「木曜、ね」

「それでは、最後にわたくしが……」

　スイートが、残った二本の紐、その片方を自らの手から引き抜いた。

　途端、水霧となって、サ───ッと消えてしまう。

「水曜、ですわね」

　みんなのクジ引きを黙って見ていたキュートが、

「金曜は、休みってことね」

　ふ～っ、と息をついた。

　空色の瞳ひとみの奥に、わずかな苛いら立だちが見てとれる。

「ふふん、他ほかのデートが楽しすぎて、理り刀とにとっての土曜日が色あせないといいのですが……ラストは、それなりに大変ですわよ？」

　スイートが、挑戦的な笑みを浮かべる。

「あ、あんたは、自分の心配だけしてれば、い、いいでしょ！」

　キュートが、どこかオロオロした様子でスイートをにらみつける。

「自分の心配か……そうだな、デート計画を練らないといけないな……ふふ、放課後が楽しみだ」

　月曜に決まった黒くろ媛ひめが、余裕をたっぷりと含んだいつもの笑みを浮かべる。

「ほんと、楽しみ！」と、火曜になった百香の元気出力は、いっこうに衰おとろえない。

「木曜日……明々後日しあさつて……三日後……」巴が、口の中でブツブツとつぶやいている。

　黒媛が、みんなを見渡した。

「よし、それじゃあ〝他者のデートには干渉しない〟というルールを決めておこう」

「妨害はナシ、ということですわね？」

「正々堂々と、ということだ」

　黒媛とスイートが、力強い笑みをぶつけ合う。まるで、これからスポーツの試合でも始めるかのような爽さわやかさである。

　キュートは最後まで、納得できない様子だったけど……。

　とにもかくにも、こうして日替わりデートの幕が切って落とされた。

　結局、最後まで理刀の意見は訊きかれなかった。





一章　密着マンデー







　放課後の空は、晴れ渡っていた。

　夏の終わりに相応ふさわしく、秋を迎える輝きをこれでもかと満載した、文句のつけようもないほどの快晴だった。

　なのに、学院ビル前の広場まで見送ってくれたキュートの目は、どこか刺とげ々とげしくて……。

　理り刀とはとにかく笑顔をつくり続けながら、キュートや、スイートや、巴ともえや、百もも香かに手を振ったあと、歩き出す。

　すぐ隣を颯さつ爽そうと歩くのは、黒くろ媛ひめだ。

　凛りんと長い黒髪をなびかせ、瞳ひとみに自信をみなぎらせ、唇にたっぷりの余裕を滲にじませている彼女とならんで歩くと、嫌でも周囲の目が集まってくる。

　これから、彼女とデートなんて……。

〝デート〟なんていうから身構えてしまうけど……、みんな友達だから、遊びにいくだけだよね？　恋人同士でするヤツとは、意味が違うよね？　ふたりで遊びにいくから、便宜上デートと呼んでいるだけだよね？

　そう考えるけど、なんとなく不安で、ドキドキの理刀である。




「すまないが、ちょっといってみたいところがあるんだが……」

　レゾン学院から駅へむかう途中、黒媛が理刀の顔を覗のぞき込んできた。

「ああ、いき先は黒媛にまかせるよ」

　デートといっても、恋人同士がいくような場所を無理に選ばなくてもいいはずだし、彼女が「いってみたい」という場所だから、自然と興味がわいてくる。

「で、どこにいくの？」

「せっかくふたりで行動するんだから、できるだけ充実したものにしたいと思ってな」

　黒媛が、瞳を輝かせた。

　いき先は？

　理刀は、彼女の言葉を待った。

「これからふたりで……」

「亜あ威い先輩じゃないスかっ！」

　いきなり、横から声をかけられた。

　顔をむけると、コンビニから背の高い男が歩み出てくるのが見えた。レゾン学院の制服を着ている。

　茶髪をツンツン立てているし、口にはアイスの棒をくわえているし、シャツのボタンは上から四つほど外しているし、ズボンはいまにもずり落ちそうだから、柄の悪いチンピラにしか見えない。

　が、シャツの左胸には、スターライトであることを示す能力開発学科ペンタグラムのマークがついているから、なんとなく腹立たしい。目鼻立ちも整ってるし。

　そんな茶髪男が、くわえていた棒をプッと路上に吐き捨てた。

　すぐさま、黒くろ媛ひめが口を開く。

「毛もう利り、ゴミを捨てちゃダメだぞ？」

「おいっス」

　毛利と呼ばれた男が、地面に落ちたアイスの棒へ目を落としたと同時に、ボッと音をたててそれが炎に包まれた。そして瞬く間に灰となり、ゆるやかな風に散っていく。

　どうやら、火を操る【精霊使いエレメンタラー】であるらしい。

　黒媛が、毛利を軽くにらみつける。

「レゾンの生徒らしく振る舞えよ？」

「亜あ威い先輩の言うことなら、オレなんだって聞いちゃうっス」

　言うなり、毛利が両手をひろげて黒媛に歩み寄ってきた。が、すぐに立ちどまる。

　いや……、両足の時間を縫ぬいとめられたらしい。黒媛が、いつの間にかコンパクトを開き、彼の足にむけていた。

「いつも言ってるだろ？　わたしに抱きつくな」

「愛情表現っス。亜威先輩が可愛かわいすぎるから悪いっス」

「お前は、いつも口だけだからな。実が伴ってないと薄っぺらい男になるだけだぞ？」

　毛利が、ひょいと肩をすくめた。反省している様子はカケラもない。

　黒媛が、呆あきれるように息をつきながらコンパクトを閉じ、制服の胸ポケットに押し込んだ。いつものやり取り、といった様子である。

　直後、コンビニから新たなレゾン学院の生徒が飛び出してきた。

「あ～、亜威せんぱぁ～い、こんにちは」

　女の子だ。

　彼女も、シャツの左胸にペンタグラムのマークがついている。

　ショートの黒髪。丸顔にクリクリの目は、愛あい嬌きようがあって可愛らしい。毛利の、どこか拗すねたような目とは大違いだ。

　黒媛が、駆け寄ってきた女の子にやさしく微笑ほほえみかけた。

「明あか石しもいっしょか？　お前たちはいつも仲がいいな」

「はぁ～い、ラブラブでぇ～す」

　明石が、毛利の腕にしがみつく。

　毛利は、別に照れる風でもなく、どこか他人を見下したような表情を崩さない。

　もしかして、毛もう利りと明あか石しはつき合ってるの？　アンバランスすぎませんか？

　そう思いはしても、理り刀とはグッと疑問をノドの奥に押し込み、言葉にはしなかった。もちろん、表情にも出さない。人の好みはそれぞれだから。

「おっと、紹介が遅れたな」

　黒くろ媛ひめが、理刀に目を投げ、毛利と明石をそれぞれ指し示した。

「彼らはスターライトの一年で、こっちが毛利紬つむぎ。【精霊使いエレメンタラー】だ。それと、この子が明石ゆえ。わたしの可愛かわいい後輩だ」

「きゃ、可愛いだなんて、亜あ威い先輩ったらぁ。ゆえ嬉うれしい！」

「オレは、可愛い後輩じゃないんスか？」

「毛利は可愛くないだろ？」

「紬は全然可愛くないよ～。どっちかっていうと、怖そう？」

「るせぇよ」

　理刀は、スターライトたちの会話を黙って聞きながら、微かすかな寂さびしさを感じた。

｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝や｛謎エニグマ｝に憧あこがれ、がんばってがんばってがんばって、能力値一〇〇超えを目指し続け、それでも届かなかったから。

　それでも！　とすぐさまそんな寂しさを蹴けり飛ばす。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力をもっていたことに気づき、それによって黒媛や巴ともえや百もも香かと友達になることができた。キュートやスイートといった、魔界の女の子たちとも知り合えた。これからだ。これからがんばればいい。

　望んでいた道程みちのりとは違うけど、たどり着く場所は同じ。能力を身につけ、使いこなし、人助けをする。だから、これでいいと思っている。

　ふと、毛利が自分を見ていることに気づいた。

「？」

「そっちの人、普通科っスか？」

〝普通科〟という発音が、どこか素っ気ない。

「そうだけど」

「おれ、パール・クラスっス」

「ゆえもパールでぇす！　まだ媒体見つけてませんけどね」

　自慢？　たぶん、自慢だろう。

　理刀は、「すごいね」と返しておくにとどめた。

　ここで、オレは『混沌とした実在』だよ、なんて言ってもしかたない。

　黒媛が、サッと片手をあげた。

「それじゃあ、わたしたちはいくとこがあるから、これでな」

「亜威先輩、近いうちにデートしましょうよ。洒落しやれたカクテル飲ませてくれる店、きのう見つけたんスよ」

「デートには明あか石しといけ。その前に、カクテルはダメだろ？　シャツのボタンもちゃんと留めろ、それから、明石に迷惑をかけるな。レゾンの生徒らしくしろ」

　黒くろ媛ひめに、スパーンと返され、毛もう利りがひょいと肩をすくめた。予想通りのこたえだったらしい。もしかしたら、これもいつものやり取りなのかもしれない。

「理り刀と、いこう」

　黒媛に促うながされ、理刀は毛利と明石に背をむけ歩き出した。

「亜あ威い先輩、その普通科の人って、だれなんスかぁ？」

「お前には関係ない」

　毛利の質問を肩越しにスパッと切り捨てたあと、黒媛が理刀へ笑顔を投げてくる。

「礼儀知らずな後輩ですまなかったな。あいつは、いつもあんな調子なんだ。根は悪いヤツじゃない。たぶん、な」

「たぶんって……」

「で、話の途中だったが……」

　瞳ひとみの力を強めた黒媛が、すぐに話を切り替えた。

「わたしのいきたいところは……」




　どうせデートをするなら、と黒媛が提案してきた内容は、意外なものだった。

　最近、隣町の公園で放火事件が多発しているという。特にカップルを狙ねらった放火が多いと聞いているから、おとり捜査をしてみないか？　というものだった。

　放火の方法は、よくわかっていないらしい。

　ゴミ箱を燃やすのは簡単だ。火のついたマッチやタバコを投げ込めばいい。だが、人に火をつけるのは難しい。

　恋を語り合っているカップルの背後から忍び寄るのか、すれ違いざまに引火性の液体をかけて火をつけるのか、その方法はまだはっきりとわかっていない。服やバッグを燃やされただけで、実際に火傷やけどを負った人はゼロらしいが、これから出てくるかもしれない。

　犯行時間は、午後五時から六時の間に集中しているらしい。

　亜威家が懇意にしている警察関係者から聞いた情報だから、間違いないという。

　近場でそんな事件が起こっているなら放ほうってはおけない、と黒媛は拳こぶしを握り締めた。

　憩いの場である公園で火をつけるなんて、許せる行為ではない。

　理刀は躊躇ためらうことなく、黒媛といっしょに放火事件が多発する公園へむかった。

　デートとはかけ離れるが、下へ手たに黒媛とふたりきりの〝デート〟を意識し続けるよりずっといいだろう。人の役にも立てるし。




　公園に着いたのは、四時半をいくらかすぎた頃ころだった。

　ひろい公園だ。大きな池の周囲に、喫茶店がぽつぽつ立て看板を出しているのが見える。駅から歩いて五分もかからない距離であるため、人も多い。

　井の尾公園という名前は、理り刀とも知っていた。幼い頃に両親と何度か遊びにきた記憶があるが、中学に上がってからきょうまで、一度も足を運んだ記憶はない。

　いま歩いている場所と思い出の中にある公園は、ほとんどなにも変わらない。池の中にいる肥え太った鯉こいたちや、噴水や、橋や、木々。あの頃のまま、といった様子がなんだか懐かしい。

　橋の上から、エサをやっている人たちに紛まぎれておデブな鯉を見下ろしているとき……。

　周囲をキョロキョロと見回していた黒くろ媛ひめが、理刀の耳もとに顔を近づけてきた。

「その、なんだ……カ、カップルのフリをしないと、ダメなんじゃないか？」

　ぽそっとささやいてきた声は、どこか恥ずかしがっているようにも聞こえるけど。

　理刀は、黒媛の顔を見て、続けて周りにそれとなく視線を投げた。

　カップルは、確かに多い。それでも、平日だから小さな子供を連れたママが多いようにも見える。

　それでも、微妙な距離を保ったままならんで歩き続ける理刀と黒媛は、ある意味目立っているかもしれない。黒媛ひとりでも、すごく目を惹ひく女の子だから……。

「そうだね」

「フ、フリだからな？」

　黒媛がそろそろと左手を伸ばし、理刀の右手をつかんできた。

　やわらかな感触。

　しっとりとした肌触り。

　細い指のやさしすぎる弾力感。

「せ、せめて手をつないで歩くくらいは、しないとな」

　黒媛の頰ほおが、ほんのりと赤くなっているのがわかる。

　手をつないだだけなのに、ふたりの距離が急に埋まったかのような気がした。

　肌と肌の距離はゼロ。気持ち的な距離も、限りなくゼロに近くなったような……。

　彼女の黒髪から漂う上品な花の香りが、理刀の頰をなでさする。

　ゾクッとするような快感は、歓喜？　それとも怯おびえからくるものだろうか？

　黒媛のファンに見つかったら、どんなに恨まれることだろう。

「よ、よし。このままカップルのフリをして歩こう」

　黒媛が、理刀に肩を擦こすりつけるようにして歩き出した。

　理刀も、彼女に歩調を合わせる。

　池の周りをゆっくりと進んだ。木漏れ日を浴び、水と土の匂においを楽しみながら、それでも頭のどこかで意識を研ぎ澄まし、歩き続ける。

　すれ違う母子連れ。追い抜いていく自転車。ベンチに座っている老夫婦。ボートにのって笑い合うカップル。芝生で顔を寄せ合っている学生たち。その他ほか、いろいろ。

「事件が多発しているといっても、都合よくきょう起こるとは限らないからな」

　黒くろ媛ひめが、フッと表情をゆるめた。

「確かにね」

　理り刀とも、ちょっとだけ気持ちをゆるめる。

「ま、ダメもとでそれなりに楽しもう」

「だね。せっかく公園にきたんだし」

「そうだな。うん、公園だからな」

　黒媛が、ふわっと表情を輝かせた。そこには、緊張など微み塵じんも感じられない。

　ふと目を移すと、ベンチで学生風のカップルが身を寄せ合っているのが見えた。膝ひざもぴったりくっつけている。男性の腕が女性の肩に回されているから、完全密着だ。

　あんまりジロジロ見るのも悪いので、理刀は隣を歩く黒媛へ目を戻した。

　と、彼女が興味深そうな目で、密着カップルを見つめている。

「ふむ、犯人は嫉しつ妬と心しんから凶行に及んでいるんじゃないかと思うんだが、どうだろう？」

「カップルに火をつけるんだから、たぶんそうだろうね。モテないヤツか、ただ単に嫌がらせや愉快犯かもしれないけど」

「ということは、犯人の嫉妬心を煽あおればいいわけだな？」

「？」

「放火犯はおそらく、カップルを見ると嫉妬心を抑えきれなくなるんだろう。だから、わたしたちがもっと、そういった関係に見えれば、犯人を引き寄せる効果が倍増してだな、つまり……」

　黒媛が、どこか熱を帯びた瞳ひとみを理刀にむけてくる。

　そういった関係とは、どういった関係ですか？

　理刀はとっさに、その質問を吞のみ込んだ。

　黒媛は、大まじめに犯人を捕まえようとしているのだ。決して他意はないはず。

「手をつなぐよりも、腕をからめて歩いたほうがらしくないか？」

「え？」

　理刀の返事も待たず、左手を離した黒媛が、素早く腕をからめてきた。

　密着度急上昇！

　これは、ちょっと危険かもしれない。だって……、肘ひじが、彼女の、む、胸に、むにゅっと押しつけられるから。

　手の甲だって、彼女の腰に当たってるし。

　破壊的なまでの弾力と密着感に、理り刀とは思わず腕を振り解ほどきそうになった……、が、できなかった。黒くろ媛ひめが、あまりにもしっかりと腕を押さえているから。

　まるで、関節技でも極めようとしているかのような力強さである。

「く、黒媛、あのさ……」

　胸、当たってるよ？　と言葉に出そうとしたが、それよりも先に黒媛が歩き出す。

「よ、よし。このまま歩くぞ。ダメもとの犯人捜しだが、手は抜きたくないからな。やれることはやっておこう」

　足を踏み出すたびに、ぷにゅ、と肘ひじが胸に押しつけられ、むきゅ、と押し返される。

　ぷにゅ、むきゅ、ぷにゅ、むきゅ、ぷにゅ、と肘に伝わってくるやわらかさが……。

　悩殺的すぎて……、危険危険危険！




「なんか、歩きづらいね」

「そ、そうか？　わたしはそうでもないんだが……」

　腕をからめ、密着したまま、ぷにゅ、むきゅ、ぷにゅ、むきゅ、ぷにゅ、むきゅ、と理刀と黒媛は池の周りを歩き続けた。

　黒媛の顔は、すでに真っ赤になっている。

　理刀も、頰ほおの火ほ照てりを感じているから、おそらくかなりの赤みを帯びているはずだ。












「わたしが体重をかけすぎてるから、理り刀とが歩きづらいのかもしれないな。ハハ、実を言うと、こういうことに不慣れでな。歩き方ひとつ満足にできない」

　黒くろ媛ひめが、自じ嘲ちよう気味に紅あかい頰ほおをゆるめた。

「まあ、オレも慣れてないけど」

「理刀とこうしてると、悪い気はしないんだがな。理刀は、嫌か？」

「え、オ、オレは……」

　突然の質問に、理刀は思わず息を吞のんだ。

　正直、右腕に黒媛の体温を感じながら、ぷにゅ、むきゅ、ぷにゅ、むきゅ、と歩くのは嫌じゃない。男として、むしろ嬉うれしい。でも、恋人として、ではないから……。

　黒媛が言葉を継ぐ。

「この際だから訊きいておくが、理刀は、その、う」

　が、口ごもっている。らしくない。

「なに？」

「わたしのことを……」

　え？　も、もしかして、この流れは……。

「亜あ威い先輩じゃないスか！」

「ぅひゃっ！」

　背後からの声に、黒媛が大おお袈げ裟さなまでに両手をひろげ、理刀から跳び離れた。

　声をかけてきたのは、毛もう利りだった。彼の後ろから、ちょこちょこと明あか石しもやってくる。

「奇遇っスね。やっぱオレと先輩は赤いワイヤーで結ばれてんじゃないスか？」

　毛利が、へらへらとした顔で近づいてくる。

　コホン、と咳せき払ばらいをした黒媛が、毛利と明石のふたりへ恨めしそうな目をむけた。

「お前たち、どうしてこんなとこにいるんだ？」

「いつもの散歩コースでぇす！」

　明石が、ピタッと毛利にくっついた。

　毛利は、可愛かわいい女の子が体全部で愛情表現をしてくれているというのに、表情ひとつ変えようとしない。それどころか、どこかベタッと粘つくような目を理刀へむけてくる。

「亜威先輩、さっき、その人とくっついてたっスよね？」

「も、毛利には関係ないだろ」

　黒媛の頰は、真っ赤なままだ。

「紬つむぎぃ、やめなよ」

「ゆえは引っ込んでろよ」

　毛利の言葉ひとつで、明石がしゅんとした顔で身を縮めてしまった。

　毛利が、理刀を静かににらみつけてくる。

「あんた、普通科っスよね？」

「………」

　理り刀とは黙って彼の視線を受けとめた。年下に「あんた」なんて言われれば、やっぱり気分が悪い。

「毛もう利り、おい」

「いいって」

　視線を尖とがらせた黒くろ媛ひめを、理刀は手で制した。

　毛利が、そんなやり取りにお構いなく言葉を続ける。

「あんた、もしかして普通科の成績ナンバーワンとかっスか？」

「フツーだよ」

「家が大金持ちっスか？」

「フツーだけど」

「運動神経抜群とか？」

「フツーかな？」

「それじゃあ、亜あ威い先輩と釣り合わないっスよ」

　ムッとするが、ここで毛利とケンカをしてもつまらない。

　毛利の後ろで、明あか石しが不安そうにこちらを見ている。女の子もいるし、ここは笑って受け流そう、とそう思った。

　が、黒媛は違ったようだ。

「毛利、失礼だろ！」

　眉まゆをつり上げ、後輩に強い言葉を投げつける。

　それでも、毛利には通じなかったようだ。

「オレ、亜威先輩に相応ふさわしい男になるため、日々努力してるんスよ？」

　しれっと黒媛を口く説どいてくる。

　黒媛の整った眉が、さらにつり上がる。

「努力をするなんて、当たり前のことだろ。努力をひけらかすな！」

「先輩……」

「理刀、いこう」

　サッと黒髪をひるがえし、黒媛が理刀の腕に再び自分のそれをからめてきた。

「亜威先輩、そいつって……」

「わたしの彼氏だ！」

　黒媛が、毛利にバシッと投げつけた言葉はあまりにも予想外で。

　理刀は、ただただ目を見開くことしかできない。

　肩越しに見た毛利の顔からは、みるみるうちに生気が薄れていき……。

「理り刀と、あんなヤツに気をつかう必要なんかないぞ」

　黒くろ媛ひめが、顔を真っ赤にしたまま足早に歩き続ける。

　理刀は、立ちどまる理由も抵抗する意志もないから、ただ彼女に合わせて足を速めた。




　毛もう利りたちと別れたあと、理刀と黒媛は一時間ほど公園をぶらついた。

　怪しい人物は、いまのところいない。疑いの目で見れば、公園を歩く人の九割以上が怪しく見えてくるのだが……。

　理刀と黒媛は、肩をくっつけて空いていたベンチに腰を下ろした。歩き続けていたため、ひと休みだ。

　黒媛が、それとなく腕時計に目を落とした。

「五時四〇分だ……」

　確か、犯行時間は夕方五時から六時に集中していたはず。

　理刀は、黒媛と視線を合わせてうなずき合ったあと、わざとらしくならない程度に周囲の様子をうかがった。

「ん？」

　目についたのは、いちゃつくカップルだった。

　すぐ隣のベンチに腰を下ろし、抱き合って熱烈なキスを交わしている。まるで、いまにもお互いを食べてしまいそうなほど激しいキスだ。ちゅちゅちゅ～っという音まで聞こえてきそうで、見ているこちらが恥ずかしくなる。

　理刀は慌あわてて目をそらし、正面にむき直った。

　と、むかいのベンチに座ったカップルも、べっっったりとくっついていた。

　見ると、その両隣も、さらにその隣も、カップルで埋まっている。

　周囲に首を巡らせると、どういうわけかカップルで埋め尽くされていた。

「な、なんだ？」

「お、おい。ここは、そういった公園なのか？」

　黒媛の声が、どこかうわずっている。

「そういった公園、って……」

「その、なんだ。つまり、恋人同士が、愛を語り合う場所、というか……互いの気持ちを、た、確かめ合う場所、というか……」

「みたいだね」

　理刀は、肩にくっついた黒媛の熱を意識しつつ、意味もなくベンチに座り直した。

　隣やむかいのベンチで、カップルたちのカップルたちによるカップルたちのためのアツアツ空間がつくり出されている。他人が入り込む余地など、そこには微み塵じんもない。

　つやつやの頰ほおをほんのり紅あかく染めた黒媛が、どこか緊張した表情でそんなカップルたちを凝視している。

　理り刀とも、ぐびっとツバを吞のみ込みながら、アツアツ大放出中のカップルたちをこっそりと観察した。

　周囲のベンチで、芝生の上で、木の陰で、茂みに隠れて、カップルたちが互いの盲愛や熱愛や執愛や偏愛や性愛を確かめ合っている。

　このカップル濃度の高さは、いったいなんなんだ？

　ふと、隣のベンチから声が聞こえてきた。

「総統Ｘのお陰だな」

「そうね、総統Ｘにもらった〝ムラムラス～ル内服液〟のお陰で、わたしたちまたこうやって熱い思いを取り戻すことができたんですもの」

「ハナコ、もう二度と離さないよ！」

「ウメゾウさん、もう二度とわたしを離さないでねっ！」

　チュチュチュチュチュ。

　総統Ｘ？

　いきなり、

「総統Ｘ、ばんざぁ～い！」

「もうっ、カツオったらぁ、ムラムラしすぎなんだからぁ。でも、そんなビースト的なところが大好きっ！」

「今夜は、美女と野獣モードでいくぜっ！」

　歩いていたカップルが、理刀たちの目の前で密着し、唇を押しつけ合った。

「！」

「……なっ」

　理刀も黒くろ媛ひめも、ただただ驚きに身を強こわ張ばらせることしかできない。

　カップルが身を寄せ合って歩み去ったあと、黒媛が恐る恐る理刀にたずねてきた。

「そ、総統、Ｘって、なんだ？　芸能人か？　それとも、なにかの商品名かな？」

「さ、さあ……」

　理刀は息苦しさを覚え、制服のネクタイをゆるめた。

　不意に、黒媛がお尻しりをずらしてくっついてきた。

　えっ？

　肩が触れ合う距離で座っていた理刀と黒媛だが、それでもいくらか距離は空いていたのに……。それがいま、完全に埋まってしまった。

　腰と太ももが密着したことによる圧迫感で、ちょっと座りづらい。

「く、黒媛？」

　密着してきた理由は？

　黒くろ媛ひめが、理り刀との顔に唇を寄せてきた。

「これだけエサがまかれれば、犯人のほうから近づいてくるはずだ。だ、だからこそ、わたしたちだけが違和感をつくるわけにはいかないんじゃないか？」

「違和感？」

「みんな抱き合ってるんだぞ？　わたしたちだけぼんやりしてたら、目立つと思うんだ」

「なるほど」

「犯人を警戒させないためにも……」

「オレたちも、くっつく、と？」

「そ、そういうことだ。まずは周囲に溶け込んでだな……」

　黒媛が、ぎゅっと体を押しつけてきた。腰もぎゅうぎゅう押しつけてくる。これではまるで、椅い子す取りゲームだ。

　黒媛の細いノドが、コクッと鳴った。

「か、肩に手を回したほうが、らしく見えないか？」

　理刀がこたえるよりも早く、黒媛に腕を引っ張られ、まるでマフラーかなにかのように彼女の首に巻きつけられた。

　素早い動きに、抵抗する間もない。

　黒媛の頭が、理刀の頰ほおにくっつくような体勢になる。

　えっと、これからどうすれば……。

　このまま、放火犯が現れるのを待つのはいいけど、ちょっと心拍数が速すぎませんか？　このままだと、いざ犯人が現れたときはヘトヘトになっているかも。

　そんな理刀の思いを無視するかのように、黒媛がそっとささやいた。

「周りは、みんなキスしてるな……」

　ぃぃぃいきなり、なにを言い出すんですか、黒媛さん！

　太ももを、腰を、肩を、頭を押しつけたまま、黒媛がぽそりともらした。

「フリくらいは、してないと、犯人が警戒して……」

　彼女が顔を上げる。

　間近に見る黒媛の頰は真っ赤で、瞳ひとみも潤うるんでいて、唇は半開きで、そこから覗のぞく舌先はどこか震えているように見えて……。

　いつもの自信は、カケラも見あたらない。

「フ、フリ、だからな……か、勘違い、するな、よ」

　黒媛が、顔を近づけてくる。

　フリって、これだけ真に迫っていてフリって、ちょ、ちょっと……。

　理刀は、どうしていいのかわからないまま、体を強こわ張ばらせた。

　黒媛の唇が接近してくる。

　黒くろ媛ひめが目を閉じた。

　黒媛の長いまつげが、ふるふると小刻みに震えている。

　唇が……………………………………接触！　しようとしたそのとき……………………。

　キャ───────ッ！

　悲鳴が聞こえた。

　パッと顔を離した黒媛と、視線がぶつかる。

　次の瞬間には、ベンチから跳び上がるようにして立ち上がった彼女が、その勢いのまま駆け出した。

　理り刀とも、黒髪を追って走り出す。




　一〇秒も走らないうちに、薄うす闇やみに浮かび上がる炎が見えた。

　芝生に座っていたカップル、その女性がもっていたバッグが燃えているようだ。男女とも、ケガはないように見える。

　女性が、引きつった悲鳴をあげ続けている。男性は、ただただ慌あわてているだけ。

　理刀は、急いで周囲を見回した。

　黒媛も、素早く辺りに目を投げている。

「理刀、あれ！」

　黒媛が指さした先に、駅へと通じる公園出口から走り出ていく人影が見えた。

　間を置かず、地を蹴けった。

　直感が叫んでいる。

　アイツが犯人だ！　と。

　走った。腕を振り、膝ひざを上げ、力の限り走った。

　黒媛が、長い黒髪をなびかせながら横にならぶ。彼女の足力は、理刀とほぼ互角だ。

　速力を落とさず、公園出口の車止めを飛び越え、駅へと続く通りへ飛び出した。

　理刀は、駅のほうへ走っていく人影の背を目に焼きつけた。

　あれって……。

　唇を嚙かみ締め、両足に力を注ぎ込む。

　人の流れを縫ぬうように走り、赤信号を完全無視し、駅前の人ひと混ごみに飛び込んだ。

　犯人よりも、こちらの足が速い。このまま追い続ければ、捕まえられるはず。

「足をとめるぞっ！」

　黒媛が、走りながらコンパクトを取り出した。次の瞬間、「熱つっ！」と彼女がそれを取り落とした。

　なぜ落としたんだ？　と理刀が疑問に思った直後、眼前に火の玉が現れた。

「んなろっ！」

　足をとめず、そのまま突っ込んだ。

　火の玉に頭突きを入れ、消滅させる。

　これで、犯人が能力者であることが判明した。コンパクトをもった黒くろ媛ひめの手もとにも、火の玉をぶつけたのだ。火を操る【精霊使いエレメンタラー】であれば、放火など容易たやすくできるはず。

　火傷やけどするだろっ！

　理り刀とは怒りにまかせ、目の前に連続して出現した火の玉を、頭突きで次々と消していく。

　落ちたコンパクトには見むきもせず、黒媛が走る速度を上げた。黒髪が舞う様は、まさに黒い風のようだ。

　理刀も負けじと、両足にムチを入れた。

　公園からここまで、全力で疾走してきた。息が苦しい。心臓もバクバクだ。手足も痺しびれ始めている。

　それでも走った。

　根性ぉぉぉぉぉっ！

　人影が、駅の改札を通ってホームへ入っていく。定期をもっているらしい。

　切符を買っている暇などない。

　理刀は躊躇ためらわず、改札を突き抜けた。

　黒媛も、飛び越えてくる。

　人影が、ホームへの階段を駆け上っていく。

　理刀も、階段を駆け上がった。

　黒媛が、わずかに遅れて階段に足をかける。

　理刀は、二段飛ばしで駆け上った。

　黒媛が、徐々に遅れてくる。

　理刀は駆けた。

　息が苦しくても走った。

　心臓がバクバクでも走った。

　手足が痺れていても走った。

　根性ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！

　下りてくる人をかわし、上っている人を追い抜き、ホームまで駆け上がった。

　ホームを走る犯人が、肩越しに驚いたような、そして泣きそうな顔をむけてくる。

　理刀は、足をとめなかった。

　再び現れた火の玉を顔面に受けても、走り続けた。

　そして、なおも逃げようとする犯人の細い手首をつかまえた。

　そこでようやく、犯人が観念したように足をとめた。

「どうしてなんだ……」

　両肩を大きく上下させながら歩み寄ってきた黒くろ媛ひめが、犯人にきつい目をむける。

「………………………………………………………………………………………………明あか石し」




　井の尾公園での連続放火事件の犯人は、スターライト高等部の一年生であり、パール・クラスの能力者、明石ゆえだった。

　黒媛に促うながされ、ホームのベンチに腰を下ろした明石が、力のない声で説明してくれた。

「ゆえ、本当は三ヶ月くらい前に媒体見つけてたんです。媒体は、砂鉄で、いつもポケットに入れてました。

　紬つむぎと同じ、火の【精霊使いエレメンタラー】だったことは、すっごく嬉うれしかったけど……。

　言えませんでした。言えば、嫌われるから……。

　同じ火の【精霊使い】だし、ゆえは、紬より能力値が高いから……。

　紬ってプライド高いから、自分より能力値が上の彼女はダメなんです。

　前に、紬から言われました。

『お前は能力値が高いから、いっしょにいるオレがカッコわりぃだろ。｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝レベルだったら、あきらめもつくけどさ。それに、亜あ威い先輩はお前と違って、スッゲー色っぺーしよ』

　能力者に憧あこがれてレゾンに入ったのに……。

　紬のこと大好きだから、言えなくて……。

　ゆえ、どうしていいのかわかんなくなって……。だれかに相談もできないし……。

　本当に、どうしていいのか、わかんなくなって……。

　ずっと、ずっと、能力者になりたかったのに……。

　せっかく、能力者になれたのに……」

　理り刀とと黒媛は、明石の説明を聞き終えたあと、顔を見合わせた。

　明石のつるんとした丸い頰ほおを、幾筋もの涙が伝い落ち続けている。

　放火事件は、彼女の鬱うつ屈くつした感情が暴走した結果だったことが、これで判明した。

　目指し続けていた夢をせっかく自らの手につかんだのに、好きな相手に喜んでもらえないなんて……。

　それを思うと、理刀は明石を強く責めることができなくなった。

　泣き続ける後輩に、黒媛がグッと顔を近づけた。

「明石、お前は悪いことをしたんだぞ？　火を操る能力者が放火なんて、本当に恥ずべき行為だということを、ちゃんと自覚しているのか？」

　声こわ音ねがきつい。視線もきつい。表情もきつい。

　明石が、ふにゃ、と顔を歪ゆがめた。唇をくにゃっと曲げる。

「ぅぅふぇ、ご、ごめんなさいぃ、ゆえ、どうしよう。とんでもないこと、しちゃった。どうしよう。ふぇぇぇぇぇん」

　ポロポロからボロボロ、そしてボタボタと涙をこぼし始めた明あか石しを、黒くろ媛ひめが怖い目でにらんでいる。

　理り刀とは、泣き続ける明石にかける言葉を見つけることができず、彼女の泣き顔を見ていることしかできない。

　ホームをゆき交う人々が、何事かと目をむけてくるが、明石はお構いなしに大きな声で泣き続けている。

　と、黒媛がいきなり、泣き続ける後輩の頭に腕を伸ばし、自分の胸に抱き寄せた。

「ま、たいした事件にはなってないから心配するな。過あやまちから学べばいい」

「亜あ威いせんぱぁい、ごめんなさいぃぃぃ。ふぇぇぇぇぇん」

「毛もう利りのような薄っぺらい男より、世の中にはもっといい男がたくさんいるぞ？」

　泣き続ける明石の頭をむぎゅ～と大きな胸に抱きしめた黒媛が、理刀へ目をむけてくる。

　パチン、と音が鳴りそうなウインクが、彼女らしくてとても格好いい。




　明石の涙がおさまってきた頃ころ、黒媛が顔を上げた。

「理刀、きょうはすまなかったな」

「いや、こっちこそ」

　そういえば……、と日替わりデートの初日だったことを思い出す。

　タイミングよくアナウンスがホームに響き、続けて電車が入ってくる。

　黒媛が、いつもの余裕たっぷりな笑みを浮かべた。

「わたしは、明石を送っていくから……」

　言いながら、彼女が明石を支えるようにしてベンチから立ち上がった。

　理刀も腰を上げる。

　明石は、鼻をすすりながら黒媛の腕にしがみついて離れない。上目づかいにチラッと理刀を見上げたあと、申し訳なさそうにうつむいてしまう。

　黒媛が、目を赤くした後輩を横目に軽く眉まゆを上げたあと、理刀に手を伸ばしてきた。

　そして、ネクタイをつかまれ、ぐいっと引っ張られ……。

　当然、理刀と黒媛の顔が一気に近づいて……。

　チュッと、頰ほおをついばむようなキスをされた。

　えっと？

「つき合わせたお礼だ」

　頰を紅あかくした黒媛が、ふわっと薫かおるような笑みを浮かべた。

　後輩が見ている前なのに……。周りにも、人がたくさんいるのに……。

　それでも、黒媛の笑みは自信に満ちていて。

「百もも香かにはナイショだぞ？」

　パチン、とウインクをしたあと、彼女は明あか石しの背を押して電車にのった。

『扉が閉まります。ご注意下さい』

　アナウンスのあと、黒くろ媛ひめと明石をのせた電車のドアが閉まった。

　ガラスのむこうで、黒媛が片手をあげた。

　理り刀とも、手をあげる。

　電車とともに、黒媛の笑顔が遠ざかっていく。

　ずっとドキドキの理刀である。












二章　吃驚びつくりチューズデー







　火曜日。

　日替わりデート二日めのきょうは、小学五年生と、である。

　放課後を迎え、理り刀とは待ち合わせ場所であるレゾン学院ビルの一階ロビーへむかった。

　ロビーにはすでに、キュートやスイート、それに黒くろ媛ひめや巴ともえの姿があった。が、デート相手の姿が見えない。

　小学生といえど、日本では数少ないスターライトなのだ。それなりに多忙なのだろう。

　理刀に気づいたキュートが、足早に歩み寄ってきた。

「きょうは百もも香かちゃんと、ね」

「う～ん、ほんとにいいのかな？　まだ小学生だし」

「きのうと同じようにしたら？　楽しかったんでしょ？」

　キュートが、どこか怒ったような、拗すねたような、怪しむような、そして探るような目で、ジッと理刀を見上げてくる。なんとなく、居い心地ごこちが悪い。

「その、フツーだよ、フツー」

　なにがフツーなのか、自分でもよくわからない理刀である。

「きのうと同じように、って言っても、きょうは小学生なんだから、ね？」

　キュートの言葉には、節度、立場、年齢、その他ほかもろもろを努ゆめ々ゆめ忘るるべからず、といった意味がガツンと含まれているのだろう。

「も、もちろん。ハハハァ……」

　理刀はとにかく、笑っておいた。なんだか力が抜けていくけど……。

　すぐさま黒媛が会話に入ってくる。

「幼いうちから目上の人間と接することで、将来いろいろと役に立つことがあるだろうからな。頼んだぞ」

「あしたはわたくしですから、お楽しみに」

　スイートも、すかさず理刀に身を寄せてくる。

　黒媛が、ピクッと片かた眉まゆを動かした。

「まずは、きょうに集中してもらわないとな。理刀、しつこいようだが、くれぐれも百香のことを頼んだぞ」

「なんか、重大だね」

「当然だ。百香はまだ一一歳なんだからな。きのうのようなことは、期待するなよ？」

　黒媛が、悪戯いたずらっぽく笑った。

「きゅ、きのうのようなことって、なに？」

　キュートが眉まゆ根ねに微かすかなしわを寄せ、顔を寄せてくる。

「ふふん、黒くろ媛ひめがなにをなさったのか知りませんし、知りたくもありませんが、わたくしが計画しているデートの前では、児じ戯ぎにも等しい行為だと断言できますわ」

　スイートが、自信ありげな目を黒媛へむける。

「きのうなにをしたのかは、わたしと理り刀とだけの秘密だ」

　勝ち誇った笑みを唇に、黒媛がスイートの視線を受けとめる。

　キュートが、どこか恨めしそうに理刀をにらんでくる。

　理刀はただただ、力のない笑みをつくることしかできない。

「ふふん、各々が自らの力を出しきってがんばるだけですわね」

　スイートが、キラッと瞳ひとみを輝かせた。

「わ、わたしも、がんばる」

　ぽそっとつぶやいた巴ともえの言葉が、理刀の耳に忍び足で入ってくる。

　みんな、気合い十分のようだ。

　土曜日まで、体と精神が保もつだろうか……。

　それにしても、百もも香かは？　女の子だから、準備に時間がかかってるのかも。

　理刀は、スターライト専用のエレベーターホールへ目をむけた。

　黒媛が、大きな胸を押し上げるようにして腕を組んだ。

「朝、百香はスポーツバッグをもってたからな、なにか用意しているとは思うんだが……。なんにせよ、楽しんできてくれ」




　五分ほど待ったあと、スターライト専用のエレベーターホールから歩み出てきたのは、ひとりの女性だった。

　百香じゃない。

　でも……、と理刀はその女性をまじまじと見た。

　黒媛？　かなり似ている。

　黒媛が、もう少し年を重ねたような感じだ。黒髪はショートだが、目鼻立ちはほとんど同じ。胸は……、女性のほうがわずかにボリュームで勝っているだろうか。

　青の長なが袖そでシャツに白のフレアスカートを合わせている姿は、見ていて清すが々すがしい。足もとは、クリーム色のパンプスだ。

「黒媛のご家族？」

　スイートも、理刀と同じことを感じたらしい。

「そっくりね」とキュート。

「黒媛には、お姉さんなんて……」と巴。

「知らない人だが……あれは……」

　黒くろ媛ひめが、歩み寄ってくる女性を見つめている。え？　歩み寄ってくる？

「みなさん、お揃そろいですか？」

　女性が、にこやかな笑みを浮かべ、片手をあげた。

「は？」

　みんな、きょと～んとした顔で女性を見ている。このお姉さん、だれ？

　女性が、落ち着いた笑顔そのままに、理り刀とへ顔をむけてくる。

「亜あ威い百もも香かさんを待ってるんですよね？」

「えっと、そうですけど……」

「えへへ、じゃ～ん、わたしが百香でぇ～す」

　女性が、両のてのひらを大きな胸の前でひろげた。

「「「「「！」」」」」

　この場の全員が、驚きに息を吞のんだ。

　口く調ちようは幼いが、色っぽい声。ドカンと突き出た色っぽい胸。腰から太ももを経由し、足首にむけての色っぽい曲線。

　どう見ても、百香とは別人だけど……、瞳ひとみの幼さと元気さとキラキラは、よく知っている小学五年生の女の子と同じで。

「本当に……百香、ちゃん？」

「はぁ～い、百香でぇ～す！」

　理刀の前で、大人おとなな百香がピシッと右手をあげた。

「百香っ、い、いったいどうしたんだっ…!?」

　黒媛が、百香に飛びついた。

　こうしてふたりをいっしょに見ると、本当にそっくりである。ただ、やっぱりいまの百香のほうが、大人びているけれど……。

「総統Ｘって人に、〝セイジンニナ～ル内服液〟って秘密のお薬をもらったの」

「総統Ｘって……そ、そんなものを簡単に飲んだらダメじゃないか」

「黒くろ姉ねえ様さま、心配しないで。総統Ｘはとってもいい人だったよ」

「しかしだな」

「大丈夫だよ。あっ、着る服がなかったから、黒姉様の勝手に借りちゃった」

「それは構わないが……」

「ちょっと胸が苦しいけど、なんとか入ったよ」

「むっ」

　黒媛が微かすかに唇を曲げた横で、キュートたちがぽか～んと口を開けている。

　理刀も、ぽか～ん、だ。

「靴が、ちょっと大きめなの。スポスポする。ボールを蹴けったりしたら、脱げちゃいそう」

「ハハハ、わたしはデカ足だからな……」

　黒くろ媛ひめが、唇の端をヒクヒクさせている。

　理り刀とは気を取り直し、百もも香かにたずねた。

「総統Ｘって、どんな人だった？」

　確か、きのうも耳にした名前である。

　百香が、ふっくらとした大人おとなな唇に人差し指を当て、ちょこんと首を傾かしげた。ショートの黒髪が、サラサラとおでこを流れ落ちていく。

「ん～とですねぇ。謎なぞの人物です。光の中から現れて、〝セイジンニナ～ル内服液〟の説明をしたあと、光の中へ帰っていきました」

「声は、男？　それとも女の人だった？」

「ロボットみたいでした。文字にしたら、みんなカタカナになっちゃうような、『ワレワレハ、ウチュウジンダ』って感じの声です」

　百香が、ノドを指先でとんとん叩たたきながら、実演してくれた。

　やはり、みんなぽか～んとしている。

　理刀もやっぱり、ぽか～ん、である。

「すごいんですよ。内服液だから、春日かすがさんに触っても効果が消えないんです」

　言うなり、百香が理刀の腕に抱きついてきた。












「「「「あっ！」」」」

　キュートが、スイートが、黒くろ媛ひめが、巴ともえが、いっせいに声をあげた。が、だれも動かない。

　見た目はナイスバディな大人おとなの女性でも、中身は小学生である。年上の余裕とプライドをどうにか絞り出したのだろう。

　確かに、理り刀とに触れても百もも香かの姿は変わらなかった。だから当然、腕に押しつけられる胸の弾力もそのまま変わらず……。

「なんだか、シンデレラになった気分です！」

　体を離した百香が、今度は理刀の手を取ってきた。両手で握り締めてくるが、力が弱いからぷにぷにとてのひらをマッサージされているような気分になる。

　キュートが、ジトッと湿った目をむけてくる。

　スイートが、どこかひんやりと冷たい目をむけてくる。

　黒媛が、ムッと怒ったような目をむけてくる。

　巴が、ジ─────ッと刺すような目をむけてくる。

「百香は小学生だからな？　本当に、頼んだぞ？」

　どこか脅おどすような黒媛の言葉に、理刀は苦笑いを浮かべることしかできない。




　理刀は、百香にぐいぐい手を引かれてレゾン学院をあとにした。

　最初にむかったのは、有名百貨店の屋上にあるペットショップだった。

「たまに黒くろ姉ねえ様さまとくるんです！」

　ペットショップにいきたい、と口にしたときからすでに、百香の瞳ひとみはキラキラだった。

　そしていまなお、ペットたちを前にした百香はキラキラ状態を維持し続けている。

　子犬と子猫が大好き！　というオーラを全身から放はなち続けながら、子犬と子猫をなで続けている彼女は、とてもきれいで、とても可愛かわいかった。

　きれいなお姉さんといっしょにいるようでいて、幼い女の子と行動をともにしているというダブルの感覚が、なんとも新鮮だ。

　ペットとの触れ合いコーナーで、百香が無造作にしゃがみ込んでいる様は、なんとも微笑ほほえましい。

　でも、と理刀はときどきドキドキしながら、百香の動きを見守っていた。

　犬から猫へ、猫から犬へ移動する際、百香はパタパタと走っていく。はいているパンプスが大きいと言っていたから、おそらく走りづらいのだろう。どこか不器用に走る姿は、見ていて可愛いのだが……。

　揺れるのだ。走るたび、黒媛よりもちょっとばかり大きな胸が、たっぷんたっぷんと。

　子犬にぺろぺろと顔をなめられ、猫を大きな胸に抱き上げ、ときどきよろよろとバランスを崩しながらも、次の子犬や子猫へ目を移し、すぐさま触りにいく。

　その小学五年生的フットワークの軽さが、たっぷんたっぷん運動をより激しく、そして過激にしている。

「わあぁ、可愛かわいいっ！　あ、あっちのフレンチブルちゃんも、目がクリクリで可愛い！」

　声を抑えず、「可愛い！」を連呼する百もも香かは、とっても楽しそうだ。

　それでも、見た目は大人おとなで、きれいなお姉さんなのだから、さすがに違和感はぬぐえない。店員や他ほかの客が、不思議な人を見るような目をむけてくる。

　そんな中、理り刀とはただただ百香のそばに立っていた。

　子犬や子猫よりも、百香のほうがずっと可愛いから、周りの視線など気にもならない。




　ペットショップの触れ合いコーナーで子犬や子猫と触れ合いまくったあと、トイレに入った百香がハンカチで顔をふきながら出てきた。

「ワンちゃんになめられるから、いつもここで顔を洗うんです」

　花柄のハンカチで水気をふき取った百香が、ぴちぴちの肌につるんと光を走らせ、ニパッと笑みを浮かべた。

　化粧もなにもしていないから、不純物ゼロの天然スマイル！　といった感じでむけられたほうも気持ちがいい。

　百香が、サッと腕時計に目を落とした。

「ちょっと早めですけど、きょうのメインにいきましょう！」




　理刀は、百香について百貨店の一階まで下りた。

　エスカレーターを降り、正面入口へむかって歩き出したときだった。

「もうダメっ！　堪たえられないっ！」

　横から、身み悶もだえるような声が聞こえてきた。

　百貨店のものとは違う、シャープな制服を着た女性が、泣きそうな顔で近づいてくる。化粧の濃い、目鼻立ちのクッキリとしたお姉さんだ。

「いけませんっ！　それはいけません！　見てらんないっ！」

　なんに堪えられないのか、なにがいけないのか、なにを見てらんないのか、理刀にはまるでわからない。

　百香も、キョト～ンとした顔をお姉さんにむけている。

「お客様、スッピン、ですよね？」

　お姉さんが、なにか大いなる秘密でもたずねてくるかのように、声をひそめた。彼女の目は、百香を一直線に射抜いている。

　百香が、コクッと愛らしくうなずいた直後、

「ノオオオオオォォォ……」

　体をくねくねとよじりながら、お姉さんが両手で顔を覆おおった。欧米人顔負けのリアクションである。

　見ると、彼女が出てきたのは、化粧品店のブースだった。ガラスケースの中には、テレビＣＭでよく目にするブランド名を冠した品が、ずらりとならんでいる。

「ちょっと……ちょっとちょっと、こちらへどうぞ」

　百もも香かの手を取ったお姉さんが、強引にブース内へ引きずり込もうとする。

「あ、あのう……」

　百香は困惑顔だ。

　ここは当然、理り刀との出番である。

「すみません、オレたち、化粧品を買うつもりなんてないんですけど」

「いいんです！　わたしを助けると思って、彼女にメイクをさせて下さい！　コスメは一品たりともお買い上げいただかなくて結構ですから！　こんなにきれいな方がスッピンなんて、本当に堪たえられないんですっ！」

「きれいだなんて……」

　百香も、まんざらではない様子だ。

　そんな彼女に、「どうする？」と理刀は目でたずねた。

　百香が、お姉さんに目をむける。

「どのくらい、かかりますか？」

「お時間はいただきません！　わたしの腕をもってすれば、究極の美まで一五分でご案内させていただきます！」

「一五分ですかぁ……」

　う～ん、と下唇を出す百香の背を、理刀はぽんと押してあげた。

「やってもらえば？」

「え、いいんですか？」

「ありがとうございます！　でしたら、男性はそのへんをブラブラしてきて下さい。女性が化ける課程を見ているなんて、失礼ですからね」

　化粧やる気満々のお姉さんは、早くもコットンに化粧水を染み込ませ始めている。

　というわけで、予定外のメイクタイムに突入した。




　もう一度ペットショップで犬をグリグリとなで回し、一五分ほど時間を潰つぶしてから、理刀は化粧品店へ戻った。

　さて、百香は……。

　ブースの中で、先ほどのお姉さんが、どこか放心したような顔で立っている。

　その横に座っている、大人おとなになった百香は………………、本物のレディになっていた。

　理り刀とは思わず、立ちどまった。

　足が前に出ない。言葉も出ない。それでも懸命に、かける言葉を探した。

「可愛かわいいよ」は、いまの百もも香かにまるで相応ふさわしくない。「素敵だね」もちょっと合わない。「化粧ってすごいね！」なんて論外だ。

　ここは「美しい！」がいちばんピッタリくるのだが、なんだか口にするのが照れくさい。

　百香が、どこか誇らしげに、それでもどこか恥じらいを滲にじませ、椅い子すからふんわりと立ち上がった。

「本当に、百香ちゃん？」

　理刀は、口からようやく言葉を押し出した。でもそれは、ほめ言葉でもなんでもなくて……、こたえのわかりきった問いかけでしかなかった。

　もともと、百香は水準よりもずっとずっと可愛い小学五年生である。

　そんな少女が、どういうわけか色っぽい大人おとなの女性になってしまった。

　それが今度は……、大大大変身だ。

　彼女の眉まゆは、意志の強さと柔軟性を表すかのように美しく整えられていた。瞳ひとみも、鼻筋も、唇も、かたちは少しも変わらないのに、すべてが美しく変化している。

　美の孵ふ化かを目の当たりにした、とでも評せばいいのだろうか。

　化粧品店のお姉さんが、百香に深々と頭を下げた。

「ありがとうございました！　きょうを境に、わたしはさらなる化粧道の高みを目指すことができます！」

　目には涙を溜ためている。

　大おお袈げ裟さなようだが、彼女には彼女の〝道〟があるのだろう。

　理刀は、そんなお姉さんに会釈したあと、もう一度まじまじと百香を見つめた。

　心の底から「美しい」の一言である。

「そんなに見てると、目を火傷やけどしちゃいますよ？　なぁんて、正直に言うと、すっごく恥ずかしいんです。あ、ほんとに、そんな、見られたら……恥ずかしいですぅ」

　幼さを隠しきれないままに恥じらう百香を見た瞬間、ドスッ、となにか鋭いモノで胸を刺されたかのような甘い痛みを感じた。

　やばい。これはかなりやばい。本物の百香は小学生だ。五年生だ。一一歳だ。黒くろ媛ひめの妹だ。ずっと年下だ。まだまだお子ちゃまだ。お嬢ちゃまだ。

　理刀は呪じゆ文もんを唱えるように、そうやって自らの心に言い聞かせた。

　それでも、現実には美しくも可愛らしい百香はすぐそばにいて、完かん璧ぺきな化粧までして、理刀の視界を独占して、無限に続きそうなドキドキを無邪気なまでに運んでくる。

　お・ち・つ・け！




　バッチリメイクの百もも香かと百貨店を出たあとは、とにかく走った。

　化粧をしていたせいで時間に遅れそうだから、と百香が駆け出したため、とにかく理り刀とも走っている。

　なんの時間に遅れそうなのか？

　映画、なのだという。

　百貨店から歩いて一〇分もかからない距離に、常時四本ほどが上映されている大きな映画館がある。

　デートといえば映画。

　小学五年生は、ストレートにそう考えたらしい。だから、きょうのメインは映画なんです、と百香が走りながら説明してくれた。

　理刀も映画は嫌いじゃない。女の子と、それもとびきりの子と見る映画は、きっと楽しいに決まっている。

　それはいいのだが……、揺れるのだ。

　走っているから、姉の黒くろ媛ひめよりもちょっとばかり自己主張の強い胸が、ゆっさゆっさと。

　少し大きめのパンプスが脱げそうなのだろう、あまり膝ひざを上げない走法でパタパタと走り続けている百香の胸は、いま現在、震度８くらいだろうか？

「う～、この靴、走りづらいですぅ」

　百香が、ときどきふらつきながらも、懸命に走っている。急に大人おとなになったからだろう、いまいち自らのナイスバディに慣れていないようだ。

「きゃっ」

　急にふらついた百香が、とっさに理刀の腕につかまってきた。

「あ、すみません」

「いいよ。つかんでていいから、ゆっくり走ろう」

「はい！」

　百香が、ニパッと笑みを浮かべた。どんなにキッチリメイクをしていても、彼女の笑顔はいつも無添加でみずみずしい。

　理刀は、百香に腕をつかませたまま走り続けた。そうしながらも、思わず……、ゆっさゆっさゆっさゆっさゆっさ、と上下左右に揺れ続ける胸を横目にちらちら見てしまう。

　つかまれた腕から、振動が伝わってくるようで……、ドキドキだ。

『走りづらいのは、靴のせいだけじゃないと思うよ』なんて言えないまま、とにかく走る。

　上映開始まで、あと五分ちょい。

　このペースで走り続ければ、余裕で間に合うだろう。

　ゆっさゆっさゆっさゆっさゆっさゆっさゆっさゆっさゆっさゆっさゆっさゆっさ。

　ドキドキだ。




　入場券売り場の前で、上映時間を調べた。

　あと三分後に始まる映画が、二本。

　アニメ映画の『ポケポケモンスター・ガメ美のシンデレラ』。

　洋画のヒットシリーズ三作目、『ゼロゼロ・シェブン危機一髪』。

　百もも香かが、ジッとふたつのポスターを見比べている。

「百香ちゃんは、どっちを観みたいの？」

　理り刀との問いに、百香が「ん～」と小さくうなったあと、首から提げた水鏡を取り出した。

　胸の谷間に挟まっていたらしく、「んしょんしょ」とモゾモゾしている様子が、可愛かわいいけどどこかエロティックだったから、理刀は目のやり場に困ってしまった。

「もし、『ポケポケモンスター・ガメ美のシンデレラ』を観たら？」

　水鏡を覗のぞき込んだ百香が、そう未来を仮定した。

｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝の仮定未来視で、映画を選ぶつもりらしい。これだと、当たり外れがなくていい。

　理刀が横から覗き込んでも、水鏡にはなにも映っていない。それでも、百香へ目を移すと瞳ひとみを輝かせているから、『ポケポケ』は意外とおもしろいのかもしれない。

「もし、『ゼロゼロ・シェブン危機一髪』を観たら？」

　百香がすぐさま、次の未来を仮定する。

　と、彼女の表情が微かすかに陰ったことに理刀は気づいた。おもしろくないのか？

　個人的には『ゼロゼロ』のほうが好みなのだが、ここは百香の意志を優先しなければならない。

　水鏡を再び「んしょんしょ」と胸の谷間に戻したあと、百香がニパッと笑った。

「『ゼロゼロ・シェブン危機一髪』にしましょう！」

　え？　『ポケポケ』じゃないの？

　驚いた直後、ピンときた。

　百香は、映画の上映時間を事前に調べていた。当然、『ポケポケ』のほうだろう。なのに映画館へきてみると、同じ時間にもう一本の映画が上映されることがわかったから……、しかも、それはアニメではなく一般むけの映画だったから……。高校生の理刀には、アニメじゃないほうがいいだろうから……。

　そう考えたに違いない。仮定した未来で、理刀の満足げな顔でも視みえたのかも。

　チケット売り場で券を買おうとしている百香の横から、

「『ポケポケモンスター』二枚下さい」

　と、理刀はすかさず生徒手帳を出した。

「春日かすがさん？」

　百もも香かが、薄いアイシャドーの入ったまぶたをパチパチ瞬しばたたかせている。

「いっしょに『ポケポケ』を観みよう」

「いいんですか？」

「百香ちゃんが観たいほうを……」

「きゃあ、春日かすがさん、ありがとうございますっ！」

　百香が、飛びつくようにして理り刀との腕に抱きついてきた。当然、突き出した胸もギュウゥゥゥと押しつけられてくる。

　やっぱり、『ポケポケ』が観たかったらしい。喜んでくれるのは嬉うれしいけど、胸の圧力が、嬉しいというか、困るというか……。

　と、売り場のお姉さんから、

「あの、そちらの方も、高校生ですか？」

　そうたずねられた。

　理刀から体を離した百香が、再びパチパチと目を瞬かせる。

　中身は小学五年生。見た目はきれいなお姉さん。理刀とならんで歩けば、どう見ても姉と弟にしか見えないから……。

「えっと、高校生一枚と大人おとな一枚で」

　理刀の言葉で、売り場のお姉さんが素早く券を差し出してくる。

　百香が、笑顔半分困惑半分でつぶやいた。

「大人のおサイフは、厳しいですね」




　本編上映前のＣＭ中に着席し、理刀はほっと息をついた。なんとか間に合った。

　時間は、夕方の五時少し前。平日だというのに、子供の数がけっこう多い。

　百香も、本当は周りのキッズと同年代なのだが、見た目はナイスバディなお姉さんだから、当然というか必然というか、浮きまくっている。

　それでも、本人にそんな自覚なんかなくて……。

　すでに、瞳ひとみはキラキラでウキウキでワクワクだ。

　映画が始まると、百香は身をのり出すようにして観ていた。

　ときどき、「あっ」「わぁ」「きゃ、危ない！」などと素直に声を出しているところなど、本当に可愛かわいらしかった。

　メインキャラのガメ美が悪者に決死の覚悟で挑む、いわゆる見せ場に差しかかったときなどは、理刀の手をギュッと握って離さなかった。

　映画に集中するあまり、隣に座っているのが黒くろ媛ひめだと勘違いしていたのかもしれない。

　理刀は、百香の様子をときどき横目にうかがいながらも、それなりに映画を楽しんだ。

『ガメ美のシンデレラ』という副題がついているだけあって、単純なシンデレラ・ストーリーだったが、それでもなかなか見み応ごたえのある内容だった。

　見せ場では、不覚にも泣きそうになったほどである。

　百もも香かのほうは、ハンカチで目もとを押さえてばかりだったけど。

　子供だけじゃなく、十代が観みても十分楽しめる映画、というのが理り刀との感想だ。たまには、アニメ映画もいいかもしれない。

　ハッピーエンド後、百香が満足げな顔でスタッフロールを眺めている横顔を見て、理刀も嬉うれしくなった。

　これだけ全身全霊で映画を観てもらえれば、いっしょにいるほうも楽しくなれるし、『ポケポケ』を選んでよかったと思える。

　目もとの化粧が剝はがれ落ちているのは、ご愛敬だ。




　百香が化粧崩れを簡単に直したあと、理刀は彼女といっしょに映画館近くのアイスクリームパーラーに入った。

　理刀がバニラ、百香がチョコクッキーのカップアイスを注文し、オープンカフェの丸テーブルにつく。

　空はもう暗くなっている。テーブルを照らす淡いライトの下、理刀と百香はむき合った。

　七時半に、黒くろ媛ひめが駅まで迎えにきてくれるという。ここから駅までは、歩いて三分の距離だから、あと二〇分ほど時間を潰つぶせばいい。

　アイスをスプーンで口に運びながら、百香が嬉しそうに話し始めた。

「シンデレラは、運がよかったわけじゃないって、ガメ美を見て思いました。

　日々自分を磨き続けていたからこそ、やってきた幸運をつかむことができたんだって。

　ガメ美は、いつもいつも得意技の〝ガメ・クルクル〟を練習していたから、ここぞってときに大切な仲間を守ることができたんですよね？

　得意だからって練習をなまけてたら、ジャイゴンには勝てなかったはずですから。

　ジャイゴンに勝てなかったら、ガメラン王子を助けられなかったし、結婚もできなかったはずです。

　あとですね、ガラスの甲こう羅らをガメ美が身につけたところも感動しましたけど、いちばんは、終わりのほうでガメ美が言った、

『みんなのお陰で、甲羅の中とは違う世界があることに気づくことができたガメ。もう甲羅に隠れてばかりの生活は卒業だガメ』

　ってセリフです。

　もう、泣いちゃいました！

　わたしも、ガメ美みたいにもっともっと自分を磨かなきゃ」

　百香の冷めやらぬ興奮を、理刀はうんうんとうなずきながら受けとめた。

　なるほど、あのアニメ映画はそういう見方もできるのか……、と彼女の無む垢くな視点に感心してばかりだ。

　シンデレラを下地にしているであろうことは、意地悪なオネーズ・ペアやママハハンというモンスターの配置、ガラスの甲こう羅らというアイテムの使い方を見ても明らかだったが、理り刀とは百もも香かが感じたようなことまでは考えなかった。

　これが、感受性の違いなのだろう。

　将来、百香は間違いなく美人になることがきょう判明した。きっと、中身のほうも素敵な女性へと成長するに違いない。

　理刀は、きれいなお姉さんなのにハラハラするほど無防備で、ドキドキするほど艶つやっぽい百香の笑顔を前に、ふっと肩の力を抜いた。

　そう遠くない未来、彼女の心を射とめるのはどんな男なのだろう。ほんの少しだけ、嫉しつ妬とにも似た感情を覚えた。それでも、幸せになってほしいな、と強く思う。

　複雑な心境だ。

　いきなりだった。

「あ……」と百香が声をもらしたのとほぼ同時に、理刀の右スネになにかがぶつかった。

　テーブルの下を覗のぞき込むと、パンプスが一足だけ落ちていた。

「すみません。えっと、足をぶらぶらしてたら、スポッて……」

　百香が、申し訳なさそうに頰ほおを染める。

　どうやら、大きめのパンプスが脱げてしまったらしい。

「黒くろ媛ひめの足が大きいのか、百香ちゃんの足が小さいのか、どっちかな？」

　理刀は、体を曲げてパンプスを拾い上げた。自分のスニーカーと比べると、ずっとずっと小さい。

「どっちでしょう？」

　照れくさそうに笑う百香は、本当にきれいで可愛かわいらしい。そんな彼女が、まるでお忍びでアイスクリームを食べにきた某国のお姫様に見えたから……。

　椅い子すから腰を上げようとする百香を手で制し、理刀は素早く立ち上がった。そして彼女の前で恭うやうやしく膝ひざを折り、手にしたパンプスを差し出した。

「ささ、どうぞ姫様」

　どこか芝居がかった口く調ちようになるのが、自分でもおかしかった。

「うむ、くるしゅうないぞよ」

　嬉うれしそうに、百香も調子を合わせてくれる。

　理刀は彼女の足首を支え持ち、そのつま先へパンプスをあてがった。見た目だけでなく、触れるとその細さがよくわかる。

「……………」

　顔を上げると、弱いライトが影をつくっていたため、百もも香かの表情がよく見えなかった。

　驚いているのだろうか？　それとも、照れている？　もしかして、白けてる？　いつもの彼女なら、ここでなんらかの反応を示してくれるはずなんだけど……。

　そう思っていると、

「……本当に、シンデレラになったような……気分です」

　つぶやいたあと、ほぅ……、と百香が吐息をもらした。そんな吐息が、ドキッとするほど艶つやっぽい。

　内心のドキドキをごまかすため、理り刀とはとっさに百香のセリフを真ま似ねた。

「うむ、くるしゅうないぞよ」

「もう、春日かすがさんったら」

　甘えるような百香の声を聞きながら、理刀は立ち上がった。

　ライトの光に陰っていた百香の顔を見下ろすと、まさに大人おとなの色気と子供の純粋さを兼ね備えた、稀まれなる美び笑しようがあった。




　七時二五分ちょうどに、理刀と百香は駅に到着した。

　見ると、改札横にはもう黒くろ媛ひめの姿がある。

　遠目にも、亜あ威い黒媛という女の子は目立っていた。彼女の妹で、いま現在は大人になっている女性が自分の横を歩いていることに、理刀はいまさらながらに緊張した。

　あらためて、百香の美しさに驚かされる。

　黒媛との距離は、およそ二〇メートル。彼女は、まだこちらに気づいていない。

　あと二〇メートほど歩けば、きょうのデートは終了だ。それを思うと、ちょっとばかり名残惜しい気もするけど……。

　百香が、ぴたりと足をとめた。

「ん？」

　理刀も、あわせて立ちどまる。

「きょうは、ありがとうございました。すっっっごく楽しかったです！」

　なんの飾りも計算もなく、百香がニパッと笑顔を浮かべた。

　そんな顔をしてもらえると、理刀も嬉うれしい。

「オレも楽しかったよ。こちらこそ、ありがとう」

「それで、あのぅ」

　百香が、改札のほうへチラッと目をむけた。

　黒媛がなにか？　理刀がそう思った瞬間、百香がスッと一歩だけ近づいてきた。

　両手はなぜか、フレアスカートのベルトをギュッと握り締めている。

「？」

　理り刀との疑問などお構いなしに、百もも香かがさらに体を寄せてきた。彼女の紅潮した顔も近づいてくる。

「!?」

　身構える間もなく、ほとんど紅がはがれ落ちていた百香の唇が、理刀の左ひだり頰ほおにムチュッと接触してきた。

「！」

　顔を離した百香はもう、いつもの小学五年生になっていた。笑顔の純度はそのままに、目線の高さがストンと下に落ちている。

　通行人たちの視線がドッと押し寄せてくるが、そんなものは気にしない。

　紅あかい頰のままニパ～ッと笑う女の子が着ているシャツはだぶだぶで、はいているフレアスカートもぶかぶかで、パンプスだって大きすぎて……、こちらのほうが、周りの視線よりもずっと注意を払わなければならない事態になっている。

　百香が、スカートのベルトを締め直しながら言った。

「ずっと、魂を救ってもらったお礼がしたかったんです。お礼といっても、わたしなんかの、その、キ、キスでいいのかなって、気もするんですけど」

「百香ちゃん……」

　きれいなお姉さんにキスされたと思った直後、可愛かわいい小さなお嬢さんになってしまった百香に、理刀はどんな言葉を返せばいいのかわからない。

　ただただ、急激に高まった鼓動を抑えることで精いっぱいだ。

「総統Ｘさんに、もとへ戻るときは春日かすがさんにキスすればいいって、言われたのもあるんですけど……やっぱり、お礼の気持ちのほうが大きいです」

　百香が口にした「総統Ｘ」という謎なぞの人物も気になるが、いまは小学五年生が見せてくれた懸命な「お礼」をしっかりと受けとめなければならない。

　理刀は、どうにか年上の余裕を絞り出し、人差し指で百香のおでこをつんと突いた。

「本気のキスは、将来好きになった相手のためにとっておきなよ？」

「はい！　でも、春日さんが記念すべき異性第一号です！」

　異性第一号って……、ちょっと嬉うれしいかも。

　百香が、ピカピカの頰をゆるめた。

「黒くろ姉ねえ様さまにはナイショですよ？」

　やっぱり姉妹。

　美しさも、可愛さも、清すが々すがしさも、本当にそっくりだ。





三章　夢宴ウェンズデー







　水曜日は、朝から曇り空だった。

　ニュースでも、午後から雨という予報が出ている。

　きょうは、スイートとのデート日だけど……。

　放課後、予報は見事に的中した。

　理り刀とは、レゾン学院一階ホールの窓を打つ雨を見ながら、軽く息をついた。

　すでに集まっているキュートや黒くろ媛ひめや巴ともえが、微妙に百もも香かをマークするような雰ふん囲い気きをつくり出している、ような気がする。

　火曜日きのう、姉の黒媛を凌しのぐナイスバディを披露した亜あ威い百香という脅威の伏兵に対し、微熱のような警戒心をもってしまった、と言い換えてもいいかもしれない。

　小学五年生に戻った百香は、お姉さんたちがつくり出した少しばかりチクチクする空気に気づくこともなく、ついでに雨天のジメジメ感にも負けずニコニコだ。

　それはいいとして……、スイートの姿がいまだ見えないことが、理刀は気になった。

「スイートって、昔からくじ運が悪いのよね」

　いつの間にか理刀と百香の間に立っていたキュートが、軽く肩をすくめた。

　黒媛が、ちょん、と眉まゆを上げる。

「雨とは、ついてないな」

「週間予報じゃ、今週はずっと晴れだったんですけど……」

　百香が、ぷくっと頰ほおをふくらませた。

「天気は、人間じゃどうにもできないから」

　巴が、地下生徒専用のエレベーターホールへ目をむけた。

　スイートは、いまだ姿を現さない。

　キュートも、ホールへ顔をむけている。

「うちのふた桁けた台のお姉様たちなら、天気を操ったりもできるけど、スイートには無理ね。って、遅いわねスイート」

「キュートのお姉さんたちは、雨や雪を降らせることもできるのか？」

　黒媛が、目を大きくした。百香や巴も、驚いた表情をしている。

「天気や天候の操作っていっても、局地的なものよ。ひと桁台のお姉様たちなら、もっと広範囲に魔力を及ぼせると思うけど、どこまでできるのか、見せてもらったことはないの。って、スイートったら、いつまで理刀を待たせるつもりかしら」

　さらっと言ってのけるキュートに、黒媛たちが呆ほうけたような顔をしている。

　人間と魔族の間にある、決して埋めることのできない圧倒的な魔力差を前に、呆ける以外にできることなどないのだろう。

　それにしても……、と理り刀ともエレベーターホールへ目をむけた。

　待ち合わせ時間を過ぎているのに、スイートはいまだ姿を現さない。

　昼休み、みんな集まって地下の特別クラスで弁当を食べていたとき、「放課後をお楽しみに」なんて言っていた彼女の自信ありげな顔を思い出す。

「時間に遅れるなんて、スイートは失格ね」

　キュートが、ピシッとエレベーターホールを指さした。

「失礼します」

　不意に聞こえてきた背後からの声に、理刀は振りむいた。

　入口のそばに立っていたのは、黒いスーツをピシリと着こなした毒どく舌ぜつ丸まるだった。

「毒舌丸、どうしたの？」

　キュートの問いに、彼女がわずかに頭を下げる。

「スイートお嬢様からのご伝言を託ことづかってきました」

「スイートから？」

　キュートが、わずかに眉まゆ根ねを寄せる。

　毒舌丸が、中指でメガネのブリッジをクイッと押し上げたあと、鋭い眼光を微み塵じんもゆるめずに話し始めた。

「スイートお嬢様は、現在お部屋でお休みになっていらっしゃいます」

「「「「「え？」」」」」

　みんなの驚きを静かに受けとめながら、毒舌丸が言葉を続ける。

「午後の授業に入られてから間もなく、急な熱を出されて早退なさいました。春日かすが理刀さんにはくれぐれも『申し訳ありません』とお伝えするように、と」

　毒舌丸の冷たくも鋭い目を前に、理刀は一瞬躊躇ためらったあと、すぐに口を開いた。

「お見舞いには、いっても大丈夫ですか？」

　迷惑かな？　と思いはしたが、せめてスイートの顔を見て声をかけたいという気持ちがあった。

　毒舌丸のメガネレンズが、キラッと冷たい光を弾はじく。

「問題はないと思います」

「だったら、理刀ひとりで見舞ってきてくれ。大勢で押しかけるのは失礼になるからな」

　すぐに黒くろ媛ひめが、みんなを見渡した。

「り、理刀ひとりだけって……」

「きょうはスイートのデート日だぞ？」

　不満げなキュートの肩を、黒媛がポンと軽く叩たたく。

「むぅ～」

　不満顔そのままに、キュートが唇を引き結ぶ。とりあえず、文句を吞のみ込むことにしたようだ。




　マンションに戻ったあと、理り刀とはひとりスイートの部屋へむかった。

　キュートの不満顔が、エレベーターの扉が閉まるその瞬間まで崩れなかったことが気になったが、いまはスイートのお見舞いを優先させなければならない。

　二○一号室の前で足をとめ、呼び鈴を鳴らす。

　ピンポ～ン。

「……………」

　しばらく待っても、反応がない。

　ドアノブを回してみると、カチャリとドアが開く。

　そっと開け、理刀は顔だけをドアのむこう側へ入れてみた。

　玄関も、その先の狭い廊下も、ロビーへと続くドアも、当然自分の家と同じつくりである。玄関には、学院指定の革靴がひと組、ちょこんとならべられている。

「スイート？」

　寝ていたら悪いから、と小声で呼びかけてみる。

　よくよく考えると、熱を出して早退したのなら、放課後のこの時間はベッドですやすやと夢を見ているはずだ。

　やっぱり、お見舞いは迷惑だったのかも。夜にまた出直そうかな……、とそう考えたそのとき、奥から物音が聞こえてきた。パタン、パタン、とスリッパの足音も。

　続いて、ロビーに続くドアが、キィッとすすり泣くような音をたてる。

　そこから、ぼさぼさ髪のスイートがひょこっと顔を出した。

「どなた？」

　ポヤッとした目をしている。

　やはり寝ていたらしい。敏感な彼女のことだから、ドアベルの音や理刀の声で目を覚ましたのだろう。

　悪いことをしたな……、と思いながらも、理刀は軽く片手をあげた。

「スイートが熱を出したって聞いたから、お見舞いに……」

「……理刀？　まぁ、わざわざ足を運んで下さったのですか？」

　瞬く間に表情を明るくしたスイートが、ドアからパタパタと駆け出してきた。

　薄紫の髪はボサボサで、クマ耳もどこか萎しおれているように見える。いつもの三つ編みは解かれており、きついウェーブヘアが背や肩に流れている。笑みにも力がない。パジャマにプリントされたクマのペーさんだけが、のんきに笑っているだけだ。

　どこか力のない微笑ほほえみを浮かべ、スイートが理刀の前で足をとめた。と、そこで思い出したように胸の前で腕を交差させる。

「あ、あの、このようなだらしない格好で、申し訳ありません。恥ずかしいですわ……」

　パジャマを着ているのに、まるで裸の胸を隠すような仕草に、理り刀とは思わずドキリとしてしまう。

　慌あわてて手を振りながら、話題を変えることにした。

「格好なんて気にしなくていいから、それよりも、具合はどう？」

「理刀がきて下さったから、もう治りましたわ。わたくし、これでも獣人のクオーターですのよ？」

「でも、念のためだから寝てたほうがいいよ。ごめん、オレが起こしたんだろ？」

「理刀とお話ししていたほうが、気分がよくなりますわ。どうぞお上がりになって」

「いや、オレはいいから……」

「いますぐ理刀がお上がりになってくれないと、わたくし……失意のあまり倒れてしまうかもしれませんわ」

　スイートが、わざとらしく足もとをふらつかせ、片手を壁についた。

「……それじゃ、スイートが寝るまでそばにいるから」

　理刀の言葉で、空色の瞳ひとみが輝いた。

「それでは、お飲み物をご用意しますわ」

「いや、それはいいから」

「ご遠慮なさらずに」

　きびすを返したスイートが、スリッパをパタパタ鳴らしながら、ロビーへ戻っていく。彼女の動きには、ハッキリと危あやうさが滲にじんでいる。つまり、見た目にもわかるほどふらついているのだ。

　病人に飲み物を用意させるわけにはいかないから、理刀は急いで靴を脱いで彼女の背を追った。

　と……、いきなりバランスを崩したスイートが、ゴンッと壁に頭突きを入れた。

「!?」

「まあまあまあ、こ、この壁は礼儀がなっていませんわね。主あるじに危害を加えるなんて。でもいまは、お説教をしている暇がありませんの。あ、あなた、運がよろしいわね」

　ぶつけた側頭部をさすりながら、スイートが壁にむかって文句を口にしている。

「ちょ、ちょっとスイート」

　理刀は、慌てて彼女に駆け寄った。

「理刀、も、もう少しお待ちになって下さい。すぐに冷たいものをご用意して……」

「寝てたほうが……」

「ご心配には及びませんわ。わたくし、フォンターナ家で生まれ育っておりますから、こ、この程度の熱に負けるほどひ弱じゃありませんの」

　スイートは、理り刀との言葉に耳を貸そうとせず、どこかあたふたとした様子でロビーを通過し、台所へ入っていく。

　理刀はため息をつきながらも、彼女についていく。

　スイートがテキパキと、しかしどこかギクシャクとした動きで戸棚からグラスを取り出し、続けて冷凍庫を開けて中を覗のぞき込んだ。

「まあ、いやですわ、わたくしとしたことが、氷をつくっていませんでした」

　口に手を当てて眉まゆ根ねを寄せたのも一瞬、

「しかたありませんわね」

　グラスに手を伸ばした彼女の瞳ひとみが、碧あおに変色した。

　グラスを氷のように冷やすのか？　という理刀の予想は、見事に裏切られた。

　グラスをもったスイートの手が、ボゥッ！　と強い炎に包まれたからだ。

「ちょ、スイート！」

「きょ、きょうの氷結術式は、す、少しばかりご機嫌ななめのようですわね」

　ピシピシピシッと細かなヒビが入ったかと思いきや、ぱりんと空むなしい音とともにグラスが割れてしまった。同時に、炎も消える。

　スイートは、理刀の予想通りグラスを冷やそうと考えていたらしい。が、無意識のうちに炎系の術式を組み上げてしまったようだ。

　熱のお陰で、彼女の中のなにかが決定的にズレてしまっている。

　スイートが、足もとに散ったグラスの破片を悲しそうに見下ろしながら、ぽそりとつぶやいた。

「せっかく、理刀がきて下さったのに……粗そ相そうばかりで……」

　すぐに膝ひざを折り、破片を拾い始める。

「オレがやるから、スイートは休んでなよ」

　理刀も、床に落ちた破片を拾おうと手を伸ばした。

「あ、そんな、そんな、い、いけませんわ。わたくしの不始末ですから、理刀にご迷惑をおかけするわけには……痛つっ」

　スイートが、顔をしかめた。

　理刀が手にした破片を取ろうとして、右手の人差し指を切ってしまったのだ。

　白く繊ほそい指に入ったひと筋の赤い線から、ぷつぷつと赤い玉が浮かび上がってきたかと思いきや、それぞれの玉が結びつき、赤い流れとなって噴き出してきた。

　深く切れたようだ。

　細い眉まゆを弱々しく寄せ、スイートが空色の瞳を潤うるませる。

「重ね重ね……まるでキュートのような不器用ぶりに、我ながら情けなくなりますわ」

　不器用者の代表格のようにキュートの名をあげられても、「うん、そうだね」とは同意しづらい理り刀とである。

　指をくわえたスイートの顔を覗のぞき込むようにして、理刀は言葉に力を込めた。

「もう、休まなきゃ」

「いえ、理刀に飲み物くらいお出ししないと……わざわざきて下さったのに……」

「寝・な・さ・い！」

　言っても聞かないとなれば、あとは実力行使あるのみ。理刀は、スイートの細い腕をつかんだ。

　彼女に触れてようやく、クマのペーさん柄のパジャマが熱を帯びていることに気づいた。かなり湿っている。ずいぶんと汗をかいているようだ。

　大至急、体をふき、着替えさせ、速すみやかに休ませなければならないだろう。

　スイートが涙を浮かべていようと、いやいやをしていようと、ここは無理やり……。




　理刀は、手際よくスイートの右手人差し指に絆ばん創そう膏こうを貼はり、割れたグラスを片づけたあと、彼女を脱衣所まで連れていった。

　バスタオル準備ＯＫ。着替えのムッキーマウス柄パジャマも用意した。

「ほら、パジャマ脱いで。汗ふかなきゃ」

　手のかかる妹の世話をしている気分だ。

「あ、はい……」

　スイートにはまるで似合わない弱々しさで、ノロノロとパジャマのボタンを外していく。鎖骨が顔を出し、谷間をつくるのが難しそうなふたつのふくらみがちらりと覗き見え、続いて小さなヘソが……。

　そこでようやく気づいた。

　自分は、なにをやってるんだ？　女の子を狭い場所に無理やり連れ込み、パジャマを脱がせて、汗をふく？　ふたりきりで？

　汗をふいてあげなきゃ、寝かせなきゃ、熱を出した子にはやさしくしなきゃ、なんて思いが先行しすぎたようだ。

　スイートの顔が真っ赤なのは、熱のせいなのか、それとも恥じらっているからなのか。

　信じる神の前に裸体をさらす巫み女このように、彼女がゆっくりと上着を脱ぎ捨てた。

　理刀は反射的に、スイートへ背をむけた。

「理刀……」

　背に、スイートが寄り添ってくる。

「ス、スイート、汗ふかなきゃ」

「ふいて下さるのでしょ？」

「じ、自分で……」

　理り刀とは後ろ手に、バスタオルを差し出した。

「わたくし、手が震えてバスタオルをもてませんの。申し訳ありませんが、理刀がふいて下さいますか？　このままだと、熱が出すぎて倒れてしまいそうですわ」

「………」

　どうする？　どうする？　どうする!?

　スイートのことだからきっと、理刀がふいてやるまで動かないだろう。このままだと、どんどん熱が出てくるに違いない。

　理刀は意を決し、体のむきをかえた。男として、目はしっかりと閉じている。

　ひろげたバスタオルで、スイートの細く小さな上半身を包み込む。

　そのまま、ゴシゴシと彼女の背と腕をふいてあげた。胸や腹は、やはり触れない。

　スイートは理刀に体をゆだねたまま、おとなしく立っている。

　たった一枚のバスタオル越しに、少女のやわらかさが伝わってくる。弱々しさも、小ささも、愛いとおしさも、あますところなく。目を閉じているから、余計に指先の感覚が鋭くなっているようだ。

　脱衣所で、上半身裸の女の子とふたりきり。しかも抱き合うような格好で。

　自分のほうが、熱を出しそう。












　理り刀とはどうにかこうにか、スイートにムッキーマウス柄のパジャマを着せ、噓うそか誠か「指が動きませんの」という彼女の代わりにボタンを留めてやったあと、手を引いて寝室へ連れていった。

　初めて入るそこは、女の子の部屋とは思えないほど簡素だった。

　勉強机がひとつ。ベッドがひとつ。その脇わきに大きな本棚がひとつ。家具はこれだけ。雨に打たれ続けている窓には、グリーンの遮光カーテンが下がっている。

　ポスターも、ぬいぐるみも、小物も、鏡台もない。それどころか、テレビもパソコンもラジオもない。

　理刀の部屋と同じ六畳間なのに、ずっとひろく感じる。

　理刀は、本棚にならんでいる分厚い本の背表紙に、ざっと目を走らせた。

　魔界の文字なのだろう、理解できるものはひとつもなかった。マンガも雑誌もない。

　理刀はスイートの体を支えながら、彼女がベッドに入るのを手伝った。

　スイートの体に布団をかけたあと、その枕まくらもとに腰を下ろす。

「本当に、申し訳ありません。せっかくのデートでしたのに……」

　スイートはずっと、瞳ひとみに薄く涙を浮かべたままだ。

「体を治すことを第一に考えないと、もっとひどくなるよ？」

「毒どく舌ぜつ丸まるにもらったお薬を飲みましたから、大丈夫ですわ。いまはもう、そんなに苦しくありませんもの」

「毒舌丸さんに〝ちゃんと休んで下さい〟って、言われなかった？」

「………理刀と、お話しするくらいなら……」

「言われただろ？」

「……似たようなことは、言われましたわ。でも……」

「寝てなさい」

「は、い」

　スイートの瞳が、熱っぽく揺れ動く。

　かけ布団を目もとまで引き上げた彼女が、そんな瞳で自分を見上げてくるから、理刀もなんだか罪悪感を覚えてしまう。

　それでも、現状での優先順位は「お話タイム」より「休息」のほうがずっと上なのだ。

　ベッドに入って布団にくるまれば、あとは寝るだけ。女の子の寝室に、男が無意味に居座るのはなんだか変だ。汗をふいてあげたときの感触もまだてのひらに残ってるから、早早に帰ったほうがいいに決まってる。そうしないと……、それから先は考えないでおく。

　そこでふと、理刀はベッド脇の机に置いてあった一枚の紙に目を留めた。

　Ａ４の紙面が、少々不器用ながらも丸みを帯びた手書き文字で、びっっっしりと埋めつくされている。

　なんの気なしに覗のぞき込むと、それはスケジュール表だった。

『デート計画』というド直球のタイトルがつけられた下に、事細かなスケジュールが書き込まれている。

　四時・レストラン到着（予約ＯＫ）。

　およそ一時間半、理り刀とと食事をしながら歓談。注意点・ちゃんと彼の言葉に耳を傾け、しゃべるときは相手の目を見て話すこと。スキンシップも忘れずに。『恋愛の品格』六二ページ参照。

　五時四〇分……。

「あ、あの、も、もも、もしかして、スケジュール表が、出しっぱなしでしたか？　あ、み、見ないで下さい」

　理刀の視線に気づいたスイートが、慌あわててベッドから起き上がろうとした。

　だから理刀は、彼女の肩をそっと押さえ、

「起きなくていいから。ほら、ひっくり返したよ」

　手を伸ばし、スケジュール表を裏返した。

「理刀の目に触れるなんて……」

　スイートが、心底恥ずかしそうに毛布を引き、その下に顔を隠した。

　細かなスケジュール表には驚かされたが、スイートらしいといえばスイートらしい。それでも、恥ずかしがっているようだから、ここはそっとしておいたほうがいいだろう。

「それじゃ、オレは……」

　立ち上がろうとした理刀だったが、手をつかまれたため、それができなかった。

　スイートの右手が、しっかりと理刀の右手をつかんで離さない。

「あの、も、もう少しそばにいて下さい。ひとりは、心細いですから」

　彼女の右手人差し指に巻いた絆ばん創そう膏こうが、理刀の手にピッタリとくっついているような気がした。

　理刀はスイートの枕まくらもとに座り直し、彼女の手を両手で包み込むように握った。少々高めの体温が、じんわりとてのひらに伝わってくる。

「スイートが寝つくまで、ここにいるから」

「ありがとうございます」

　表情が香りを生むのか、香りが微笑ほほえみのやわらかさを生むのか、どちらにせよ、スイートの瞳ひとみが透明感を増した。まるで、母親の愛に包まれ、心安らかに笑う赤子のように。

　スイートが嬉うれしそうに目を細め、理刀の手を揉もむように何度も何度もにぎにぎする様子も、赤子のようだ。

　理刀は、そんな彼女と手をつないだまま、そっと息をついた。

　静かな部屋の空気に、雨音だけが染み入っていく。

　水がつくり出すゆっくりとした音は、人の心を落ち着かせる。と、どこかで聞いたことがある。

　母の胎内にいた頃ころを思い出すから。

　羊水の中をたゆたい、あたたかな母性に抱かれ、誕生の瞬間を待ち望んでいた頃の記憶に、水音がそっと触れるから。

　いま、この部屋にいるのは理り刀ととスイートのふたりだけ。

　ふたりを包んでいるのは、静かな雨音。

　そんな中、スイートが水気のない唇を開いた。

「わたくしはいつも、ここぞというときに張り切りすぎて熱を出してしまいますの。

　運も、どういうわけか悪くて……。

　運というものは自分で引き寄せるものだ、と常々自らに言い聞かせてはいるのですが、昔から、それだけではないような気もして……。

　きょうだって、わたくしが満を持して理刀とデートができるという日なのに、雨が降りましたわ。

　これはもう、運が悪いとしかいいようがありません。

　幼い頃だって……」

　言葉を切ったスイートが、チラッと理刀へ微熱を含んだ視線を投げてきた。

　甘えるような、すがるような、どこか幼い子供が親にむけるような目に、理刀は微笑ほほえみだけを返す。

　握った手だけは決して離さず、スイートが再び話し始める。

「わたくし、子供の頃は、きょうのように熱を出して、よく寝込んでいましたの。

　獣人の血を、うまく抑えることができないせいだと、お母様に言われていましたわ。

　でも、そんなに嫌ではありませんでした。

　熱が出れば苦しいし、体も痛くなりましたけど、そばにはずっとお母様がいて下さいましたから。

　躾しつけには厳しい方ですが、わたくしが熱を出したときは、とてもやさしくて……。

　ふふ、｛紫の牙きば｝とまで称されていた闘技場の女王が、まるで別人ですのよ？

　わたくしは、それが、いつも嬉うれしくて……。

　ずっと、熱を、出していたいと、思っていたのを、いまでも、よく、覚え、て……」

　ゆるゆると下がっていたスイートのまぶたが、ふんわりと閉じてしまった。

　理刀は、一〇数秒の間、スイートの顔を見下ろしていた。

　ス～、ス～、と規則的な寝息が聞こえてくる。どうやら、眠りに落ちたようだ。

　窓を叩たたく雨音が強くなってきた。

　このままそっと部屋を出たいけど……。

　理り刀とは、静かに目を閉じた。

　熱を帯びた彼女の手が、自分の手をしっかりと握って離さない。

　スイートの熱が、雨音が、理刀の中へ浸透してくる。

　もう少しこうしていよう。目を閉じたまま……、こうしていよう。


　　　☆☆☆



　スイート・フォンターナは、夢を視みた。

　幼い頃ころの夢。

　獣人のクオーターであることの自覚も、引け目も、誇りも、なにもまだもっていなかった時こ期ろの夢。




　スイートは、熱を出して寝込んでいた。

　枕まくらもベッドもふわふわだし、かけ布団は軽いし匂においもいいから、文句なんてない。

　それでも、頭が痛いのが嫌だった。ズキズキするから、嫌だった。

　体もだるいし、歩くと肩や膝ひざが痛くなるし、お外で遊べないから、嫌だった。

　でも、そばに母親である刃は哭ながいてくれるから我慢できる。

　ベッドの横に座った刃哭が、スイートの背に腕を回し、体を起こすのを助けてくれた。

　見ると、小さく折りたたんだ紙が、彼女の手にのっている。

　折りたたんだ紙の中に入っているのが苦い薬だということを、スイートは知っていた。もう何回も吞のまされているから。

　だから、首を振った。

　自分の考えは、明確に相手へ伝わるよう努めなければならない。と常つね日ひ頃ごろから刃哭に教わっているから。

「いやでちゅわ、わたくち、ニガいのきらいでちゅの」

　スイートの背を、刃哭がやさしくなでてくれた。

「これしきの苦さに負けていては、強い体になれませんよ？　それに、スイートがいつまでも伏せっていては、母様も寂さびしいのです」

「………わたくち、のみまちゅわ」

　スイートはすぐに上をむき、あんと口を開けた。大きく口を開けるとアゴの関節が痛いけど、それでも薬を入れやすいように、と懸命にあんをする。

「うふふ、偉いですよ」

　刃哭が、切れ長の目を嬉うれしそうにゆるめながら、スイートの口にサラサラと薬を落としてくれた。

　褒ほめられた誇らしさの勢いを借り、舌にまとわりついてくる薬を吞み込んだ。

　苦いけど、刃は哭なが見ている。ペッペッと吐き出すわけにはいかない。

「お水で流し込めば、そんなに苦くはないでしょう？」

　刃哭が、コップの縁ふちを下唇に当ててくれた。

　口に流れ込んでくるぬるい水を、スイートは薬といっしょにノドの奥へ流し込んだ。

「ほら吞のめた。がんばりましたね」

　刃哭が、布で口をふいてくれたあと、スイートの火ほ照てったおでこにキスをしてくれた。

　よくわからないけど、自分は｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝だから、こちらからキスをしてはいけないらしい。でも、刃哭がたくさんキスしてくれるから、そんなことは気にならない。

　もっとキスをしてほしかったから、スイートは大好きな母を見上げて言った。

「もっとのめまちゅわ」

「なにごとにも、適量というものがあるのですよ？」

「……はい、わたくち、てきりょうでがんばりまちゅわ」

「愛していますよ、スイート」

　刃哭が、スイートの頭をふんわりと抱きしめてくれた。

　スイートは嬉うれしくて嬉しくて嬉しくて、ただただ刃哭の胸に頰ほおを押しつけた。

　と、視界の隅に動く影を見つけ、スイートは顔をむけた。

　刃哭はすでに、気配を感じ取っていたようだ。スイートから体を離し、近づいてくる影に落ち着いた目を投げる。

　ベッドに歩み寄ってきたのは、キュートだった。白い花弁の花を一輪もっている。

「スイート、これもってきたよ」

「まあキュート、相思おもい花ばなを摘つんできてくれたのですか？」

「ハナちゃま、おもいばなって、なぁに？」

　キュートが、刃哭にそうたずねた。なにも知らずにもってきたらしい。

「想おもい人へ手渡すことで、永久不変の愛を手に入れることができる、と言い伝えられているお花です」

「えーきゅーふゅへんって、なぁに？」

　キュートが、目をキラキラさせたまま刃哭を見上げている。

「永久不変とは、ずっとずっと、末永くいつまでも変わらない、という意味です」

　大好きな母の声を耳に、スイートは思った。

　ずっとずっと、ずぅっと変わらない。

　お母様と、キュートと、ずぅ～っとこのままいっしょ。それは、とてもいいことだ。

　ニコッと笑みを崩そうとしないキュートが、ベッドによじ登るようにしてスイートに顔を近づけてきた。同時に、相思花をもった手を伸ばしてくる。

　そして、花を髪に挿してくれた。

「まあ、とても似合っていますよ」

　刃は哭なが、心底嬉うれしそうに目を細めた。

　キュートは、ニコッと笑ったまま。

　頭上から降り注いでくる花の香りに、スイートは楽しくなった。

　キュートが、刃哭を見上げた。

「スイートは、おちょとであそべゆ？」

「お外で遊べるようになるには、もう少しかかりそうですね」

「まほうでパッてなおちぇばいいのに」

「あなた方のように、まだ体ができていないうちから魔法に頼ってはいけません。いまのうちに自然治癒力を身につけなければね」

　刃哭の言葉がわかったのかどうか、どこかぽやぽや～っとした表情のキュートが、今度はスイートへ顔をむけてきた。

「スイート、あんた、なにたべたい？」

「なにもたべたくありまちぇんわ」

　笑みを絶やさないキュートが、だぶっとした上着のポケットからなにかを取り出した。

「これ、あげゆ」

　泥団子だった。

「いりまちぇんわ、そんなもの」

　スイートは、ぷいっと横をむくことでピシッと意思表示をしてやった。

　刃哭は微笑ほほえんでいるだけで、とめようとしてくれない。

「たべたくなったとき、たべなちゃいね」

　白いシーツが汚れることなど気にする様子もなく、キュートが枕まくらもとに泥団子を置いた。

　キュートはときどき、わけのわからない行動を取るから、ちょっと困る。

　相思おもい花ばなを見つめながら、刃哭が慈愛を声にのせた。

「スイートもいつか、心を捧ささげるに値する殿方と、出で逢あうことができるのかしら？」

　言葉の意味がよくわからないけど、スイートはとにかく母に抱きついた。

　刃哭の声こわ音ねが、体温が、芳香が、身震いするほど心地ここちいいから。

　そんな夢心地の中、刃哭の言葉がスイートの耳に、体の奥に、細胞の中に、ゆっくりと染み込んでくる。

「心に決めた殿方を見つけたときは、あなたのすべてを愚直なまでにぶつけなさい」


　　　☆☆☆



　雨音が聞こえる。

　理り刀とは、うっすらと目を開けた。

　自分は、いま、なにをしているのだろう？

　スイートの部屋で……、彼女の手を握ってて……、寝顔を……、そのまま……。

　ハッと顔を上げた。

　どうやら、自分も寝てしまったようだ。

　うつ伏せでベッドに倒れ込んでいた理り刀とは、慌あわてて上体を起こした。

　部屋の中は、すでに薄暗くなっている。

　ふと見ると、部屋の壁際にスイートが立っていた。胸に抱いているのは、魔導書？

「スイート？」

　理刀の呼びかけに、スイートが目だけを動かした。同時に、口もとをゆるめる。

「お目覚めになりましたか？」

「寝てなきゃダメだろ？」

「理刀のお陰で、少し楽になりましたわ」

　言いながら、スイートは胸に抱いていた魔導書を開いた。

「？」

「デートは計画通りにいきませんでしたが、なにごとにもアクシデントはつきものです。だから、せめて終わりだけでも」

「なにを……？」

　理刀は、ベッドから腰を上げようと、体を動かした。

　同時に、スイートが耳慣れない言葉を唱え始めた。視線を魔導書のページに落とし、ゆっくりと動かしている。

　魔界の言語だろうか、彼女の口から紡ぎ出された音の羅列が、理刀にはまるで理解できない。

　部屋の静寂に溶け込むように、雨音と同化するように、理刀の耳朶みみたぶを愛あい撫ぶするように、スイートの朗読が続く。

　理刀には、スイートがなにを始めようとしているのかわからない。でも、彼女が寝ていなければならない状態であることは知っている。

「寝てたほうが……」

　いいよ、と言おうとしたそのとき、スイートが開いた魔導書のページから、光があふれ出してきた。

「？」

　光を放はなつ煙のようなそれが、徐々に光を帯びた噴水へと変わってゆき、勢いよく部屋の中へひろがっていく。

　まるで蛍火のように。色とりどりに。華やかに。自由に。自在に。

　回転したり、斜行したり、直角に移動したり、落下したり、上昇したり、壁にぶつかって跳ね返ったり、床に接触して溶け崩れたり、互いに衝突して弾はじけたり。

　まさに光群ひかりの狂喜乱舞である。

　あたたかな光たちが、無音で踊り続ける様に、理り刀とは言葉を失った。

　ただただ、ベッドに座ったまま光の群れを眺めていることしかできない。

「いかがですか？」

　光をまとったスイートが、理刀へむきなおった。空色の瞳ひとみは、光を吸い取ったかのように輝いている。パジャマに貼はりついたムッキーマウスも、これでもかと笑っている。

「………これって、なんていう魔法？」

　理刀は、ストレートに疑問を口にした。

　魔導書を開いたまま床に置いたスイートが、ベッドに歩み寄ってきた。そしてそのまま、理刀に寄り添うようにして腰を下ろす。

　いまだ光の粒子を噴出し続けている魔導書へ目をむけ、スイートが教えてくれた。

「ただの観賞用、ですわ。魔導書のタイトルは、『エターナル・サンシャイン』です。わたくしが書きましたのよ」

「スイートが？　さすが魔導書学科で勉強してるだけはあるね。すごいよ」

　魔導書の知識が皆無の理刀だから、本当のところスイートの力量がどれほどのレベルなのかわからない。たぶん、彼女のことだから平均以上であることは確実だろう。それどころか、一流に限りなく近い魔導書なのかもしれない。

　善し悪あしを見分ける目をもっているわけじゃないけど、これだけはハッキリといえた。

　あたたかい。

　いま、この瞬間、この部屋に満ちた光たちは、とてもあたたかい。

　光が、理刀とスイートに降り注いでくる。

　理刀に触れた光は、当然のことながら音もなく消滅し、スイートの肌の上では楽しそうに跳ね回っている。

　スイートが、理刀に腕をからめてきた。

「課題でしたので、以前から書き進めていたのですが……。きょうのために、二日間徹夜して書き上げましたの」

　腕の締めつけや、押しつけられたやわらかさにドキドキしながらも、理刀は思った。

　もしかして、スイートが熱を出したのは徹夜のせい？　がんばりすぎ？

　彼女らしいといえば、とても彼女らしい。

　スイートが、理刀に寄りかかってきた。そうしながら、絆ばん創そう膏こうを巻いた人差し指で魔導書を指さす。

「永久不変の輝きを、理刀に捧ささげますわ」

　横をむくと、スイートの顔があった。小さくて、紅あかくて、甘そうな唇も。

　スイートが目を閉じた。

　彼女の重みが、理り刀とにムギュッとのしかかってくる。

　軽いけど……、こんな場合、どうすれば……。

「り……と……」

　スイートのつぶやきはまるで、耳たぶを甘あま嚙がみされたようで……。

　理刀は、ぐびりとツバを吞のみ込んだ。

　永久不変の輝きを捧ささげられ、体を押しつけられ、唇を近づけられれば……、男がとるべき行動はひとつだけ。

　キ、キキ…………………………、ス？

　と、ス～、ス～、ス～、と品のいい寝息が聞こえてきた。

「……………」

　激しいドキドキだけが、取り残される。

　理刀は、スイートの安らかな寝顔を見つめながら、全身の力を抜いた。

　自分は、なにをひとりで勝手に興奮して……。

　気を取り直し、光舞う部屋へ目を移す。

　六六六番目のお嬢様が書き上げた新作魔導書は、気け高だかく、美しい光をいつまでも放出し続けている。

　永久不変を願うかのように。

　ずっとずっと、いつまでも。




　翌日の朝、カバンを手に理刀は玄関を出た。

「おはようございます！」

　まだ開ききらないドアの隙すき間まから、声が飛び込んできた。

　理刀もすかさず、「おはよう」と朝の挨あい拶さつを返す。

　廊下に立っていたのは、地下学院アンダーレゾンの制服に身を包んだスイートだった。

　彼女が、理刀との間合いを瞬時に埋めてくる。動きには、なんの躊躇ためらいもない。

「理刀のお陰で、快復しましたわ」

　朝から輝かんばかりの笑顔をむけられれば、やっぱり気分がいい。彼女の回復力に乾杯だ。

「昨日は大変失礼しました。この穴埋めは必ずいたしますわ」

「いいよ、きれいなモノ見せてもらったし」

「あの魔導書は、まだまだ稚ち拙せつさがぬぐいきれていませんの。いつかきっと、書の極きよく致ちにたどり着いてみせますわ」

「オレも、がんばらなきゃな」

「お互いに、ですわね」

「うん、お互いに」

　スイートが、子供のように目を細めて微笑ほほえんだ。無邪気さが、ふわっと薫かおってきそうな笑みである。

「わたくし、これからも愚直なまでに目標へ突き進むことを、フォンターナ家の紋章に誓いますわ」

　愚直なまでに、夢へむかって突き進む。

　もちろん、理り刀ともそうありたいと願っている。いつも、いつも、いつも願っている。

　カチャ、と隣家のドアが開いた。出てきたのは、銀のツインテールだ。

「きゅっ、あんた朝っぱらから五階まで上がってきてんじゃないわよ！」

　スイートの姿を認めるなり、キュートが眉まゆをつり上げた。それでも、瞳ひとみはどこか喜んでいるようにも見える。

「朝の清すが々すがしい空気を搔かき乱さないでいただけます？　騒そう々ぞうしく振る舞ってばかりだと、品格を疑われてしまいますわよ？」

「ふん、それだけ嫌味が言えるなら、熱は下がったみたいね」

「うふふ、理刀にやさしく下げていただきましたの。その方法は、秘密ですわ」

　スイートが、素早く理刀の腕にしがみついてきた。

「きゅっ！　あんた、ちょ、理刀から離れなさいよ！」

　キュートが、カバンを振り上げながら突進してくる。

「まあまあまあ、朝から騒ぐことしかできないなんて、嘆かわしいですわね」

　理刀からスッと体を離したスイートが、姿を消した。

　直後には、キュートの背後に現れている。

　唇を曲げた末っ娘この後ろで、スイートが絆ばん創そう膏こうを巻いた指をピシリと立て、それを理刀へむけた。

「わたくし、絶対にあきらめませんわ」

　絶対にあきらめないのは、自分の夢のことなのか、それとも別のなにかなのか……。

　とにかく、理刀には彼女の笑顔が光り輝いて見えて……。

　永遠不変の輝きエターナル・サンシヤイン、そのひと滴しずくに出会えた朝だった。





四章　湯煙サーズデー







　木曜日。

　美み々み津つ巴ともえは、朝から緊張していた。

　厳密には、三日前の昼休みからずっと緊張している。

　デートなんて……、生まれて初めてなのに……。

　それでも、やるからには悔いが残らないよう全力で挑まなければならない。

　だから、月曜日に日替わりデートの順番が決まってから、すぐに動いた。まずは、デートの舞台を準備しなければならないから……。

　そしてきょう。

　昼休みが始まってすぐ、巴は弁当を手に黒くろ媛ひめとキュートの背について教室を出た。理り刀とが待つ普通科の教室で昼食をとるためだ。

　いつもは、真まっ直すぐに普通科フロアへむかうのだが……、きょうは違う。

『デートの舞台』を、いまから受け取りにいかなければならない。

　教室を出ていくらも歩かないうちに、巴は足をとめた。

「ちょ、ちょっと用事があるから、先にいってて」

　振りむいた黒媛とキュートが、「？」といった目をむけてくる。

「待ってるから、すませてくればいい」

「用事って？」

　立ちどまったふたりの背を、巴は慌あわてて押した。

「あ、ちょっと時間がかかるかもしれないから、先に食べてて。すぐにいくから」

「そうか？」

「それじゃ、先にいってるわね」

　黒媛とキュートを見送ったあと、巴はしばらく窓の外を眺めた。時間にして三分ほど。

　それから再び、エレベーターホールにむかって歩き出す。

　黒媛とキュート、そして途中で合流したであろう百もも香かはいま頃ごろ、エレベーターで普通科フロアに着いているはずだ。

　自分がむかうのは……。




　巴は、地下学院アンダーレゾンの最上階でエレベーターを降りた。地上のレゾン学院から見ると、地下三階に位置している場所だ。

　すぐに、いくつかの視線が集まってきた。周囲にいるのはみんな、魔族生徒である。

　白い肌。色素の薄い瞳ひとみ。目鼻立ちの整った美形ばかり。

　巴ともえは、なるべく彼らと目を合わせないですむよう、顔を伏せて歩いた。目指すところへ、真まっ直すぐに、ただただ足を急がせる。

　ふと、廊下の先に立っている小柄な少女に気づいた。

　大きめの帽子。薄紫の髪。幾本もの三つ編み。

　スイートだと気づくなり、巴は慌あわてて壁際に身を寄せた。隠れる必要なんてないけれど、なぜかコソコソしてしまう。

　数秒後、スイートの姿が消えた。たぶん、理り刀との教室へ跳躍とんだのだろう。

　巴は軽く息をつき、壁から離れて再び歩き出す。

　そしてたどり着いた場所は、地下学院アンダーレゾンの職員室。

　ノックをしたあと、「失礼します」とドアを開けた。

　中を見回す。

　レゾン学院の職員室と、ひろさはほとんど変わらない。思っていたよりも普通だ。

　銀髪や赤毛や金髪のきれいな女性が、それぞれの席に腰を下ろしている。

　みんなキュートとスイートのお姉さん？

　様々な学科の講師なのだろうけど、紹介してもらったことがないから、ちょっと怖い。

　こちらへ目をむけようともしてくれないし、笑い合ってお喋しやべりもしていないから。

　そんな巴に、ひとりの女性が歩み寄ってきた。

「わざわざきてもろうて、悪かったね」

　封印庭アーク学科講師のネクロだ。

　金髪のぼさぼさ頭と飾り気のないメガネと汚れた白衣は相変わらずだが、それでもきれいな女性である。

「いえ、お願いしたのは、わたしのほうですから……」

　巴は、深々と頭を下げた。

「はい、注文の品」

　無駄話などなにもなく、ネクロが小さな箱を差し出してきた。

　一辺が一〇センチほどの正方形……、これがきょうの舞台だ。

　巴は、高鳴る鼓動をどうにか抑えながら、ネクロから箱を受け取った。

「ありがとうございました。申し訳ありません、本当に……」

「気にせんでよかって、こっちも楽しませてもらったけん」

「今度、必ずお礼を……」

「礼はいらんよ。うちは封印庭づくりが大好きやけんね。トモちゃんに頼まれんかったら、そんなヤツつくろうとか考えもせんかったやろ」

　いつの間にか「トモちゃん」なんて呼ばれていることに気恥ずかしさを感じながら、巴は箱を胸に抱いた。

　勇気を出してネクロに頼んでみたら、ふたつ返事で制作をＯＫしてくれたのだ。しかも無料で。

　こうして手につかんでいても、半信半疑だけど……、これさえあれば放課後のデートは大丈夫。

　ネクロが、箱を指さした。

「それ、総統Ｘの意向がちょっとばかり混ざっとるけど、あとは注文通りやけん。サービスでスルルシャもつけといたよ」

　総統Ｘって確か……、百もも香かに〝セイジンニナ～ル内服液〟を与えた謎なぞの人物では？　それに、スルルシャって？

「あのぅ、総統Ｘって方とお知り合いなんですか？」

　巴ともえの問いに、ネクロの表情がわずかに強こわ張ばった。

「え、あ、うぅ、総統Ｘは謎の人物やけん、うちもよう知らんのよ。ごめんね」

「あ、そうなんですか……それじゃ、スルルシャというのは……」

「スルルシャ？　ああ、ニッポン語にしたら〝ゆじゃ〟になるね」

「ゆじゃ、ですか？」

「そう、ゆじゃ。あはは、ゆじゃって、なんか面白かね。ゆじゃゆじゃ」

　ネクロが、ノドの奥でクックックッと笑い始めた。「ゆじゃ」が、笑いのツボに入ったらしい。

　総統Ｘもゆじゃも、巴にはよくわからない。

　よくわからないけど……、壁にかかった時計を見ると、ずいぶんと時間がすぎていることに気づいたから……、

「本当にありがとうございました。それじゃ、失礼します」

　慌あわててネクロに頭を下げ、地下の職員室をあとにした。


　　　☆☆☆



　放課後、レゾン学院の一階ホールで巴と待ち合わせた理り刀とは、彼女に促うながされてエレベーターにのり込んだ。

　どこか不機嫌そうなキュートや、きのうの体調不良を毛ほども感じさせないスイートや、「校舎内でデートするのか？」と心配そうな黒くろ媛ひめや、「図書館デートとか、食堂デートとか、能力値測定室デートとか、いろいろできるかも」とワクワク顔の百香が、エレベーターホールまで見送ってくれた。

　巴が押したボタンは、最上階である『二五』だった。

　とうとう、学院最高の能力値をもつ【死霊使いネクロマンサー】とのデートが始まった。

　といっても、理刀はそんなに緊張していない。巴とふたりきり、というシチュエーションは、以前にも経験したことがあるから。

　前回は、亜あ威い邸に解放された封印庭アークの中で、ベタベタくっついたり、ヌルヌル濡ぬれたり、ガンガン戦ったりしたけど……。

　あれと比べれば、きょうは「デート」と言っているだけで、実際のところ「放課後の数時間をいっしょに行動するだけ」である。

　身の危険はないし、必要以上にくっつくこともないだろう。がんばったところで、こうしてエレベーター内でふたりきりになったりとか、せいぜい手をつないで歩く程度でお終しまいのはずだ。

　そんなことを考えながら、理り刀とは隣に立つ巴ともえへ目をむけた。

　彼女はいま、唇を引き結んだままジッと階数表示盤を見上げている。

「きょうは、なにするの？」

　黙っているのも変だから、と理刀は気軽に声をかけてみた。

「あ、あの、か、春日かすがくんをびっくりさせようと思って、その……」

「ホントに？　なにか仕込んでるとか？」

「えっと、その、う、うん」

「楽しみだな」

「あ、き、気に入ってもらえたら、いいんだけど……」

　巴が、わずかに頰ほおを染めてうつむいた。

　彼女が下準備をしていたという事実を知っただけでも、ちょっとびっくりである。

　大人おとなしくて、自分の気持ちをあまり表面に出さない巴のことだから、喫茶店にでも入っておしゃべりするだけ、くらいにしか考えていなかったのに。

　チン、とエレベーターがとまった。

　最上階の廊下を初めて踏んだ理刀だったが、巴の目的地はまだまだ上だったらしい。

　エレベーターホール横にある非常ドアを押し開け、その先にある階段を上り始めたではないか。

　びっくりするようなモノとは？　理刀は期待感を胸に彼女の背を追った。

　そうしてたどり着いた場所は、学院ビルの屋上だった。

　夏の終わりを感じさせる心地ここちいい陽ひ射ざし。秋の訪れを予感させる少し冷たい風。

　理刀は、野球ができそうなほどひろい屋上に出て、空を見上げた。

　真っ青。

　視線を水平にもってくる。

　地上から見上げるのとは、ひと味もふた味も違うビル群。

　屋上には、理刀と巴のふたりだけ。

　独占。

　ここには、地上では感じることのできない独特の解放感があった。

「美み々み津つさん、よくこんな場所を……」

　ん？　いつの間にか、巴ともえは一〇メートルほど離れた場所に移動していた。

　足もとに小さな箱のようなものを置き、なにやらいじくっている。

　なんだろ？　と彼女にむき直ったそのとき、

「！」

　箱から白い光の津波があふれ出してきた。少なくとも、理り刀とにはそう見えた。

　白い津波が、理刀に襲いかかってくる。

　叫ぶこともできず、立ちすくむ。

　白光の津波が、周囲の景色を押し流していく。

　そして現れたのは……、

「な……」

　露ろ天てん風ぶ呂ろだった。

　ごつごつした岩に囲まれた、ひょうたんのかたちをした風ふ呂ろである。

　湯気が立ちのぼっている。

　硫黄の匂においが漂っている。

　白濁したお湯が満ちている。

　小型の滝が流れている。

　南国を思わせる木や花が生えている。

　脱衣所だろうか？　可愛かわいい丸太小屋が建っている。

　どうやら、巴は独自のルートを使って封印庭アークを入手していたようだ。

　それはいいけど、デートで露天風呂って……。

　滝の横で、巴が頰ほおを紅あかくして立っている。

　湯気の中では、巷ちまたの人気も高いレゾン学院の制服も、当然というか違和感があるから……、これも当然というか、露天風呂の中ではそれ相応の格好をしなければならないわけで……、ということはつまり……。

　脱ぐの？




「黒くろ媛ひめ、百もも香かちゃん、スイートって……きのうまで、その、あの、デ、デ、デート、三連続だったから……。

　きょうくらいは、春日かすがくんにゆっくりしてほしいと思って……。

　お、お風呂、入ったら疲れもとれると思ったから……。

　お風呂よりも、お、お、温泉のほうが、もっと疲れもとれるかも、とか思って……。

　ネクロさんに、お願いしたの」

　という巴の説明に、理刀はとにもかくにも「ありがとう」とお礼を言った。

　いきなりの露ろ天てん風ぶ呂ろには驚かされたが、それが巴ともえなりの気づかいだと聞かされれば、嫌な気はしない。

　でも、この場にいるのはふたりだけ。女の子の巴と、男の自分。

　性別の違うふたりだから、一糸まとわぬ姿で温泉へＧＯ！　というわけにもいかないだろう。

　さて、どうする？

　そんな理り刀との迷いをよそに、巴が丸太小屋の軒先へ歩み寄っていく。

「道具は、ここに用意してもらってるから……」

　そこに置かれた大きめのバッグを手に取り、そのチャックを開けた。そして、中から小さなビニール袋と白いバスタオルを取り出し、理刀に押しつけてくる。

「こ、これ、春日かすがくん使って」

「え、あ、ありがと」

　これは、なに？

　理刀は、ビニール袋の口を開いて中を覗のぞき込んだ。黒い……、布？

　手に取って初めてわかった。水泳パンツだ。しかも競泳用。ぴちぴち。

　これで温泉に入れ、ということらしい。

「じゃ、じゃあ、温泉で、ゆっくり……」

　なにかを決意したように、巴が唇を引き締めた。

「！」

　理刀は、空気の固まりをごきゅっと吞のみ込んだ。

　巴が、いきなりスカートのホックに指をかけ、そのままスト──────────ンとそれを足もとに落としてしまったから。

「え、あ、あの……」

　理刀の驚きと狼ろう狽ばいと硬直などおかまいなしに、巴は続けざまにシャツのボタンをプチ、プチ、プチ、と上から順番に外し始めた。

　白すぎる生足は丸見えになっているものの、肝心の三角地帯トライアングルは、シャツの裾すそにかろうじて隠れている。

　だが、このままだと……。

　顔を真っ赤にした巴が、どこか必死な様子で、不必要なほどの力りきみを見せながらも、シャツのボタンをひとつずつ、丁寧に、確実に、しっかりと外していく。

　シャツの下から、透明な首筋や、そこから肩へと続くなだらかな線や、薄紅色のキャミソールが見えてくる。

「み、美み々み津つさん？　こ、ここで服を、そのぅ……脱ぐの？」

　理刀はやっとのことで、声を絞り出した。

　巴ともえが、ビクッと身を縮め、目を潤うるませた。

「あ、その、か、かか、春日かすがくんと、いっしょに、お、温泉、入りたくて……あの、これは……」

　慌あわてた様子で、中途半端に開いたシャツの胸もとを引き合わせる彼女を前に、理り刀とはハハハ、ハァ……、と力のない笑みを浮かべることしかできない。

　どうやら巴は、いっぱいいっぱいのようだ。

　懸命に温泉という舞台を整え、演出にも気をつかい、自分もいい役者であろうとしているに違いない。そんなところが、なんだかとても彼女らしい。

　スト─────ンと落ちたスカートには、さすがにビックリしたけど……。

「オレ、こっちで着替えるから、美み々み津つさんは、その、小屋の中で着替えてよ」

「あ、い、いいの、わたし、む、むこうで着替えるから、春日くんが、小屋、使って……」

「いや、美々津さんが……」

「あ、う、うん、そ、それじゃあ……」

　顔を赤すぎるほど赤に染めまくった巴が、足もとのスカートを拾い上げ、バッグを手に小屋へ歩み寄り、どこかおたおたした様子でドアを開けた。

　次の瞬間、彼女の表情が凍りついた。両足も、凍りついたように動かない。視線は、小屋の中へ注がれている。見開かれた目から窺うかがえる感情は、驚き？　怯おびえ？　それとも……。

　理刀の立ち位置からは、開いたドアが邪魔になり、小屋の中がまったく見えない。

「美々津さん？」

　声に「ひゃ」と体を縮めた巴が、素早くドアを閉めた。

「こ、こ、ここ、物置、だったみたい。も、もも、物置だから、わ、わたし、むこうで着替えてくるね。物置は、ダメだから、か、春日くんは、あ、あっちで」

　巴の声は、極寒に身を置いているかのように震えている。普通、人は物置を見て狼狽うろたえたりはしないから……。

「その中って……」

「か、春日くん、あっちで着替えて。お、お願い。わたしは、むこうで……」

　言うなり、巴はパタパタと小屋の裏手へ走っていってしまった。

　小屋の中には、いったいなにが？

　好奇心がむくむくと頭をもたげてくるけど、巴が「見ないで」といった空気を強く出していたから……、男として、こっそり覗のぞいてはいけないような気がした。だから、ここはぐっと堪こらえるしかない。




　着替えながら、理刀は辺りを見回した。

　温泉である。

　いまから、巴ともえとふたりきりで…………………………………………………………、入浴？

　本当に、入っちゃうの？

　互いに水着とはいえ、健全な一〇代半ばの男女が混浴なんて………、いいのかな？

　怖いような……。

　嬉うれしいような……。

　いけないような……。

　甘ったるい背徳感を覚えながら、理り刀とは海パンに着替えた。

　脱いだ服は、きちんとたたんで置いておく。これで、入浴準備完了！

　それでも、水泳パンツだけではどこか心こころ許もとない。女の子の前で、身につけているのが布一枚というのが、なんとも不安なのだ。

　競泳用をチョイスした巴に、あれこれと文句を言いたいわけじゃない。ただ、ちょっと、恥ずかしいだけ。

　そこでふと思う。

　小屋のむこう側ではいま、巴も水着に着替えているはず。

　巴が、水着？

　あの｛謎エニグマ｝が、水着……、ですか？

　いったい、どんな水着なのか？

　彼女も競泳用か？

　温泉を舞台に、男女の競泳用で競演するのか？

　なにを演じるんだ？

　いやいや、温泉でなにを競おうというのか。

　ちょっと待て……、頭、混乱してないか？

　ダメだ。冷静になれ。たかが温泉、たかが混浴、たかが競泳用パンツじゃないか。

　理刀は、大きく息を吸い、意識的に細く長く吐き出した。落ち着け。

　とにかく、バスタオルをひろげる。せめてこれで下半身を隠せば、少しはマシだろう。

　そう思ったのだが……。

「……………」

　ひろげたバスタオルの中に自分を見つけ、理刀は固まった。

　バスタオルの中で、春日かすが理刀が笑っている。

　バスタオルにでかでかとプリントしてあったのは、理刀の写真だった。横顔である。背景には、黒くろ媛ひめや百もも香かが小さく写っている。

　どうやら、みんなで昼食をとっているときに撮ったものらしい。

　でも……、理刀には撮られた覚えがない。

　カメラ目線じゃないし。

　隠し撮り？

　このバスタオルは春日かすが理り刀と専用ですよ、という意味を込め、わざわざ写真をプリントしてくれたのだろうか？




　結局、理刀はバスタオルを岩の上に置いて温泉に入った。銭湯ではないが、タオルを身につけたまま湯の中へ入ってはいけないような気がしたからだ。

　それでも、女性は別である。混浴だし、温泉地の広告では必ずといっていいほど、バスタオルを巻いた女性が露ろ天てん風ぶ呂ろでくつろいでいる写真が使われているから。

　本音を言えば、巴ともえにバスタオルを巻いていてもらわないと困るから。

　白濁した湯だから、浸つかってしまえば首から下は見えない。それだけが救いである。見え続けていたら、ちょっと、きついかも。

　理刀に三分ほど遅れて、巴がやってきた。

　大きなバスタオルを体に巻いてはいるものの、生の鎖骨や腕や足が丸見えだから、逆に色気が強まっている。

　彼女が身につけたペンダントや腕輪や指輪が、いつもとは違う色っぽい光を放はなっているように見えるのは、気のせいだろうか。

　日ひ頃ごろは普通に、シャツの袖そでから伸びた腕や、スカートから出た足を目にしているはずなのに……、その白さは知ってるはずなのに……。

　温泉、というシチュエーションのせいだろうか。普段の服装、という慣れが通用しないからなのか。

　なんだか、バスタオルの下になにもつけていないかのような気がして……、危険だ。

「お、温泉は、どう？」

　湯気を身にまとわせながら、巴がたずねてきた。

「久しぶりだから、気持ちいいよ。なんかいろいろ気をつかってもらったみたいで、ほんとごめんね」

「え、あ、気は、そそ、そんなに、つかってないから。か、春日くんがよければ、そ、それでいいの」

　巴が、紅あかい顔の前でふよふよと弱々しく手を振った。

　そこで、理刀はふと気になった。

　彼女が巻いているバスタオルにも、写真が大きくプリントされていたからだ。なんの写真なのかは、判別できないけど。

　自分用には、自分の写真をプリントしているのかもしれない。もしそうなら、｛謎エニグマ｝グッズとしてファンには垂すい涎ぜんものの一品だ。しかも、本人が身につけたものだし。

　そんな軽い気持ちで、訊きいてみた。

「それって、美み々み津つさんの写真？」

「え？　あ、これ？　これは……その……」

　どこか慌あわてたような、それでも嬉うれしそうな巴ともえが、いきなり自らの体からバスタオルを外した。

　白くて細くて均整のとれた彼女の肢体が、理り刀との目にドカンと飛び込んでくる。

　ビキニだった。

　ブラックだった。

　予想外だった。

　贅ぜい肉にくなどわずかもなかった。

　おへそが可愛かわいかった。

　小こ股またの隙すき間まから、むこうにある小屋のドアがハッキリと見えた。

　温泉に入っている理刀と、まだ入っておらず立ったままの巴がむかい合っているから、目線が大きく違う。

　理刀は、はるか天空から降りてきた御使いを前にしたかのように、身動きがとれなくなった。心臓だけが、バクバクバクバクバクッと早鐘を打ちまくっている。

　それに追い打ちをかけるように、巴がバスタオルを恥ずかしそうにひろげてくれた。

「これ、その、か、春日かすがくんを、撮ったものなの」

　先ほど借りたヤツとは、違う写真だった。レゾン学院ビルの入口付近で撮ったものであることがわかる。

　これも、理刀には撮られた覚えがないし、やっぱりカメラ目線じゃないから……。

　隠し撮りⅡ？

「す、すごいね……」

　なんとかコメントを口にするものの、あとが続かない。ただただ、ビキニで、黒で、贅肉なしで、細い体を、ジ───ッと見つめ続けることしかできなくて……。

　理刀の視線にようやく気づいた巴が、「キャ」と小さな悲鳴をあげて、バスタオルを巻き直した。




　巴が、バスタオルを巻いたまま温泉に入ったあと、理刀の斜はすむかいで岩にもたれかかった。距離は、約二メートル。

「気持ちいい」

　彼女のしっとりとした声が、湯気とともに空気の中へ溶け込んでいく。

　温泉にきれいな女の子。

　画えになる光景だ。

　理刀は、湯の中で、んっと手足を伸ばした。解放感が、じわっと皮膚に染み込んでくる。

　そんな快感を楽しみながら、のんびりと視線を巡らせた。

　巴ともえの横顔。正面の丸太小屋。温泉を囲む岩、岩、岩。小さな滝。白濁したお湯。

　顔を洗ってみた。

　どこかぬめるような、しかしサラッとした水質が額ひたいや頰ほおの上を流れ落ちていくのがわかる。火ほ照てった顔に受ける涼しい風が、とても心地ここちいい。

　と……、パシャンと水が跳ねる音が聞こえた。滝の音は、先ほどからずっと耳に入っている。それとは違う、別の動きがつくりだした水音であることはわかったのだが……。

　なんだろ？

　見回しても、ひょうたん型の温泉にはなんの変化もない。

　理り刀とはもう一度顔を洗い、音の残響を頭の中から追い出した。

「ゆ、ゆっくり、疲れを落としてね」

　巴が、つぶやくように言った。

　理刀と目が合うと、すぐに視線を水面に落としてしまう。が、瞳ひとみは楽しそうな光を帯びている。

「まさか、温泉に入れるとは思わなかったよ。ありがとう」

「つ、つくってくれたの、ネクロさんだし、わ、わたしはなにも、してないから……」












「美み々み津つさんが計画しなかったら、オレは温泉に入れなかったわけだし」

「連続で、デ、デデ、デートしたから……春日かすがくんが、たぶん、疲れてるだろうなって、思ったから……」

　頰ほおを染めながら、巴ともえがチラチラと理り刀とへ目を投げてくる。

　黒くろ媛ひめやキュートと言葉を交わすときの彼女は、いつも落ち着いた様子を見せているが、やはり異性とふたりきりになると平常心を保つことでいっぱいっぱいになるらしい。

　それでも、ちゃんと会話のキャッチボールができているから、理刀も気分的に楽だった。

　ん？　と理刀はそれとなく巴との距離を目測した。

　近づいてる？

　巴との距離が、微妙に縮んでいるような気がする。彼女が湯に入ってきたときは、二メートルほどあったはずなのに……、三〇センチほど接近しているような気が……。

　自分の距離感が狂ってるのか？

　理刀の視線に気づいた巴が、恥ずかしそうに微笑ほほえんだ。

「お湯、ちょ、ちょうどいい熱さね」

「ネクロさん、絶妙だね」

「この温泉には〝ゆじゃ〟を使ってるらしいの」

「ゆじゃ？」

「わたしも、よ、よくわかんないけど、日本語で〝ゆじゃ〟だって……魔界じゃ〝スルルシャ〟っていうらしいわ」

「はは、人間にはサッパリだね」

「そ、そうね。あ、あとね、総統Ｘって人の意向も入ってるんだって」

「総統Ｘ!?」

「謎なぞの人物だそうよ」

　巴に微笑みながらも、理刀は考えた。

　また総統Ｘだ。いったい何者なのか？　三八女のネクロに影響を及ぼせるのなら、それよりも上のお姉様なのか？　それとも、フォンターナ家とは関係のないだれか？

　巴にたずねても、こたえは得られないだろうから、ここは腹を決めていまを楽しんだほうがいいだろう。

　理刀は、温泉の香りと熱と心地ここちよさをしっかりと体の内に抱き込んだ。

「とにかく、これだけいい温泉だからさ、みんなにも入ってもらいたいなぁ」

　っとと、キュートたちと混浴したい、という意味ではない。決して。

　言ったあと、下心なんかないよ？　という意味を込め、理刀はとにかく笑っておいた。

　でも……、また少し近づいていませんか？

　理刀は、巴との距離をあらためて目で測った。

　一メートル五〇センチ？　いや四〇センチか？　距離が狭まっていることは、もはや疑いようがない。

　いきなりだった。

「紅ぐ蓮れんの獄炎ほのお、奈な落らくの叫喚、八はち獄ごくの下。いま繊ほ細そき蜘く蛛も糸いとを縒より合わせん。楚そ々そとして幽光ひかりをつかめ。果てなき崖がけに咲き乱れる華たちよ、祟たたり舞い我に寄り添え」

　巴ともえが、小声ながらもハッキリと呪じゆ文もんを唱えた。ピアスが、淡い輝きを放はなち始める。

　一流の【死霊使いネクロマンサー】が召喚よべば、ほいほいとやってくるのはもちろん質の高い死霊たちで……。

　一、二、三、四、と全部で四体の死霊たちが、白く濁った湯の中からゆら～りと浮かび上がってきた。

　うわっ、と思わず身を引いてしまいたくなるほどリアルな死霊たちだ。四体とも女性霊である。

「枯れ木も山のにぎわいっていうから……。これが黒くろ媛ひめで、そっちが百もも香かちゃんで、その横がスイートで、いちばんむこうがキュート、のつもりで」

　巴が、控えめな、それでもキラキラと光を散らしたような笑みを浮かべた。どこか得意げである。

「あ、そう？　ハハハ、賑にぎやかでいいかも、ハハハァ～」

　理り刀とは根性で笑った。とにかく、ここは笑っておく。巴に悪気はないのだ。微み塵じんもないのだ。間違いなく善意からなのだ。

　と、わかってはいても……、死霊をキュートやスイートたちに見たてて、みんなといっしょに温泉気分！　なんて言われて、いいかもね！　と前むきにはなれない理刀である。

　想像力や死霊とのおつき合いスキルが、巴と理刀では天と地ほどの差があるから、なかなか難しい。

　だから、とにかく笑っておく。

　女性霊たちが、思い思いの格好で温泉に浸つかっている。

　岩を凝視しているヤツ。

　湯に顔をつけたまま動かないヤツ。

　水面から顔の上半分しか出していないヤツ。

　理刀をジ─────ッとにらみつけてくるヤツ。

　そう、一体だけこちらに視線を貼はりつけたまま動かないヤツがいる。

　ガンを飛ばされている？

　ケンカを売られている？

　なにか別の意味がある？

　理刀は、ごくりとツバを吞のみ込んだ。

　このまま、死霊の視線を受けとめ続けていてもいいのだろうか？　目をそらしたら、襲いかかってくるかもしれない。そうなれば、死霊が『混沌とした実在カオテイツク・リアル』に触れて消し飛んでしまう。過去にも、何度か巴ともえの死霊を消滅させたことがあるから、接触したときの結果は明らかだ。ここで死霊が消えれば、巴が嫌な思いをするだろう。

　このまま、死霊のドロリ～ンとした熱視線を我慢し続ける、という選択肢が最も無難なような気もするけど……。

　理り刀とと見つめ合う死霊の存在に気づいたのだろう、巴が申し訳なさそうに口を開いた。

「ご、ごめんなさい、霊たちはわたしに視力を依存してるから、わたしが見ているものに興味を示すの。無邪気なだけだから、気にしないで」

　無邪気なだけ、ですか？　そう考えると、可愛かわいいような気もしてくるけど……。

「ま、まあ、美み々み津つさんが召喚よんだ霊だから、そんなに怖く……」

　ないから大丈夫、と最後まで言えなかった。

　いつの間にか、巴がすぐそばにいたからだ。軽く手を伸ばせば届く距離である。

「み、美々津さん？」

「か、春日かすがくん、あ、あのね……」

　不意に、湯の中から巴の腕が浮上してきた。まるで、宇宙の彼方かなたへ地球の運命を背負って飛び立つ宇宙戦艦のように。

　理刀にとっては、それほどまでのインパクトがあった。

「春日くんの……ちょうだい？」

「え？」

　巴の指先が、理刀の顔に伸びてくる。

　なんだ!?

　迫力の中にもなめらかさを秘めた腕の動きに、理刀は身を退ひくことも、かわすこともできなかった。

　そのまま……。

　プチ。

　髪の毛を一本、引き抜かれた。

「へ？」

「あ、あ、ありがとう」

　ぽかんとしている理刀の前で、巴が毛髪を器用に指先で丸め、すぐに首からさげたペンダントをパカッと開け、そこに押し込んだ。そしてまた、カパッとフタを閉じる。

　うふふ、と彼女がとろけそうな微笑を浮かべた。

　その横顔はきれいで、画になっていて、彼女の熱烈なファンなら失神してしまいそうなほど素敵だけど……、ちょっとだけ……、なんとなく……怖い、かも？




　髪を一本抜かれたあとも、理り刀とは巴ともえや死霊たちといっしょに温泉を楽しんだ。

　よく見ると、四体の死霊たちはそれぞれ愛あい嬌きようのある顔立ちをしているし、巴はご機嫌な様子だし、温泉は気持ちいいし、と言うことなしである。

　すぐそばにいる巴の額ひたいから頰ほおにかけて、幾筋もの汗が流れ落ちている。ずいぶんとあたたまったようだ。

　理刀も、だいぶ体が熱くなっている。汗も大量に出た。

　巴と目を合わせて笑い、死霊たちを見てまた笑い、お湯の中で体を思い切り伸ばして笑い合った。

　体もほぐれ、心もほぐれ、理刀と巴の距離もほぐれ、いいことずくめである。

　以前は、ネクロのつくった封印庭アークで大変な目に遭ったが、今回は感謝の言葉しか出てこない。

　体も十分すぎるほどあったまったし、これ以上入っていると茹ゆだってしまうから、そろそろあがるかな、と思い始めたとき。

「ぃやん」

　巴が、ドキリとするような色っぽい声をこぼした。

「ど、どうしたの？」

「いま、なにか、お湯の中に……」

　巴の表情が強こわ張ばっている。

　彼女の感情にこたえるように、四体の死霊たちが唸うなり始めた。主あるじの心が不安定になったため、怒っているのだろう。

「や、腕に、なにか……」

　巴が、お湯の中から右腕をあげた。

「!?」

　細長いなにかが、彼女の腕に巻きついている。

　生き物？

　白い蛇だった。

「きゃあああああっ！」

　巴の裏返った悲鳴と同時に、四体の死霊たちが湯煙と混ざり合うようにして消し飛んだ。術者としての制御力が途切れたらしい。

　悲鳴をあげながら、巴が理刀に抱きついてきた。

「み、美み々み津つさん!?」

「蛇嫌い！　蛇ダメ！　ゃあああああっ！」

　巴が、理刀の首にぎゅっとしがみついてくる。

　日ひ頃ごろから鍛えているのだろう、細く見えるのに力が強い。苦しいほどに締めつけてくる。胸もぎゅうぎゅう押しつけてくるし……。

「美み々み津つさん、落ち着いて！」

「ゃああああああああん！」

　巴ともえが全力で体を押しつけてくるから、理り刀とはその勢いのまま湯船の中へ押し倒されてしまった。

　視界が白濁し、鼻の中にお湯が流れ込んでくる。

　ごぼがぼぐぼべぼぉぉ……！

　息苦しさの中、理刀は強引に巴を抱き締めた。混乱した彼女を押さえ込み、なんとか体勢を立て直さなければならない。そうしないと、このまま溺おぼれてしまうかも。

　と……、巴が不意に大人おとなしくなった。全身の力を抜き、だらりと理刀に体を預けてくる。

　いまのうちに！

「ぶはぁっ！」

　お湯の中から顔を出し、急いで巴の体を抱き起こす。

　目を閉じたまま、彼女は動かない。息はしているようだけど……。

　気絶したようだ。

「？」

　左腕を伝うぬるぬるとした感触に、理刀は目を移した。

　白蛇が、腕に巻きついている。

　巴が気絶するほど驚いたせいで、理刀は驚きそびれてしまった。そうすると、白蛇を冷静に観察することができた。

　大人しいし、攻撃してくる様子はないし、美しい鱗うろこはつるつるしていて気持ちいいし、加えて、白蛇が触れた部分の肌はスベスベになってるし。

　なるほど、と理刀はうなずいた。

　ネクロが言っていたという「ゆじゃ」とは、この白蛇のことだったようだ。

　日本語で〝ゆじゃ〟だから、おそらくは「湯蛇」と書くのだろう。魔界では、美容などに使われているのかもしれない。

　理刀たちが温泉に入ってすぐに寄ってこなかったところを見ると、汗に反応する性質をもった蛇だと考えることができる。だから、あたたまってきた頃ころに近づいてきたのだ。

　理刀は、左腕に巻きついてうねうね動いている白蛇の小さな頭を、指先でツンと突いてみた。

　ひょいと鎌かま首くびをもたげた白蛇が、チロチロと赤紫の舌を出したあと、するするするっと腕から抜け落ち、ポチャンと温泉の中へ帰っていく。

　巴が見たら、また盛大な悲鳴をあげるに違いない。

　とにかく、彼女を温泉から出さないと……。




　バスタオルが外れてビキニ姿となった巴ともえを抱き上げ、理り刀とは温泉から出た。

　寝かせる場所は……。

　目に留まったのは、丸太小屋である。

　しかたない……、硬くごつごつとした石畳より、あの中のほうがマシだろう。

　意外なほど軽い巴を抱いたまま、理刀は小屋に歩み寄った。

　巴を落とさないよう気をつけながらドアノブを回し、意を決してドアを開け……………、絶句した。

　光量の少ないムーディな紫色のライトが、小屋の中を満たしていた。

　中央に、重厚な装飾のダブルベッドが置かれていた。

　ベッドの上では、ブルーとピンクの枕まくらがふたつ、仲よく寄り添っていた。

　巴が「物置」だと言い張っていた理由は、これだったのだ。

　ゴクッとツバを吞のみ込み、それでも理刀は小屋の中へ足を踏み入れた。シングルだろうがセミダブルだろうがダブルだろうが、気を失った巴を寝かせるのに不都合はない。

　巴の体をベッドにそっと下ろし、彼女の頭をピンクの枕にのせたあと、なんとなくブルーの枕をベッドのむこうへ放ほうり投げた。なんとな～く、そうしないとダメなような気がしたからだ。

　そこでふと、ベッド脇わきの小さなテーブルに目がいった。一冊のハードカバー本が置いてある。タイトルは…………………………………………………、『よゐこの正しい性知識』。

　こらこら。

　ツッコミを入れたいけど、いまは相手がいない。

　激しい脱力感に襲われながらも、理刀はこの丸太小屋の使用目的を確信した。

　温泉だから、せめてゲーム機とか卓球台とかマッサージチェアくらいにしてほしかったのだが……、これでは飛躍しすぎだ。

『よゐこの正しい性知識』も、ブルーの枕同様、ベッドのむこうへ放り投げる。なんとな～く、そうしなければならないような気がしたから。

　さて、これからどうしよう？

　ベッド上の巴を見下ろした直後、ドキッ、と大きく心臓が波打った。

　濡ぬれた白い肌。

　胸元で輝くペンダント。

　引き締まった細い肢体。

　最後の聖域を死守している黒いビキニ。

　慌あわてて目をそらし、コホンと咳せき払ばらいをする。

　だれもいない丸太小屋で、いったい自分はなにをやっているんだ？　気絶した女の子を執しつ拗ように眺めて……。

　ムーディな紫の照明やダブルベッドや『よゐこの正しい性知識』の配置は、巴ともえがネクロに頼んだのか？　たぶん、いや絶対に違う。ならば、ネクロの悪戯いたずらか？　それも、違うような気がする。

　だったら、やっぱり総統Ｘ？

　わからない。

「ふ、ん、ん……」

　こたえの出ない理り刀との疑問を吹き消すように、巴の唇から弱々しい吐息がもれ出てきた。

　目を覚ましたようだ。

　ひと呼吸後、まぶたの裏に焼きついたなにかを振り払うように、巴がパチパチッと瞬まばたきをした。同時に、拳こぶしをギュッと握り締める。

「美み々み津つさん、もう蛇はいないから、安心していいよ」

　巴が、ハッとした表情で目を見開いた。が、体を起こそうとはしない。ベッドに体を横たえたまま、理刀を見上げてくる。

「春日かすが、くん？」

「もう、蛇はいないから」

　理刀はもう一度、繰り返した。

「うん。……ここは？」

「その、小屋の中、だけど……」

「あ、そ、そう……」

　巴の頰ほおが、ぽわわ～んと音が聞こえてきそうなほど一気に赤くなった。

　彼女も、小屋の内装を見ているのだ。ムーディな空気を思い出したのか、それとも「物置」だと噓うそをついたことを恥ずかしがっているのか。

　どちらにしても、気まずい雰ふん囲い気きになったことには変わりない。

　理刀はとにかく、意識して声を弾はずませた。

「せっかくベッドがあるんだから、ゆっくり休ませてもらいなよ」

「ご、ごめんなさい」

　不意に、巴が目を閉じた。

「え？」

「わたし、へ、蛇が本当にダメだから……大げさに騒いで、意識まで失って、春日くんに迷惑かけて……」

「そんなこと、いいよ。迷惑だなんて思ってないし」

　巴が、目を閉じたまま話し続ける。まるで、まぶたの裏に見えるなにかに語りかけているかのように……。

「前に、春日かすがくんと大きな花の中に入ったことがあったでしょ？」

「ああ、そんなこともあったね」

　以前、亜あ威い邸でネクロの封印庭アークが解放されたときのことを思い出す。あのときは仲間たちとバラバラになり、理り刀とと巴ともえは力を合わせ、様々な困難に立ちむかった。

「あのときからね、わたし、その、あの、ずっと、お、おお、お、想おもってるの……」

「思ってる？」

　巴が、そぉっと目を開けた。ベッドに寝たままの格好で、理刀をジ─────ッと見上げてくる。

　なに？

　彼女の瞳ひとみに光が宿った。これから呪じゆ文もんを唱え、強敵に立ちむかわんとするときのような強い決意が見える。

「か、かか、春日くん、あ、あのね……」

「ん？」

「お、お、お願いが、あるの……」

「なに？」

　学院ナンバーワンである【死霊使いネクロマンサー】のお願いとは？

　巴が、大きく息を吸い、深く吐き出した。それに合わせ、黒ブラも大きく上下に動く。

「あ、ああ、あの……」

　巴が、視線をキョロキョロと動かしている。言葉を続けることを躊躇ためらっているようだ。

　こんな部屋でお願い？

　そんな格好でお願い？

　いったい……なにを？

　痺しびれるようなドキドキを胸に、理刀はツバを吞のみ込んだ。

　忙せわしなく動き回っていた巴の視線が、理刀の胸もと付近でピタリととまった。

「あのね……」

　彼女の目線が、徐々に上がってくる。

　理刀の首、あご先、鼻、そしてとうとう、目と目がぶつかり合った。

　理刀は、体が熱くなるのを感じた。

　巴のお願いとは？

　息が詰まりそうになってくる。ドキドキがとまらない。それどころか、どんどん加速していく。

「い、嫌じゃなかったらで、い、いいんだけど……り、り、りぃぃぃ、理刀くん、って呼んでもいい？」

　巴ともえの頰ほおは、いまにも湯気を出しそうなほど紅潮している。

　理り刀とは、内心で大きく息をついた。体の熱が急速に引いていくとともに、安あん堵ど感かんが心にひろがっていく。

　すぐに思った。｛謎エニグマ｝の可愛かわいすぎるお願いを断れる男なんているわけがない、と。

　だから理刀は、大きくうなずいた。

「もちろん」

「ほんとに？」

　巴の顔が、パッと明るくなる。

「本当だよ」

「ほんとに、ほんと？」

「本当に本当！」

「じ、じゃあ、わたしのことは……」

「巴ちゃんで」

　巴の表情が輝いた。

「り、理刀、くん」

「巴ちゃん」

　すかさず返した理刀の言葉で、巴の瞳ひとみが、唇が、甘い香りを放はなち始めた。

　女の子がもつ甘さと、香りと、可愛らしさを、巴はいま表情の動きだけでほぼ完かん璧ぺきに表現できている。

　こんな笑顔を常に浮かべることができたなら、彼女のファンクラブは一週間もしないうちに数倍の規模へと膨れ上がるに違いない。

　心が震えるほどの｛謎｝スマイルだ。

「理刀、くん……ふふ、理刀くん……理刀くん……わたし、幸せ……」

　いきなり、巴が目を閉じた。

「？」

　目を閉じた、というよりも……、また気絶した？

「もしもし？　美み々み津つさ……っとと、巴ちゃん？」

　幸せそうな顔のまま、動かない。

「……………」

　ベッドに身を横たえた黒ビキニの｛謎｝は、気を失っていてもやっぱり画になっていて……、無防備な彼女を見ていることに、なんだか罪悪感を覚えつつ……、それでも目が離せずドキドキの理刀である。





五章　昇竜フライデー







　金曜日。

　放課後を迎え、理り刀とはフットワークも軽く教室をあとにした。

　勢いのまま日替わりデートが決定し、月曜は黒くろ媛ひめとの放火魔捜し、火曜は大人おとなになった百もも香かと、水曜は熱を出したスイートと、木曜は巴ともえと温泉。

　金曜のきょうは、だれとのデートもない。

　そしてあしたの土曜日は、いよいよキュートと……。

　がんばらねば！

　理刀は、ひとり静かに気合いを入れた。

　デートだから服をキめるとか、デートだから念入りに店を調べるとか、デートだから告白するとか、そんなことはあまり考えていない。

　ただ、日ひ頃ごろとはちょっと違った雰ふん囲い気きをキュートとふたりで楽しみたいと思っている。

　彼女といっしょに、と考えただけで心が躍る。

　レゾン学院の一階ホールに着くと、すでにみんなが揃そろっていた。

　キュートが歩み寄ってくる。

「あしたのために、きょうはのんびりしましょ」

　彼女の笑顔が、いつもよりもまぶしいのは気のせいばかりではないだろう。

　キュートがくれば、お次は当然スイートが口を開くだろうと思いきや、

「り、理刀くん、きのうは、その、いろいろありがとう」

　どこか恥ずかしそうに、それでもしっとりとした微笑ほほえみを浮かべながら言葉を投げてきたのは、巴だった。

「きゅ!?」

　キュートの笑顔が、瞬時に搔かき消えた。

「理刀、くん？」

　声も、急激に低くなっている。

　なんだか……、怖い。

　スイートがすかさず、理刀に身を寄せてきた。

「まあまあまあ、理刀ったら、美み々み津つさんとずいぶん親しくなられたようですわね」

　やさしい口く調ちようとは裏腹に、目の奥に光る刺とげ々とげしさが……、怖い。

　キュートが、ジトッとした目で理刀を見上げてくる。

「きのう、巴となにかあったの？」

「えっと、べ、別に、なにも……」

　ジトッとした空色の瞳ひとみが、怖い。

　そんなキュートを横目に、スイートがふふんと鼻で笑った。

「嫉しつ妬とには味つけが必要ですのよ？　あなたのようなお子ちゃまでは、理り刀とに不必要なプレッシャーを与えるだけですわ。妬やきつつ、こちらの存在を巧たくみにアピールしなければ意味がありませんでしょ？」

　嫉妬に味つけしつつ、巧みに存在をアピールするのはいいけれど、目の前でそんなことを言われても、なんだか困ってしまう。もしかしたら、『恋愛の品格』とかいう本に書いてあったのかな？　なんて考えが頭をよぎるが、口にはしないでおく。

　キュートが、キッとスイートをにらみつける。

「ふん、熱出して失敗したくせに」

「あら、小物にはそう見えますの？　わたくしは〝失敗〟ではなく〝成功の種をまいた〟と考えていますけど」

「負け惜しみね」

「ふふん、あなたのほうこそ、失敗なさらないようお気をつけなさい」

「準備万端なんだから」

「うふふ、あなたの〝万端〟は〝穴だらけ〟と同義ですから、どんな失敗をしでかすか、いまから楽しみですわ」

「きゅっ！　あしたを見てなさい！」

　理刀を挟んで、キュートとスイートがいつもの口こう撃げきを交わし合う。

　黒くろ媛ひめたちが、そんな日常となった光景を笑いながら眺めている。

　四日連続となったデートによって、日常から少しばかり離れてしまっていたが、キュートとスイートの会話によって調子が戻ってきたような気がする。

　さて、きょうはいつもの放課後を十分に楽しもう。

　理刀は、キュートたちといっしょに、レゾン学院ビルを出た。

　そこですぐ、百もも香かがピシッと右腕をあげた。

「あのですね、駅ビルの三階に大人気のスイーツ店が開店したそうなので、ちょっと偵察にいきませんか？」

「百香、朝からずっとスイーツスイーツって言ってないか？　そんなにいきたいのか？」

　黒媛が、呆あきれ顔で妹を見下ろした。

「だって、テレビでも紹介されてたし、雑誌にだって特集されてたんだよ」

「その店だったら、わたしも知ってるわ。入ったことはないけど……カスタードブリュレがおいしいって評判よ」

　巴ともえの控えめな声に、キュートがすぐさま反応した。

「かすたぁど、ぶりゅれ？　なにそれ、そんなにおいしいの？」

「ニッポン国のスイーツはレベルが高いですから、一度食してみたいですわね」

　スイートも興味をもったようだ。

　この流れに逆らうつもりはないし、甘いものを想像した女の子たちの瞳ひとみは、すでにとめようがないほどキラキラだったから、理り刀とは最後のひと押しを買って出た。

「それじゃ、その店にいってみよう」

「やったぁ！」

　百もも香かが、両手をひろげて跳び上がった。風をはらんでひろがったスカートが、まるで花のように見えて可愛かわいらしい。

　それでは、出発！　と歩き出したとき。

「失礼します」

　目の前に、しわひとつない黒のスーツが現れた。毒どく舌ぜつ丸まるである。

「どうしたの？」

　キュートの問いに、毒舌丸がわずかに頭を下げた。

「春日かすが理刀さんのデート相手が決定しましたので、そのご報告に参りました」

「デート相手って、きょうの？」

「はい。日替わりデートに空白があるのはリズム的によくない、ということで……」

　微み塵じんの隙すきもない毒舌丸を前に、女の子たちが互いに顔を見合わせる。驚きを隠せない、といった様子だ。

　理刀も、もちろん驚いている。

　金曜日きようは、だれともデートしないでよかったはずなのに……。

　いまから人気店のスイーツを食べにいくはずだったのに……。

　それよりも、デートの相手はいったいだれ？

　理刀の疑問を、スイートが代弁してくれた。

「それで、デートのお相手は？」

「……わたしです」

「「「「「「ええっ!?」」」」」」

　毒舌丸以外の全員が、驚きの声をあげた。

　毒舌丸が、スススッと流れるような仕草で理刀に歩み寄ってくる。

「わたしでご不満なのは重々承知の上です。どうかご容赦のほどを」

　言うなり、左手を取られて引っ張られた。

「えっと……」

　抵抗していいものかどうか……、よくわからないけど……、理刀は毒舌丸に手を握られたまま歩き出す。

　キュートも、スイートも、黒くろ媛ひめも、巴ともえも、百香も、突然の事態にポカ～ンと見ていることしかできないでいる。

　理り刀と自身、どう反応していいのかわからない。だから、ただただ手を引かれるまま毒どく舌ぜつ丸まるについていく。

　毒舌丸の手は、意外に細くて小さかったが、その握力はやはりというか強かった。だから、ちょっと痛い。

「デートコースは、わたしにまかせて頂けますか？」

　毒舌丸のメガネレンズを、キランと冷たい光が流れ落ちた。

「あ、はい。おまかせします」

　嫌とは言えない。それに、毒舌丸とどんなデートをすればいいのかなんて、サッパリわからない。

　理刀は、肩越しにキュートたちへ目をむけた。

　啞あ然ぜん呆ぼう然ぜん、といった女の子たちの視線が五つ、理刀にむけられている。追いかけてくる子は、だれもいない。啞然呆然という感情はきっと、両足を麻ま痺ひさせるのだろう。

　理刀はあきらめ、毒舌丸と歩調を合わせた。

　左手は、離してもらえない。

「あの、毒舌丸さんにデートしろなんて、だれが？」

「……申し訳ありませんが、その質問にはおこたえできません」

　理刀の疑問は、スパッと斬きり捨てられた。

　こたえられない理由も、きっとこたえられないのだろう。

　ここは腹を決めるしかない。なにも、取って食われるわけじゃないし。

　本当に、食べられないよね？




　歩きながら、毒舌丸がスーツの胸ポケットから手帳を取り出し、片手で器用にそのページをめくりながら、途中で指をとめた。

　つないだ手は、いまだ離してもらえない。なんだか、岩の間に手を挟んでしまったかのようだ。たぶん、全力を出しても抜けないだろう。そんな気がする。

　理刀はそれとなく、横から手帳を覗のぞき込んでみた。が、理解できる文字がひとつもない。

　それ、なんて書いてあるんですか？　とストレートに訊きくのは失礼だし、たぶん教えてはもらえないだろう。

　なんとなく、いつもの毒舌丸じゃないような気がするから……。

　怒っているというか、不満をもっているというか、迷っているというか、判別のつけ難い、いわば〝彼女らしくない〟感情を抱いているように見えるのだ。

　表情には、日ひ頃ごろと変わらない鋭さと冷たさと、奥にあるあたたかさが見え隠れしているのだが……、思い過ごしだろうか。

　パタン、と手帳を閉じた毒どく舌ぜつ丸まるが、それをポケットに戻しながらたずねてきた。

「春日かすが理り刀とさんは、どのような服装をした女性がお好みですか？」

　ほら、〝らしくない〟質問がさっそく出てきた。

　それでも理刀は、毒舌丸に合わせることにした。始まりはどうあれ、きょうは毒舌丸と行動デートする、と腹に決めたのだ。

「そうですねぇ……その人に似合っていれば、なんだっていいと思いますけど……」

「なんだっていい、というのは広範囲すぎます。もう少し絞り込んで頂ければ助かるのですが」

「絞り込み、ですか？　う～ん、難しいなぁ」

「それでは、わたしに似合いそうな服を考えて頂けますか？」

「毒舌丸さんに、ですか？」

「はい、現在身につけているスーツ以外でお願いします」

〝らしくなさ〟を連発する毒舌丸を横目に見やりつつ、理刀は考えた。

　毒舌丸＝黒スーツ、で固定しているから、いきなり「似合う服は？」なんて訊きかれてもわからない。

　チャイナ服とか？　メイド服も悪くないかも……、いやいや、軍服のほうがしっくりくるに違いない。軍帽とかかぶって、もちろんミニスカで。でもやっぱり……。

「チャイナ服、かなぁ？」

　冗談のつもりだった。

　毒舌丸がチャイナ服を着たら色っぽいだろうな……、と軽く考えただけだったのに……。

「チャイナ服ですか？　それはどのような形状のものなのでしょう？」

　毒舌丸が、すぐに食いついてきた。

「形状、ですか？」

「はい。申し訳ありませんが、わたしはニッポン国の衣服に明るくありませんので」

「あ、日本じゃなくて、もともと中国の服なんですよ。オレもそんなにくわしくないですけど、かたちは、そうですね……体にピッタリとしたワンピース、って感じです」

「異国の服で、体にピッタリ、ですか……」

「いや、べ、べつに変な意味で言ったわけじゃ……」

　毒舌丸が、なにかを思い悩むように視線を足もとへ落としたため、理刀は慌あわてて顔の前で手を振った。

　メガネの奥で、切れ長の目をわずかに尖とがらせた毒舌丸が、ぽそりとつぶやいた。

「しかたありません」

「え？」

「もし万が一、実力が拮きつ抗こうした相手と対たい峙じした場合、その日の体調、そして衣服の形状やわずかな重量差で、刹せつ那なのうちに勝敗が決まることがあります」

「えっと、つまり、チャイナ服だと危険、ということですか？」

「……申し訳ありません。弱音を口にしてしまいました。チャイナ服が悪いというわけではないので、お気になさらないで下さい」

　毒どく舌ぜつ丸まるが、わずかに……、本当にわずかに、眉まゆ尻じりを下げた。それでも、手はしっかりと握ったまま離してくれない。

　らしくなさ全開の彼女に、理り刀とは意識して笑いかけた。

「毒舌丸さんには、やっぱりスーツですよ。似合う服がないってわけじゃないですけど、似合いすぎる服があるんだから、ほかの服なんて考えつきません」

「ありがとうございます。わたしも、誇りをもってこの服を身につけていますから。様々な暗器を隠せるよう、いくつもの場所に細工も施していますし……」

「暗器って、隠し武器のことですか？」

「はい。先ほども言いましたが、実力が拮きつ抗こうした相手との戦いでは、ほんのわずかな差が勝敗をわけることになります。生き残るためには、日ひ頃ごろから準備を怠おこたらないようにしなければなりません」

「なにか隠してるようには……見えませんけど……」

「見破られるようでは、暗器とはいえません」

「ハハ、そうですね」

「正確な数は秘密ですが、常日頃から三〇以上は持ち歩くように心がけています」

「三〇以上!?」

　理刀は思わず、声を高くした。

　毒舌丸が、片手をスーツの胸もとに当てた。

「備えは、大切ですから」

「三〇以上なんて、多すぎませんか？」

「……本当は、五〇以上です」

「五〇!?」

　今度は、声が裏返った。

　隠しすぎでしょ！　とツッコミを入れたくなるほど隠しまくっているではないか。

　理刀の反応を見た毒舌丸が、どこか嬉うれしそうにメガネの奥で目を細めた。

　初対面の人が見ると、きれいだけど無表情で怖そうな人、という印象しかもたないだろう。でも、理刀には彼女の無表情のむこう側に隠れている感情が、なんとなくわかった。

「まさか、もっと隠してるんじゃ？」

「それは、おこたえできません」

　毒舌丸が、口もとを微かすかにゆるめた。

　もしかしたら、暗器の数は一〇〇を超えているのかもしれないけど、毒どく舌ぜつ丸まるがご機嫌そうなので、これ以上は訊きかないでおく。

　できれば、〝ご機嫌〟を表情に出してほしいけど……。




「スーツを脱ぐのは本意ではありませんが……わたしに似合う服が、チャイナ服ということなので……」

　低い声を絞り出したあと、毒舌丸が一軒のブティックへ足早に入っていった。

　理り刀とがとめても、「決定事項ですから」と足をとめてはくれなかった。

　ものの一〇分もしないうちにスーツからチャイナ服へ、なんの躊躇ためらいもなく着替えをすませた彼女は、まるで別人だった。

　スーツと同じく、チャイナ服も黒。

　背に、バッチリと昇竜が刺し繡しゆうされている。

　左サイドのスリットが、太もものつけ根まで入っている。

　とにかく似合っていた。

　まるで、毒舌丸のためにあつらえたかのようなチャイナ服だったから、彼女を前にした理刀は、驚きと戸惑いと、そして感嘆の息をつくことしかできなかった。

　黒髪を後頭部で束ねているから、新鮮味と色気が否いや応おうなしに上昇している。

「想像していたより動きやすい形状ですが、暗器はほとんどダメになりました」

　ブティックを出て、再び理刀とならんで歩きながら、毒舌丸が残念そうにもらした。

　それでも、いくつかは隠しもってるんでしょ？　とは訊かず、理刀は黙って彼女に手を握られたまま歩き続ける。

　革靴からかかとの低いパンプスに履はき替えた毒舌丸は、先ほどよりもわずかに背が低くなっていた。理刀よりも、一、二センチほど目線が下になっている。

　毒舌丸が、すぐにまた手帳を取り出し、めくり始めた。

　ページ上の文字を目で追う毒舌丸の横顔が、また冷たいものへと戻っていく。昇り竜を背負っているからだろうか、なんとなく鋭さが増したように見える。

　そんな彼女が、かたちのいいアゴを上げて空を見上げた。光に目を細め、ジッと雲を眺めている。

　無言、無表情、無感動。それでも、握られた手が痛い。

「いい天気ですね」

　ギリギリと左手の骨が軋きしむ痛みに耐えながら、理刀はそう言葉をかけてみた。

「はい。確かにいい天気です」

「……………」

　続ける言葉が見つからない。毒舌丸も、会話を続けようとはしてくれない。

「……あの、毒どく舌ぜつ丸まるさん？」

「なんでしょう？」

　毒舌丸の鋭い視線が、ツッと理り刀とにむけられる。にらみつけられているわけじゃないけど、なんとなく怖い。それでも、思い切ってたずねてみた。

「もしかして、嫌なことでもあったんですか？」

「そう見えますか？」

「まあ、手の力が……ちょっと……」

「失礼しました」

　毒舌丸が、握りをゆるめてくれた。でも、離してはくれない。

　彼女が、わずかに肩をすくめた。らしくない仕草である。

「他者と手を握り合うなど、あまり経験がありませんので……捕縛とは違う、と頭ではわかっているのですが」

　微苦笑を吞のみ込みながら、理刀はどこか迷っている様子の毒舌丸へ質問を重ねた。

「毒舌丸さんにも、嫌なことや気が重くなることってあるんですか？」

「嫌なことや気の重くなること、ですか？　わたしは感情を動かすことが苦手ですので、そのように高次の情緒を自覚することができません」

　毒舌丸がそれとなく手帳を閉じ、チャイナ服の胸もとへ押し込んだ。

　嫌と思う感情。気の重くなること。それらを高次の情緒だと言いきった彼女には驚かされたが、すぐに、それは違うよね？　という思いを理刀はもった。

　毒舌丸はきっと、そんな感情を押し殺しているのだろう。おそらくは無意識のうちに。

　彼女がまとっているのは、〝刃やいば〟とか〝鋼はがね〟といった、極めて鋭く硬い雰ふん囲い気きだから。

　直感だが、手帳に書かれていることが、毒舌丸の〝嫌なこと〟のような気がしたため、理刀はすかさずつついてみた。

「手帳を見てたときの毒舌丸さんって、嫌そうな顔をしてましたけど？」

　言った直後、ちょっとマズかったかな？　と後悔した。

　毒舌丸の目が、五割増しで鋭くなったからだ。

　彼女はそのまま、長なが槍やりにも似た視線を前方のビル群へ突き入れた。

「次は、夜景のきれいなレストランで食事をしなければならないのですが、まだ陽ひが高いため、夜景がきれいだと思われるレストランへむかいましょう」

　毒舌丸の左手が、また締めつけを増した。

　ペキパキと指の骨を鳴らされながら、理刀は思った。

　もう下へ手たなことは言わないでおこう、と。




　毒舌丸に連れられて入ったのは、高層ビルの三五階にあるレストランだった。

　地上三五階だなんて、レゾン学院ビルよりずっと高い。値段だって高そうだ。

　ザ・最高級レストラン！　といった店内の装飾に、理り刀とはツバを吞のみ込んだ。窓から見える景色は、飾り気のない高層ビル群である。確かに、夜景は最高かもしれない。まだ夕方だけど……。でも、いいのか？　食事のマナーなんて知らないよ？　支払いは？

　ドキドキソワソワしながら、理刀は勧すすめられたテーブルについた。その際、物腰のやわらかなウェイターから椅い子すを押してもらったため、思わず「ありがとうございます」と頭を下げた。

　ウェイターは微笑ほほえんでくれたけど、これでよかったの？　そのままどこかへいってしまったけど、注文とかしなくていいの？

　理刀はただただ、おたおたするだけである。

　と、なんの料理も注文していないのに、大きめのワイングラスが運ばれてきた。ワインボトルもいっしょに。

　テーブルのむかいに座った毒どく舌ぜつ丸まるは、黙っている。

　もしかしたら、彼女が事前に予約を入れておいたのかもしれない。気配りの細かな女性だから。

　そんな毒舌丸を見習って、理刀は口を開かず、座ったまま動かなかった。

　目の前に置かれたグラスへ、まさにワインレッドの液体が注ぎ込まれていく。

　えっと……、未成年だって、わかってますよね？　お店の人だって、レゾン学院の制服に気づいてますよね？　アルコールなんて飲ませないですよね？

　もしかすると、ワインに見せかけたジュース？　いわゆる子供ワインとかいうヤツ？　雰ふん囲い気きだけ味わおうという趣向かも。

「テイスティングは不要です」

　毒舌丸のひと言で、ウェイターがテーブルにボトルを置いたあと、背を見せて歩き去っていく。

　理刀は、グラスの中で揺れ動く赤い液体と毒舌丸の間で、視線をいったりきたりさせてみた。

　そうすることで、メッセージを送ってみる。

　これ、ジュースですよね？

　それに対し、毒舌丸が冷たい表情を微み塵じんも変えずにこたえてくれた。

「この店が自信をもって用意してくれたものです。どうぞ、味を確かめてみて下さい」

　口く調ちようにはふざけている様子などカケラもない。彼女がふざける姿など、想像もできないけど。

　理刀は、そろそろとグラスの脚あしをつまみ、口もとに運んだ。そして、赤い液体で上唇を湿らせ、それをペロリと舌でなめ取ってみた。

　苦い。

　ひとなめで、ジュースではないことがわかる。

　ハハ……、と乾いた笑みを浮かべながら、理り刀とはテーブルにグラスを戻した。アルコールは、やはりまだ自分には早いようだ。苦いし。

　ふと顔を上げると、毒どく舌ぜつ丸まるがまた手帳を開いていた。突き破らんばかりの視線をページに落としている。

　たぶん、訊きいても無理だろうけど……。

「あの、なにが書いてあるんですか？」

「申し訳ありませんが、おこたえできません」

　やっぱり。

　理刀は、跳ね返された疑問を再び胸の奥に仕舞い込みながら、置かれたワインボトルへ視線を移した。

　銘柄は、サッパリわからない。価値も、ピンとこない。味なんて、舌が理解できないでいる。

　それでも、最高級のワインなのだろう。

　だから、もったいないな、と思う。

　味のわからない人間に飲まれるなんて、可哀かわい想そうだな、とも思う。

　加えて、思った。

　毒舌丸は、味がわかるのかな？　と。

　理刀の視線を受けとめた彼女が、テーブル越しに問いかけてきた。

「飲まれないのですか？」

「まぁ、ワインは、ちょっと……」

「お嫌いでしたか？」

「嫌いというか、飲み慣れていないというか、ハハ、その前に、オレ未成年ですから」

「なるほど、ニッポン国の法が邪魔になっている、というわけですね？」

「そういうわけでも、ないんですけど……」

　毒舌丸が、パタンとどこかいらついた様子で手帳を閉じ、胸もとに押し込んだ。

「それでは、春日かすが理刀さんのお好みは？」

「オレの好みですか？　そうですね。飲み物だったらコーラとか、炭酸系が好きですし、食べ物だったら、ハンバーグ、かなぁ」

「……………」

　毒舌丸が、唇を引き結んだまま理刀へ尖とがった目を突き刺してくる。

　コーラとかハンバーグが、もしかしたら彼女にとって不快なことを連想させるキーワードだったのかも……。

　それにしても、ふたりきりでむかい合っていると緊張してしまう。視線も痛いし。

　理り刀とからテーブル上のグラスへ目を移し、毒どく舌ぜつ丸まるが口を動かした。

「申し訳ありません。会話の流れにもう少し注意を払うべきでした。質問を訂正します。春日かすが理刀さんの〝女性〟の好みはどういった感じなのでしょう？」

「女性の好み、ですか？」

　コーラやハンバーグは、関係なかったようだ。またもや毒舌丸らしくない質問だけど……、理刀は素直に、んっと店の天井を見上げながら考えた。

　女の子の好みは……。

　笑顔が明るくて、笑うと花が咲いたようで、元気で、前むきで、いっしょにいて楽しくて、落ち着くことができて……、とにかく性格が合えばいいかな？

　ふっと、微笑ほほえむキュートの顔が脳裏に浮かんだ。

　キュートのような女の子なら、いっしょにいて楽しいし、なんだか落ち着くし、性格も合ってるし……、いやいや、つき合ってるわけじゃないけど。

　なんだか恥ずかしくなった。

「元気で、前むきで、性格が合う女の子だったら、オレは……」

　理刀の言葉を継ぐように、毒舌丸が言った。

「それは、小柄で、美しい銀の髪を頭の両側でくくってらっしゃる女性ですか？」

「え？」

　キュートのこと？

　彼女が口にした言葉の意味を推おし量はかることができないから、理刀は質問を吞のみ込んだ。

　毒舌丸の真意は？

　彼女がもつ手帳の内容は？

　きょうのデートを計画した理由は？

　テーブルの上に、微妙な居い心地ごこちの悪さと緊張感と違和感が降り積もっていく。

　いま、この瞬間、自分と毒舌丸はデートという名目でいっしょに〝それらしい〟行動をとっている。

　それなのに、ピリピリした空気がぬぐいきれていないのは、なぜ？

　毒舌丸は、敵じゃない。

　毒舌丸は、危険な存在じゃない。

　毒舌丸は、フォンターナ家の従者である。

　それなのに、どこか空気が張り詰めているのは、なぜ？

　いきなりだった。

　おもむろにワイングラスを持ち上げた毒舌丸が、ゆっくりとそれを口もとへ運んだかと思いきや、くいっ、くいっ、くいっ、と中身を飲み干してしまったではないか。

「えっと……」

　理り刀とは言葉を失ったまま、音もなくグラスを置く毒どく舌ぜつ丸まるを見ていることしかできない。

　よっしゃ、それじゃあオレも！　なんて勢いも生まれなければ、大丈夫ですか？　なんて言葉も絞り出せない。

　空からになったワイングラスを静かに見下ろしたあと、毒舌丸がいきなり席を立った。

「出ましょう」

「はぁ……」

　もう店ここには用がないとばかりに、毒舌丸が足音もたてずレジのほうへ歩いていく。

　慌あわてて彼女の背を追うことしかできない理刀である。

　最高級レストランの料理、ひと口くらい食べたかったな……。




「……………春日かすが理刀さんは、年上の女性に興味がおありですか？」

　エレベーターのドアが閉まるなり、毒舌丸の口からそんな質問が飛び出してきた。とうとつ極まりない。

　彼女と肩をならべていた理刀は、一階のボタンを押しながら問い返した。

「年上の女性、ですか？」

　震動もなく降下を始めたエレベーターの中には、理刀と毒舌丸のふたりだけ。そんな空間で、「年上の女性に興味がおありですか？」なんて訊きかれたら……。

　理刀は、用心深く毒舌丸の表情を窺うかがった。

　鋭利で冷ややかで、微量の威圧感を放出し続けてはいるけれど、それでもきれいな女性であることに間違いはないだろう。

　アップにした黒髪は艶つやを帯びているし。目鼻立ちは整ってるし。物静かだし。いつもと違ったチャイナ服は、とても似合ってるし。

　こうして見ると、本当にきれいだ。

　いきなりだった。毒舌丸が衣きぬ擦ずれの音さえたてず、理刀に身を寄せてきた。そして、流れるような動きで腕をからめてくる。

「！　えっと、あのぅ、毒舌丸さん？」

　心臓を鷲わしづかみにされたかのような驚きに、理刀は体を強こわ張ばらせた。エレベーターという密室だから、逃げ場なんてどこにもない。

　やわらかく、しかし決して振り解ほどくことができないであろうほどの完かん璧ぺきさで理刀の腕をとらえたまま、毒舌丸がどこか躊躇ためらいを滲にじませるように話し始めた。

「わたしは、会話が不得手で、春日理刀さんを退屈させるかもしれません。ですが、恥を覚悟で自己評価をすれば……。

　家事全般をこなせます。

　様々な心配りも、高水準に達しているとの自負があります。

　パソコン機器などの扱いは、現在修行中の身ではありますが、そう遠くない日に必ずものにしてみせます。

　ただひとつ、わたしたちの間に障害があるとするならば…………………………………。

　やはり、年齢の差でしょうか」

「ふぇい？」

　理り刀とは思わず、間の抜けた声を出した。

　わたしたちの間？

　障害？

　年齢の差？

　理刀と彼女の間には、年齢差のほかにも障害はいろいろあるはずだ。それこそ、星の数ほど。

　毒どく舌ぜつ丸まるが、体を押しつけてきた。チャイナ服のなめらかな生地越しに、彼女の胸の感触が伝わってくる。

　いつもは氷壁のように透明で感情のない頰ほおが、きょうこのときに限って赤く染まっているのは、チャイナ服を着てるから？　ワインを一気に飲んだから？　それとも？

「春日かすが理刀さんのご要望には、誠心誠意おこたえする準備はできているつもりです。

　心身のケアも、怠おこたりません。

　心身、という意味……………おわかりになりますか？

　こ、心と、か、か、か、らだ、という意味です。

　わたしは、どのような要求、および欲求にも、この身を粉にして……」












「えと、毒どく舌ぜつ丸まるさん？」

　理り刀とは、毒舌丸の熱に浮かされたような視線を、どうにかこうにか受けとめた。これ以上、彼女にしゃべらせ続ければ、少々まずいことになりそうな気がする。

　お酒が弱い？

「わたしは……」

　毒舌丸の言葉を遮るように、エレベーターがとまり、チン、と音をたててドアが開いた。続けて、フロアから数人のサラリーマンたちがのり込んでくる。

　気づいたときにはもう、体を離した毒舌丸が、理刀の隣に立っていた。

　毒舌丸が、体の内に溜たまった微熱を吐き出すように、細く長い息をついた。

「失礼しました」

「いえ、まぁ、オレはべつに……」




　エレベーターを降りてすぐ、毒舌丸が手帳を開いた。

　手帳にはいったい、なにが書かれているのだろう。毒舌丸が〝らしくない〟行動をとる理由が、あの中にきっとあるはずだ。

　訊きいても教えてはもらえないから……、理刀は歩きながら、横目に毒舌丸の様子を観察した。

　何度も手帳を開くという行動は、どこか確認作業のようにも見える。

　日替わりデートは、理刀たちがおもしろ半分で勝手にやり始めただけである。それなのに、空白だった金曜を埋めるため、毒舌丸は現れた。しかも、昇竜を背負ったチャイナ服に着替えるという、サービス精神も見せてくれた。

　たぶん、お姉様のだれかに命令されたのだ。忠誠心に篤あつい彼女のことだから、真剣に、大まじめに、逆らうことなく、理刀のデート相手を務めているのだろう。

　手帳をチャイナ服の胸もとに押し込むなり、

「失礼します」

　毒舌丸が、また理刀の左手をつかんできた。

　彼女の、鋭く、硬く、それでも真しん摯しな気持ちが、握った手を通してじんわりと伝わってくるような気がした。

　ここで、理刀はたずねてみた。

「毒舌丸さんは、どうしてそこまでフォンターナ家に忠実になれるんですか？」

　するといきなり、毒どく舌ぜつ丸まるが足をとめた。

　彼女の右手がわずかに強こわ張ばったが、強く締めつけてくるようなことはなかった。

　理り刀とも、毒舌丸の右手を握ったまま立ちどまる。

　毒舌丸が、ビルの狭い裏路地へ目をむけた。

　一〇メートルほど先に、ポリバケツが雑にならべられている。その隙すき間まに一匹の黒猫が見えた。遠目にも毛なみが荒れていることがわかる、だれの目にも明らかなノラだった。都会の隙間で、強く逞たくましく生きているのだろう。

　毒舌丸が、そんなノラ猫を眺めている。

　理刀も、黙ってノラ猫を見た。

　理刀たちに気づいたノラ猫が、黒一色の体を縮めて身構えた。ジトッとした用心深い目をむけてくる。

「わたしも、似たようなものでした……」

　毒舌丸が、ぽそりとつぶやいた。

「は？」

「あの猫は、日々の糧を獲とるのに必死なはずです。必要があれば戦い、盗み、場合によっては命のやり取りも辞さないでしょう」

「毒舌丸さんも、そうだったんですか？」

　ノラ猫が、地を這はうようにして逃げていく。理刀と毒舌丸が立ちどまったまま動かないため、自ら身を退ひくことにしたらしい。

　毒舌丸が、静かに話し始めた。

「わたしはもともと、辺境に棲すむ部族の出身です。

　その部族の中でも、異端でしたが……。

　わたしが春日かすが理刀さんよりもう少し年若い頃ころは、ビョルンストライド王国と辺境部族の連合軍が激しくぶつかり合っていました。

　日々が、血で血を洗う戦いです。

　そんな中、わたしは部族長の命を受け、フォンターナ家の屋敷に忍び込みました。

　………暗殺者として」

　暗殺者!?

　理刀は、思わず声を出しそうになったが、なんとかそれを抑え込み、毒舌丸の言葉に耳を傾けた。

　彼女の話を、ちゃんと聞きたかった。

「目的は、フォンターナ家の住人をひとりでも多く殺害することでした。

　つまり、わたしひとりの命と引き換えに、できるだけ多くの命を奪うことが、部族内でも異端児だったわたしに与えられた、絶対的な命令だったのです。

　しかし、結局はだれの命も奪うことができませんでした。

　最初にまみえたのが、幸か不幸か……スキュース様でしたので」

　理り刀とは、内心で顔をしかめた。

　暗殺者として屋敷に忍び込み、初しよっ端ぱなに｛魔界の至宝｝と遭遇なんて、運が悪すぎだ。

　でも、結果的によかったのだろう。こうして、当時を語ることができているのだから。

「スキュース様に手も足も出ずにやられてしまい、わたしは必死の思いで逃げ出しました。というよりも、あのときは逃がして下さったのでしょう。

　なのに、そのあとカカ様に捕らえられ……」

「ボロボロ、ですか？」

「ご想像におまかせします」

　暗殺者がカカに捕まればどうなるか……、想像するまでもない。まずはボコボコ、次もボコボコ、ついでにボコボコ、つまるところフルボッコだったに違いないから。

　毒どく舌ぜつ丸まるが、再び歩き始めた。

　手を引かれ、理刀も歩き出す。

　ゆっくりとならんで歩きながら、毒舌丸が話を続ける。

「ひとりの命も奪えないまま、わたしは死を覚悟しました。なのに、カカ様はトドメを刺しては下さらず……。

　そのあと、リイザ様に看病して頂いたのです。

　わたしが暗殺者だとお知りになっても、態度を変えることなく接して下さいました。

　リイザ様だけではありません。フォンターナ家のだれもが、親切にして下さいました。

　辺境で生まれ育った、だれからも愛してもらえないと思っていた、こんなわたしを、大切にして下さって……」

　毒舌丸が言葉を切った。

　昔を思い出しているのだろう、心地ここちよさそうに目を細めている。

　それでも、やわらかな表情を見せてくれたのはほんの一瞬だけで、すぐに無表情の下へ隠してしまった。

　冷たく鋭い、いつもの表情に戻った彼女が、理刀へ顔をむけてきた。

「わたしは、一生かかっても返せないほどのご恩をフォンターナ家に頂いています。公爵家は、わたしの故郷も同然なのです。

　わたし程度の忠実など高が知れていますが、それでも、身に余るご恩を返し続けなければいけません。

　わたしは、フォンターナ公爵家の従者であることに感謝と誇りをもっています」




　理刀は、毒舌丸と手をつないで歩き続けた。

　次は、どこへいくのだろう？

　いきなりレゾン学院に現れた毒どく舌ぜつ丸まるに、高層ビルの三五階にあるレストランまで連れていかれた。だが、ワインで唇を湿らせただけで、またこうして外を歩いている。

　毒舌丸が、手帳を開いている。が、三秒ほどページに目を落としたあと、パタンと閉じてしまった。

　読む必要なし、といった様子である。

　胸もとに手帳を押し込みながら、毒舌丸が小声でブツブツつぶやいている。

「好みの服を着用しての誘惑、失敗。アルコールを利用しての誘惑、失敗。残るは、最終手段……」

　最終手段？

　すぐ横を歩く理り刀とには、嫌でも声が届くから……、不安になってくる。

　彼女が、横目を理刀にむけてきた。

　まるで、刃物で斬きりつけられたかのような威圧感に、理刀は身を縮めた。

「春日かすが理刀さん、ちょっとこちらへ」

　毒舌丸が不意に足のむきを変え、細い裏道へと入っていく。

　微かすかな不安を抱きつつ、理刀も彼女のあとについていった。

　一分も歩かない場所に、月つき極ぎめ駐車場があった。教室ふたつ分ほどの駐車場には、二台しか車がとまっていない。入口以外の三方をビルに囲まれているため、閉鎖的な空気が漂っている。

　駐車場の中央付近で立ちどまった毒舌丸が、理刀へむき直った。その目は、いつも以上に鋭く、いつも以上に冷たくなっているような気がした。

「………？」

　理刀は、毒舌丸の言葉を待った。ここに連れてきた理由があるはずだ。

　最終手段、というヤツを始めるのだろうか？　怖いけど、ここは正面から受けとめなければいけないような気がした。

　毒舌丸が、ふぅぅぅと細く長い息を吐き出したあと、双そう眸ぼうの意力を強くする。

「春日理刀さんがもろもろの誘惑に屈しなかったため、大変申し訳ありませんが、実力行使に移らせて頂きます」

　きたか、最終手段!?

　毒舌丸が、理刀の心裏を覗のぞき込むような目で言った。

「あすのデート、中止しては頂けませんか？」

「あすって、キュートとのデートを？」

「そうです」

「中止って……」

「中止する理由は、おまかせします」

「いきなり言われても……」

　キュートにも訊きいてみないと、自分ひとりでは決められない。それとも、一方的に中止を宣言してほしいのだろうか？　きょう、この場でのことは秘密にして。

　理り刀とは、気持ちを整理した。

　自分は人間で……。

　キュートは魔族で……。

　自分は一般市民で……。

　キュートは公爵家のご令嬢で……。

　自分は『混沌とした実在カオテイツク・リアル』で……。

　キュートは魔法世界の住人で……。

　あまりにも違いすぎるから、親しくなりすぎるのは危険で、心を通わせることは不毛で、密接になることは好ましくなくて。

　だれかがきっと、そう考えているのだろう。

　そんなだれかの命を受け、フォンターナ公爵家の護衛官である毒どく舌ぜつ丸まるが、いま動いている。彼女が自らの意志で行動しているなんて、どうしても考えられない。

「春日かすが理刀さん。キュートお嬢様とデートがなさりたければ、わたしを倒して下さい」

「はい？」

　理刀が裏返った声を出したときにはもう、毒舌丸の姿が消えていた。

　直後、目の前に現れた。

　彼女のメガネレンズを、凍えそうなほど冷たい光が流れ落ちた。

　ゴスッ、と左ひだり脇わき腹ばらに重い拳こぶしを突き入れられ、理刀はもっていたバッグを取り落とした。

「ぐぅっ……」

　倒れるのだけは気合いと根性とやせ我慢で拒否し、なんとか両足を踏ん張った。

　吐きそう。

　理刀は、一撃でへし折られそうになった意識を搔かき集め、毒舌丸を見た。

　腕を伸ばせば届く距離だが、反撃はしない。

　怖いとか、勝てないとか、女性は殴りたくないとか、様々な思いが頭の中で乱舞している。その中でひとつだけつかみ取り、とっさに心で抱き締めた。

　計算でも理屈でもなく、とにかく殴り返さない、と。

　毒舌丸が本気だったら、最初の一撃で粉々にされていたはずだ。

　自分はまだ、両足で立っている。

　毒舌丸と視線をぶつけ合っている。

　これはつまり、彼女が本気じゃないということだ。

　毒どく舌ぜつ丸まるが、温度のない視線を理り刀とに突き刺してくる。

「ハンデとして、魔力は使いません。地の力も一〇〇分の一ほどにセーブします。全力でやって下さい。さもないと、大おお怪け我がをすることになります」

　毒舌丸の肩が動いた、と思った直後、再び腹の中に重々しい波がひろがった。

　だが、腹筋に力を入れていたため、なんとか堪こらえることが………………………………………………………………………………………………………………、やっぱりできなかった。

　今度は、口の中に酸っぱい胃液が込み上げてきた。

　倒れそう。倒れたい。倒れたくない。倒れてたまるかっ！

　いまここで、倒れないことに意味はない。倒れたほうが、情けなさをアピールしたほうが、犬のように腹を見せたほうが、毒舌丸の慈悲に訴えることができるかもしれない。

　そう思いはしても、理刀は膝ひざを折らなかった。

　目の前にいる毒舌丸からも、目をそらさなかった。

　現状を真っ正面から受けとめ、それでもなお逃げなかった。

　痛いよ、苦しいよ、嫌だよ、助けてよ、吐きそうだよ、やめてよ、泣きそうだよ、なんて弱音が、体の奥から次々とあふれ出してくる。

　それでも理刀は、毒舌丸に背をむけなかった。

「春日かすが理刀さんの意識があるうちに言っておきます。わたしはフォンターナ家の護衛官です。私情で拳こぶしが鈍ることはありません」

　ゴスッ、と再びボディ・アッパーを食らった。が、今度は腕でガードした。

　骨が軋きしみ、体ごと宙に浮きそうな威力に、冷や汗が背を伝う。

　ゴスッ、ゴスッ、ゴスッ、と続けざまに腕を殴られたあと、パン、とあご先を打たれた。

　平手で軽く張られただけなのに、視界が揺れた。ついでに頭の中も揺れたため、一瞬だけ意識がかすれ、世界が白に包まれた。

　理刀は慌あわててガードを上げた。と、今度はがら空きになった腹を打ち込まれた。

「……………！」

　声も出せず、根性も出せず、気合いもやせ我慢も出せないまま、とうとうその場に膝を折ってしまった。

　このまま地面に座り込もう。そして毒舌丸に頼むのだ。

　もう許して下さい、と。

　膝が震えている。体も震えている。心だって、先ほどからずっとガタガタ震えている。それでも理刀は、カメのようにガードを上げてゆっくりと立ち上がった。

　毒舌丸が、すぐに殴りつけてくる。

　ゴリッ、と骨に響いた。

　ゴスッ、と皮膚がよじれた。

　ズシン、と腹の底に響いた。

　それでも理り刀とは、両足を踏ん張った。

　どうして自分は殴られているのだろう？

　どうして自分は我慢しているのだろう？

　どうして自分は抵抗しないのだろう？

　どうして……………、わからない。

　ただひとつだけ言えることは、「負けたくないから」である。

　先ほどからずっと、銀のツインテールが頭の隅で揺れ動いている。最高の笑顔つきで。

　だから、負けたくなかった。膝ひざを折りたくなかった。彼女を裏切りたくなかった。

　そして……、自分自身の気持ちを裏切りたくなかった。

「春日かすが理刀さん、あなたは人間なんですよ？」

　毒どく舌ぜつ丸まるの冷たい声が、ひりっと心のどこかに染みてくる。

　でも、それがどうした？

　自分は人間で、あの子は魔族。

　それが現実。変えることのできない事実。

　だから、それがどうした？

　トスッ、と素早い突きが、ガードの隙すき間まにすべり込んできた。それが、正確にみぞおちへ突き刺さってくる。

「……………!!」

　ゲボッ……、と堪たまらず口の中から胃液を吐き出した。

　胃液で唇が濡ぬれ、胸もとが汚れてもなお、理刀はガードを下ろさなかった。カクカクの膝も折らなかった。

「あなたは『混沌とした実在カオテイツク・リアル』なんですよ？」

　拳こぶしよりも、毒舌丸の声のほうが痛かった。

　それでも堪こらえることができた。

　自分は、魔力を打ち消してしまう能力者。

　あの子は、魔力とともに生きてきた魔族。

　それでもきっと、歩み寄ることができるはずだ。方法があるはずだ。最初からあきらめたくない。そんな思いがあるから、不安で不安定で不条理ないまを堪たえることができた。

　希望は……、きっと……。

「魔族と人間は、相あい容いれない存在なんですよ？」

「そんなことっ、だれが決めたんですかっ!?」

　ほとんど反射的に、叫んでいた。

　腹の底から、想おもいを吐き出していた。

　毒どく舌ぜつ丸まるが、どこか驚いたような表情で殴る手をとめた。

　叫んだことに自分でも驚きながら、理り刀とは激した感情をなんとか抑え込み、毒舌丸の鋭すぎる目を受けとめ、包み込み、そっと押し返した。

「魔族と人間が相あい容いれないなんて、だれが決めたんですか？」

「春日かすが、理刀さん……」

「生意気を承知で言いますけど、いっしょうけんめい歩み寄って、たくさん話し合って、いっしょに解決策を見つけていけばいいんじゃないですか？　簡単に相容れないとか言う前に、考えることがいっぱいあるんじゃないですか？　やることだっていっぱいあるんじゃないですか？」

　毒舌丸が、ギリッと拳こぶしを握り締めた。

　それでも理刀は、言うのをやめなかった。

「オレのことを信用してほしいとは言いません。でも、キュートのことは、もっと信用してあげてもいいと思いますけど？　意外と、なんて言ったら悪いかもしれないけど、しっかりしてるし、さすがフォンターナ家のお嬢様って感じで、意志も強いじゃないですか」

　キュートの輝くような笑顔が、いまはハッキリと頭の中に浮かんでいる。彼女が笑ってくれるなら、自分はどんなことでもがんばれるような気がした。

「わたしは、フォンターナ家の従者です……」

「でも、キュートのことが好きなんでしょ？」

　毒舌丸のつぶやきに、理刀はすかさず言葉を添えた。

　彼女の目が、徐々にゆるんでいくのがわかった。握り締めていた拳が、いつの間にか開いている。

　毒舌丸が、チャイナ服の胸もとから手帳を抜き取り、素早くページを開いた。

　氷のようなメガネレンズの奥で、瞳ひとみが微笑ほほえんでいるように見えるのは……、気のせいだろうか？　こういう〝らしくなさ〟は新鮮でいいかもしれない。

「最終手段を失敗した際の指示が……ありません」

「〝指示〟って、だれからです？」

「おこたえできません」

　そう返してきた毒舌丸の瞳は、彼女らしくなくゆるやかに微笑んでいた。




　マンションの管理人室前で、理刀と毒舌丸はあらためてむかい合った。

　体には、ほとんど痛みがない。毒舌丸が、あとに残りづらい打撃を加え続けてくれたのだろう。

「毒舌丸さんが手加減してくれたお陰で、かすり傷ひとつありませんよ」

「くれぐれもケガをさせないように、と申しつけられていましたので」

「だれから？」

　しつこく、たずねてみた。

　と、毒どく舌ぜつ丸まるがちょっとばかり唇をもごもごさせたあと、

「総統Ｘ、とだけ言っておきます」

　そっと教えてくれた。

「総統Ｘって、いったい……」

「これ以上は、おこたえできません」

「そう、ですか」

　理り刀とは、小さく息をついた。どんなにしつこく頼んでも、毒舌丸は総統Ｘの正体を絶対に教えてはくれないだろう。

　残念だけど、と理刀が肩を落としたときだった。驚いたことに、毒舌丸がいきなり抱きついてきたではないか。

「!?」

　全身を強こわ張ばらせた理刀にかまわず、毒舌丸が耳もとでささやいた。

「どうかくれぐれも、キュートお嬢様のことをよろしくお願いします」

　ぎゅっ、と腕に力を入れてくるから、吐息も体温もチャイナ服越しの胸の弾力も、しっかりと感じることができた。

　突然のことで混乱する頭をなんとか整理しつつ、もしかしてまだ酔ってるんですか？　なんて質問をノドの奥へ押し戻したあと、理刀は正直な気持ちを言葉にした。

「全力でがんばります」

「では……」

　毒舌丸が理刀から素早く体を離したあと、どこか照れくさそうな表情で言った。

「夕飯の買い出しがありますので、これで。食事の準備ができましたら、内線でお呼びします」

「いつもすみません」

「きょうはハンバーグにするつもりです」

　微かすかな笑みを唇に、毒舌丸が管理人室へ入っていく。

　そんな彼女の昇り竜に、理刀は頭を下げた。





六章　純情サタデー







　土曜日。

　現在、午前一〇時五七分。

　待ち合わせ時間の三分前。

　理り刀とは腕時計から目を外し、通りの先を見た。

　いま立っている場所は、有名ホテルの裏通りだ。すぐそばには、ホテルの裏口がある。日が遮られて薄暗いし、壁際にはポリバケツがならんでいるし、どこか生ゴミ臭くさい。

　昨晩、キュートからこの場所を指定された。

　同じマンションに住み、しかもお隣同士だけど、学校も休みだし、せっかくのデートだから雰ふん囲い気きを出したい、と彼女は言っていた。

　理刀は、微かすかな排気ガスと生ゴミ臭にもかまわず、大きく息を吸い込んだ。

　あのときの残り香が、いまも空気の中に溶け込んでいるような気がする。

ここは……、キュートと初めて会った場所だから。

　ゆっくりと、あの日、あのとき、この場所でのことを思い出していく。

　能力値が、いつまでたっても九九のままだった理刀は、意を決してホテルで催されたパーティに潜入した。｛魔界の至宝スキユース・フオンターナ｝に会うため。会って友達になり、魔界の食料を食べさせてもらうため。

　それによって能力値を一〇〇まで強引に押し上げ、レゾン学院の能力開発学科ペンタグラムに移籍し、スターライトになりたかったから。

　結果的には、スキュースがパーティを欠席したため、目的を果たせなかったけど。

　その後、逃げるようにして裏口から出てきた理刀は、この場所で始し祖そ竜りゆうのシィちゃんと会ったのだ。

　なんの断りもなく頭に寄生されたときは、さすがに驚いたけど……。

　お陰で、シィちゃんを追ってきたキュートと劇的な出会いを果たすことができたから……、結果オーライである。

　ホテルの裏口で、色気もない裏通りで、待ち合わせスポットでもない場所で、理刀とキュートは初めて互いの存在を知った。

　あのとき理刀は、キュートのことを超有名魔族のスキュース・フォンターナだと信じて疑わなかった。

　そして彼女は、理刀のことを〝ただの人間〟としか思っていなかったはずだ。

　それがいつの間にか、お隣さんになっていて、毎日いっしょに登校して、毎日いっしょにお昼を食べて、毎日いっしょに晩ご飯も食べている。

　理り刀ととキュートの間で少しずつ積み重ねてきたモノが、共通の思い出になり、互いを想おもい合う印しるしになり、互いをつなげる絆きずなになっている。

　出会いというものは、本当に不思議だ。

「お待たせ」

　不意に、後ろから声をかけられた。

　あのときと同じ声。

　この刹せつ那なを味わうように、理刀は意識してゆっくりと振りむいた。

　キュートの恥ずかしそうな笑顔が、ふんわりと花咲いている。

「ぅわぁ………」

　理刀は思わず、感嘆の息をもらした。

　キュートが、あのときと同じ格好をしていたからだ。

　黒いシックなドレス。

　胸に詰め込んだパット。

　リュックも背負っている。理刀からは見えないが、おそらくは猫顔リュックだろう。

　さすがに、はいているのはホテルのスリッパではなく、ドレスに合わせた黒いローヒールだ。

　キュートが、ほんのり紅あかい頰ほおにかかった銀髪を手で払った。「どうかな？」と空色の瞳ひとみでたずねてくる。

　ツインテールではなく、銀髪を背に流した姿は、本当にきれいだった。

「似合ってるよ」

　理刀は正直に、彼女へ思いを伝えた。

　キュートの頰が、赤みを増した。

「エヘヘ。きょうはスキュースお姉様じゃないから……」

　キュートが、胸もとに手を差し込み、ごそごそと動かしたあと、ふたつの胸パットを取り出した。そして、

「これは、必要ないわ」

　そばにあったポリバケツのフタを開け、その中へポイッと投げ捨てる。

　彼女の言うとおり、きょうは春日かすが理刀とキュート・フォンターナ、ふたりのお出かけである。

　キュートはキュートのままで。

　あのときのように幻術で自らを飾り立て、｛魔界の至宝｝を演じなくてもいい。

　ポリバケツのフタを閉め直したキュートが、エヘヘと恥ずかしそうに、それでもどこか誇らしげに笑った。

〝自分は自分のままで〟ということなのだろう。

「あのね、きょうはね、あたしと理り刀とが初めて会った日と同じコースをたどって、海までいきたいの。それでいい？」

「もちろん！」

　キュートの笑顔にこたえる言葉は、このひと言しか思い浮かばない。




　理刀とキュートは、あのときと同じように道の途中にあるボス・バーガーへ入った。昼時にはまだ少し早いため、客の入りも二、三割といったところである。

　カウンターに歩み寄ったキュートが、メニューに目を落としもせず、

「ビッグ・ボスセットをお願い」

　女性店員にキラキラの笑顔を投げた。

　注文するのも、あのときと同じモノ、ということらしい。だが、

「んんん、申し訳ございませぇぇん。ビッグ・ボスセットはぁ、先月、涙を吞のんで、販売を中止しましたぁ」

　言葉通り、店員が本当に申し訳なさそうな顔で腰を折った。

　キュートが、むぅっと下唇を突き出した。

「しかたないわね。それじゃあ、ゴッド・マザーセットをお願いするわ」

「ゴッド・マザーセットでございますね？　ありがとうございます」

　店員が、くるっと表情を変え、にこやかな営業スマイルを浮かべた。

　キュートの隣で、理刀も同じセットを注文した。なにもかもあの日と同じ、というわけにはいかないようだ。

　ときが経たてば、様々なものが変化していく。

　ファーストフード店のメニューも、街も、人も、移ろい流れていく。

　ゴッド・マザーセットをもってあの日と同じ席に着いた理刀たちは、さっそくハンバーガーにかぶりついた。

「マザーバーガーもおいしいわね」

　キュートが、小さな唇についたソースをぺろりとなめ取る仕草は、とても可愛かわいい。

　そんな彼女が、リュックを背負ったままだったから、

「リュック、椅い子すにかけとけば？」

　理刀は、そう声をかけた。

「ん？　そうね。いろいろもってきたから、けっこう重たいの、コレ」

　キュートが、もそもそと腕を動かしながら背からリュックを下ろし、膝ひざの上に置いた。

　ネコ顔が、にゃ～と理刀を見上げてくる。

「なに入れてきたの？」

「んっとねぇ、ほら」

　理り刀との問いに、キュートがリュックのチャックを開け、机の上に置く。

　中を覗のぞき込むと、ごちゃごちゃと様々なものが入っていた。

　ヘビやクモやムカデのオモチャが見えた。

　懐かしい。

　ヘビのオモチャで、からんできた連中を見事に追い払ったときのことは、いまでも鮮明に覚えている。

　ほかにも、小さな袋のスナック菓子、ハンカチ、ちり紙が入っていた。その中から、

「あ、これ見せてもらっていい？」

　理刀は、葉書サイズのアルバムを取り出した。革表紙の豪華なものである。

「それ、理刀といっしょに見ようと思ってもってきたの」

　キュートが、テーブルに身をのり出してくる。

　その際、さらりとこぼれた銀髪からイチゴの香りが漂ってきたため、理刀はアルバムのページを開けるだけでもドキドキしなければならなかった。

　最初の一枚は、キュートを真ん中に一〇数人のお姉様方が写っている写真だった。

　前に見せてもらったときは、キュートのことをスキュースだと思い込んでいたし、キュートのほうも幻術が効果を及ぼしていると信じて疑っていなかったから、ちぐはぐな会話のやり取りがあった。

　写っているお姉様方とも会ったことがなかったから、ただただきれいな女ひ性とばかりだな、と感心していただけだ。

　でもいまは、数人のお姉様を知っているから、写真の楽しみ方も違ってくる。

「もしかしてこれ、ゴルゴンゾラさんとパルメザンさんじゃない？」

　写真の後ろのほうで、木の枝から逆さにぶら下がっているふたりの女性がいた。顔がハッキリとはわからないものの、よぉく見ると金髪と銀髪で、黒っぽいベストとパンツ姿だったから……。

「ああ、それね。ふたりとも普通に撮られようとしないのよね。バカみたいでしょ？」

「ハハ……」

　ゴルパルツインズらしいけど、「うん、そうだね」とはさすがに言えないから、理刀は曖あい昧まいに笑っておくことにした。

　ページをめくると、カカやリイザも写っていた。ネクロや、ほかにも見たことのあるお姉様方がちらほら。

　スキュースと、彼女の腰に抱きついたキュートのツーショット写真もあった。

　キュートの幻術が理刀に効いていないことが判明したのは、この写真がキッカケだった。

　キュートも、それを思い出しているのだろう。目もとをゆるめ、わずかに頰ほおを染め、唇をほころばせている。

　アルバムから目を外し、理り刀とはふとネコ顔リュックへ視線を移した。底のほうに、たたまれた灰色の布が入っている。

「これは？」

　手を伸ばし、灰色の布を取り出した。

　薄い布だが、肌触りがいい品ではないし、きれいな色というわけでもない。ひろげたら、けっこうな大きさになりそうだ。

　キュートが、どこか慌あわてた様子で、理刀の手から布を奪い取った。

「えっとね、こ、これは、海岸にいったとき、その、場合によっては、なんていうか、使いたいなぁ～とか、か、考えてるんだけど。いっぱい練習したし……」

「練習？」

「あ、や、な、なんでもないの。これ、おいしいわね」

　あまりにもわざとらしく、キュートがポテトをつまみ、ポイッと口の中へ放ほうり込んだ。

　理刀も、彼女と同じようにポテトをつまんだ。

　しつこく訊きかなくても、海に到着すればわかるだろう。

　キュートがなにを練習してきたのか、楽しみだ。


　　　☆☆☆



　キュートは、リュックへ押し込んだ布に意識の二割程度を奪われながらも、理刀とならんでボス・バーガーをあとにした。

　理刀が布に注意をむけたときは、さすがに狼狽うろたえてしまったが、いまはもう心臓も落ち着きを取り戻している。

　あれだけ練習したんだから……、大丈夫。「好き」だという想おもいを口にしなくても、彼ならきっとこたえてくれる。怖いけど、一方通行の想いに終わるかもしれないけど。

　そのときがきたら……、キュート・フォンターナらしく……、自分らしく……、ありったけの勇気を振り絞って……。

　月曜から金曜までのおよそ五日間で、決意を胸に刻むことができた。でも、いざそのときになれば尻しり込ごみするかもしれない。そんな弱気が、まだ微かすかに残っている。

　キュートは、努めて表情をやわらげながら、理刀の隣を歩いた。彼が、歩調を合わせてくれることが嬉うれしい。

　天気がいいのも嬉しい。水曜日とは大違いである。

　そんな空の下、キュートはふと視線を感じ、ぐるりと周囲を見回した。

　普通の街なみ。

　不審な車や人も見あたらない。

　顔を上げ、頭上のビル窓へ目をむけた。

　どの窓も、一〇月初旬の陽光をきらびやかに弾はじき、そのむこう側がよく見えない。

　街を往ゆく風が、背に流した髪にまとわりついてくる。それが、ちょっとだけ煩わずらわしい。

「どうしたの？」

「いるわね」

　理り刀との問いに、キュートは声を低くした。

「いるって、だれが？」

「理刀、このまま歩き続けて」

「………」

　キュートの目を見て、理刀がそれとなく顔を前へむけ、なにごともなかったかのように歩き続けてくれる。

　頭の回転が速い男の子だから、キュートが抱いた感情を敏感に察してくれたのだろう。

　キュートは、理刀と肘ひじをこすり合わせるようにして歩いた。そうしながらも、周囲にそれとなく意識をむける。

　見えなくとも、どこかにいるはず。

　魔族は、どこにだって潜ひそむことができるから。

　ビルの壁に。影の中に。変へん化げ術じゆつで通行人になりすますこともできるし、お姉様たちなら空間の狭間はざまに身を隠すことだって可能だ。

「もしかして、お姉さんのだれか？」

　理刀が、つぶやくようにたずねてきた。

「よくわからないの」

　本当に、よくわからない。

　思い過ごしかもしれない。

　自分の感知能力では、お姉様たちの気配を探ることは不可能だ。

　それでも、ボス・バーガーを出たときから第六感が警告音を鳴り響かせている。

　いるぞ！　と。

　だれかが見ているぞ！　と。

　必ず隠れているはず。

　きっと、だれかがデートの情報を聞きつけたに違いない。

　ひとりの耳に入ると、瞬く間に姉妹たちのほとんどが知ることになるから。

　だれが隠れていてもおかしくない。

　黙って見守ってくれるならいいけど、そんな姉はほんのわずかである。

「総統Ｘかな？」

　理刀が、ぽそっとその名をもらした。

「総統Ｘって、百もも香かちゃんに変な薬をあげたヤツ？」

「うん。ほかにも、いろいろ動いてるみたいだけど」

「間違いなく、お姉様たちのだれかね」

「かもね」

「とにかく、このまま気づかないフリを続けましょ」

　キュートは、理り刀との手をつかんで「気づいてないよ？」というフリをして歩き続けた。

　そこでふと、別のことに気づいた。

　あ、理刀と……、手……、つないでる。

　肌と肌との密着は……、火傷やけどをしそうで……、それでいて心地ここちよくて。

　顔を上げると、間を置かず彼の笑顔が降り注いでくる。それもまた心地いい。

　理刀も、心地いいと感じてくれているのかな？

　キュートは、あらためて前方へ顔をむけた。

　街を往ゆく風も、心地いい。


　　　☆☆☆



　理刀は、キュートと手をつないでゆっくりと歩いた。

　彼女の手はぷにぷにで、まるで赤ちゃんのようにやわらかくて、強く握るとくしゃっと潰つぶれてしまいそうで、それでもギュッと握り締めたくて、とにかく心地よくて。

　透き通るほどに白い頰ほお。歩みに合わせて揺れ動く銀髪。体の線を隠しもしない黒のドレス。少しばかり不釣り合いなネコ顔リュック。

　キュート・フォンターナという魔界の少女は、可愛かわいさでかたちづくられている。

　理刀は、そう思う。

　実は、砂糖菓子でつくられたプリティ人形だったんですよ！　なんて言われても信じてしまうかもしれない。

　それほどまでに、いまのキュートは甘々な雰ふん囲い気きを身にまとっていた。

　イチゴの香りを振りまきながら、理刀の手をしっかりと握ってくる彼女は、可愛くてたまらない。

　このまま、ずっとずっと手をつないでいたい。

　この道が、ずっとずっと続いていてほしい。

　真まっ直すぐ、信号もなく、総統Ｘの干渉もなく、お姉様方の妨害もなく、ずっとずっと。

　こうして歩いていると、街の音も上質なクラシックに聞こえてくるから不思議だ。

　ケータイになにやら怒鳴っているサラリーマンの大声も、大型車のクラクションも、学生たちの周囲をはばからない会話も、耳に心地よく響いてくる。

　本当に、不思議だ。

　が……、その声だけは、理刀の心地よさをあっさりと粉砕してくれた。

「浮気者っ！」

　理刀は、思わず足をとめた。当然、手をつないだままのキュートも立ちどまる。

　理り刀とに、ビシィィィッ！　と人差し指を突きつけてきた少女は、会ったことも見たこともない顔だった。同い年くらいか？

　いきなり脇わき道みちから飛び出してきた彼女は、ゴスロリファッションというのだろうか、黒のフリフリドレスに身を包んでいるから、街中で浮きまくっている。ということは当然、注目も浴びまくっているということだ。

　理刀をにらみつけてくるゴスロリ少女の目には、明らかな憎悪が浮かんでいた。

　浮気者？　だれが？　え、オレ？

　言葉が出ない。

　キュートも、突然の事態に動けないでいる。

　ゴスロリ少女が、真っ黒な唇をカッと開いた。

「わたしというものがありながら、そんな女と手なんかつないじゃって！　この極悪人っ！　いったいどれだけ浮気すれば気がすむってのよっ！」

「ちょ、ちょっと、なにを……」

　通行人の目が、雪崩なだれのようにドッと集まってくるのを意識しながらも、理刀は胸の前で手を振った。

「オレ、キミのことなんて……」

「もう愛してないっていうのっ!?　ひどいっ！　ひどすぎるぅっ！　あれだけ愛をささやいた相手に、よくもそんなことが言えるわねっ！　このナンパ男っ！」

「ちょっとアンタ、いったいだれ？」

　キュートが、キッとゴスロリ少女をにらみつけた。

　ゴスロリ少女も、ギッとにらみ返してくる。

　少女同士の視線がぶつかり合い、火花を散らした。そこには、いつもキュートとスイートが口こう撃げきを交わし合うようなヌルさはない。

　いったい、なにがどうなっているんだ？　人違いか？　自分とよく似た男が、知らない場所で浮気ばかりしてるのか？　それとも……。

　理刀は、キュートの手を引いて一歩を踏み出した。

「オレ、本当にキミのこと知らないんだけど、もしかしてだれかと間違って……」

「春日かすがくん、今度はその子をつまみ食い？　お盛んね」

　脇道からまた、新たな人物が姿を現した。

　すらりと背の高い、レゾン学院の制服を着た短髪の女の子である。制服には普通科のマークがついているけど……。

　こちらもまた、見たこともなければ会ったこともない。言葉を交わしたのも、きょうが初めてだ。本当に、学院の生徒か？

「だれ？」

　理り刀とは、唇をこれでもかと歪ゆがめた。

　表情を強こわ張ばらせたキュートが、ゴスロリ少女と短髪少女へ、それぞれ視線を投げている。

「わたしに飽きちゃったの？　この服だって、あなたが好きだっていうから、毎日着てるのに……。あなたのぬくもりがなくなったら、わたし、生きてけないわ」とゴスロリ少女。

「春日かすがくんってば、モテモテね。わたしみたいに強い子ばかりじゃないのよ？　でも、わたしだって、あの日の夜は、涙で枕まくらを濡ぬらしたんだから……」と短髪少女。

　彼女たちは、いったい何者なんだ？

　もしかしたら、お姉様のだれかが化けているのかも……、だとしたら。

「ごめん、オレ、本当にキミらのこと知らないから」

　理刀は、ボク混乱してます、といった態度で少女たちを油断させながら、両りよう膝ひざに力を溜ためた。

「「ひっどぉい、しらばっくれるつもりなのね！　このぉぉぉ、最低男っ！」」

　ゴスロリ少女と短髪少女が、まるで何度も練習したかのように、肩を寄せ、声を重ねた。

　ここで一気に、理刀は間合いを詰めた。

「「！」」

　少女たちが、両の眉まゆをそろって跳ね上げた。

　タッチ！












　ゴスロリ少女の腕に理り刀とが触れた途端、瞬く間に彼女の姿が搔かき消え、代わりに、ありゃりゃ～、といった表情のゴルゴンゾラが現れた。

「もうっ、ゴルゴンゾラお姉様っ！」

　キュートの声で、短髪少女に化けていたパルメザンも、あっさりと正体を現した。

「「バレちゃったねぇ」」

　頭にのせたサングラス、そして黒革のジャケットとパンツとブーツはすべて同じ。違いは金と銀の髪色だけ。そんな仲よしツインズをにらみつけ、末っ妹こが下唇を突き出した。

　理刀は、文句も言えず苦笑いを浮かべることしかできない。

　ゴルゴンゾラが、ひょいと肩をすくめた。

「混こん沌とん坊やってば、ナイスな踏み込みだねぇ」

「ダメだよゴル。二秒くらいは防御できたでしょ？」

「う～ん、触られるタイミングと場所がわかればよかったんだけどねぇ。それでも、一・五秒が限界だよ？」

「やっぱりぃ、いきなりじゃ難しいかぁ」

「「難しいよねぇ」」

　ゴルパルツインズが、仲よく「「ねぇ～」」と顔を見合わせ笑い合う。

「ちょっと、ふたりともデートの邪魔しないで……」

　キュートが眉まゆをつり上げ、ツインズに歩み寄ろうとした直後、

「バレたからにゃ～」

「潔く撤退っ！」

「「アデュ」」

　妖あやしく楽しげな同色の笑顔をならべ、パッと消えてしまった。

「あっ、ちょっと……もうっ！」

　キュートが、やり場のない怒りを叩たたきつけるように、顔の前に拳こぶしを振り上げた。

　様子を窺うかがっていた周りの人たちが、ぽか～んと大口を開けたまま、ツインズが立っていた空間を見ている。

　キュートが拳を下ろし、

「………ったく」

　呆あきれを吐き出した。が、彼女はそれ以上の言葉を口にしようとはしない。ゴルパルだから、しかたない。この程度の被害ですんでよかった、といった表情である。

　ツインズの訪れは、急な雨と同じだ。つまり抵抗できないから、濡ぬれるしかない。どうせ濡れるなら、できれば楽しんだほうがいい。

　ときと場合によっては、ちょっと、いや、かなり……、とんでもなく……、迷惑なときもあるけれど。


　　　☆☆☆



　キュートは、双子の姉たちが消えたあと、指先をそれとなく理り刀との手に伸ばした。

　甲にちょっと触れただけで、彼の手がやさしく開く。

　そしてまた、手と手を握り合った。

　そしてまた、笑顔と笑顔を重ね合う。

　そしてまた、ふたり歩調を合わせて歩き出す。

　ゴルゴンゾラとパルメザンのふたりがデートを嗅かぎつけたということは、当然、他ほかのお姉様たちも知っていると考えていい。

　キュートは周囲を見回した。

　駅へと続く二車線道路には、多くの車が走っている。駅と逆方向へ車で三〇分ほど走れば、海にたどり着くはずなのだが。

　このままだと、お姉様たちをゾロゾロと引き連れていくことになる。そうなったら、もはやデートどころではなくなるだろう。理刀にだって迷惑がかかる。

　それに……、とキュートは背負ったリュックに意識を集めた。

　大きなグレーの布をせっかく用意したのだ。練習だってがんばった。使うかどうかは状況次第だけど、やるからには邪魔されたくない。

　お姉様たちが、自分を大切に想おもってくれていることはわかっている。十分すぎるほどに。

　だからこそまかせてほしい、と思う。

　過保護はよくない、と思う。

　見守ってくれるだけでいいのに、と思う。

　フォンターナの血をもつお姉様たちはみんな、行動的で、我が強くて、お祭り好きで、お節介で、家族想いで、特に末の妹想いで……。

　ときと場合によっては、すっっっごく腹立たしくなる。

　と……、視界の隅をよぎったなにかに気づき、キュートは素早く目を戻した。

　道むかいのビル陰に、サッと隠れる影を見つけた。

　一瞬のことだったが、確かに見えた。

　数本の三つ編み。

　キュートは、数時間前のできごとを思い出した。

　おめかしをしてマンションを出ようとしたとき、管理人室前でスイートとバッタリ会ったのだ。たぶん、偶然じゃない。待ちかまえていたのだろう。

　あのとき、スイートはこう言った。

『あなただけ午前中からのデートだなんて、不公平だと思いませんか？』

　だから、バシッとこう言い返してやった。

『ふん、あたしは前々から理刀と約束してたんだからいいでしょ』

『それでも、土曜日きようだけ特別だと、日替わりデートの公平性が崩れてしまいますわ』

『公平性を保つなんて、誓ってないもの』

　スイートのお株を奪って、ふふんと鼻で笑ってやったときは、いい気分だった。

　でも……、いまになって考えてみれば、妨害ナシといった約束だって、紋章に誓ったわけじゃない。

　キュートは歩きながら、つないだ手を握り締めた。男の子らしい、大きくて硬い手。

「また、お姉さん？」

　理り刀とが、たずねてきた。

　明るい声こわ音ねはどこか、この状況を楽しんでいるようにも聞こえる。でもどうせ楽しむなら、ふたりきりで楽しみたい。

　キュートは、理刀の手を引いて歩みをとめたあと、足早に彼の前を通って体のむきを変えた。方向転換である。

「戻るの？」

「そ、戻るの」

　驚く理刀の手を引いて、キュートはきた道を戻った。

　道の先に、ボス・バーガーの看板が見える。

「お姉さんたち、まだいるの？」

「たぶん、その辺にいっぱい隠れてるはずよ。でもいまは、スイートをまくのが先ね」

「スイート？」

「さっき、むこうのビルに隠れてるのが見えたの」

「デートには干渉しないってルールのはずじゃ……」

「紋章に誓ったわけじゃないわ。人間はどうか知らないけど、あたしたち魔族の間じゃ、口約束と誓いはまったくの別物なの」

　キュートは、奥歯を嚙かみ締めた。

　理刀が、握った手にやわらかな力を込めてくる。まるで、力りきまないでいいよ、と言ってくれているようだ。

「尾行を振りきるの？」

「なんとかしなきゃ、このままお姉様たちにもついてこられたんじゃ、きょう一日がメチャクチャになっちゃうもの」

「方法は？」

「そうね……このまま駅までいって、電車に駆け込むとか、人ひと混ごみに紛まぎれるとか、路地をぐるぐる回るとか、あとは……」

　反射的に歩く方向を一八〇度変えてみただけで、そこに深い計算があったわけじゃない。具体的な方法をたずねられると、短絡的な自分の思考がつくづく嫌になる。

「考え中、ってこと？」

「うん……考え中」

「いいアイデア、浮かびそう？」

「きゅぅぅ、ごめんなさい」

　自分が情けない。

　するといきなり、

「よっしゃ！」

　理り刀とが足を速めた。大おお股またで、どんどん歩いていく。

　キュートも彼に合わせて、半ば駆け足で歩道を進んだ。

　なになに？　どうしたの？　驚いたが、理由はたずねない。ただ、手を引かれるまま、彼に遅れまいと懸命に足を動かした。

　そして、ボス・バーガーの店先まで戻ってきた。

　このまま駅までいくの？

　キュートがそう思った直後、理刀が再びボス・バーガーの店内へ入っていく。

　ここでまた時間を潰つぶすの？

「いらっしゃいませぇ」

　と先ほどの女性店員が、カウンターの奥からにこやかに迎えてくれた。「あ、またきたんだ」なんて表情はカケラも見せない。

　そんな彼女に、理刀が声をかけた。

「すみません、裏口貸して下さい」

「はい、おトイレは奥の階かい段だん脇わきに、って裏口ですか？」

「はい、訳アリなんで、ほんと申し訳ないです」

　店員の返答を待たず、理刀が勝手にカウンターの裏へ入っていく。

「あ、お客様、困ります」

　店員の声を無視し、彼は歩みをとめずハンバーガーの調理場を通過し、ほかの店員の驚いた目を跳ね飛ばし、「すみません」「ごめんなさい」「あ、どうも」などと頭を下げながらも、平気な顔をして進んでいく。

　キュートは、ついていくしかない。

　その勢いのまま、だれにも邪魔されることなく裏口を通り抜け、ふたりはボス・バーガーが入っていたビルの裏手に飛び出した。

　表通りのどこかに隠れているであろうスイートは、いま頃ごろなにも知らずに店の入口を見張っているはずだ。

「まけたかな？」

　ニヤッと悪戯いたずらっぽく笑う理刀の手を、キュートはギュッと握り締めた。

「たぶんね」

　たとえスイートをまいたとしても、お姉様たちの目はごまかせない。絶対にしつこくついてくるはずだ。

　それでも、楽しかった。

　このまま、いけるところまで全力でいってみたい。理り刀ととふたりで！

　爽快感にも似た衝動に、キュートは身震いした。

　手を引かれるまま大通りに駆け出し、そのまま理刀がとめたタクシーに駆け込んだ。

　後部座席で彼に身を寄せながら、キュートは躍る心のままに前方を指さした。

「海までお願い！」


　　　☆☆☆



　まだまだ夏の面影を残している一〇月上旬の海岸には、キャッチボールをしている親子や、若いカップルや、ランニングをしている人がちらほら見えた。

　理刀は、キュートといっしょに砂浜へ足を踏み入れた。

　やわらかな砂にふたり分の足跡をつけながら、波打ち際まで歩み寄る。

　潮風が気持ちいい。

　キュートの銀髪がサワサワと揺れる様も、見ていて気持ちいい。

　ゆるやかな波の音も、耳に気持ちいい。

　理刀は、キュートと身を寄せ合うようにして海を眺めた。

　あの日、ふたりできた海。

　きてよかったと思う。

「気持ちいいわね」

　キュートが、風に揺れる銀髪を手で押さえながら、微笑ほほえんだ。

　彼女の言葉が、嬉うれしかった。

　自分たちはいま、同じ場所に立ち、同じ時間を生き、同じ感情を共有している。

　そう思うと、心底嬉しくなった。

　そんな感情が、どんどん膨らんでいく。とめようもなく膨らんでいく。爆発寸前まで膨らみ続けるから、大声で海にむかって叫びたくなった。が、いきなり叫ぶとキュートを驚かせてしまうから、

「とうっ！」

　理刀は、思い切り砂を蹴けって跳び上がった。

　そのまま、バシャンと海の中へ。

「きゅっ!?」

　結果的にキュートをビックリさせてしまったようだが、彼女の笑顔は消えていない。

　靴も靴下もズボンの裾すそもびしょびしょになるけど、気にしない。本当なら、頭から海へ飛び込みたい。いますぐ体を冷やさないと、大声で歓喜を表現してしまいそうだから。

　嬉うれしい、が両手を動かした。

　楽しい、が両足を動かした。

　感動が、心を動かした。

　理り刀とは波を蹴けるようにして、バシャバシャと歩き回った。この衝動を急いで抑え込まないと、どうにかなってしまいそうだ。

「もう、理刀ったら……」

　キュートが、呆あきれたように笑ったあと、その場でヒールを脱いだ。そしてスカートを両手で持ち上げ、海の中へ入ってくる。

　ドキッと、理刀は心臓になにかが突き刺さってきたかのような痛みを覚えた。

　キュートの白い足が波に洗われながら、水を弾はじきながら、巻き上がった砂を付着させながら、理刀に近づいてくる。

　いつもキュートの制服姿を見ているから、慣れていると思っていた。

　制服のスカートは、ちょっと、いやいや、かなり短いから、キュートの細い両足は何度も目にしていたはずだ。だから、目に慣れ親しんでいると思っていた。

　それなのに……。

　ドレスの裾すそが濡ぬれないよう、キュートがスカートを持ち上げている姿は清せい楚そで、可か憐れんで、愛らしくて、加えて艶つやがあって、色気があって、美しさがあって……。

　まるで、映画のワンシーンを観みているかのようである。

「意外とあったかいのね」

　キュートが、波をパシャンとつま先で蹴り上げた。

　そんな動きが、とても様になっている。

　小さな足、透明なふくらはぎ、硬さを感じさせない膝ひざ、ちらりと見えている太もも。すべての部位が絶妙な配置でつながり、キュート・フォンターナという少女の脚あしをかたちづくっている。

　もしかしたら自分は、奇跡の造形を前にしているのかもしれない。

　理刀はしばし、キュートに見とれた。

「どうしたの？」

　近づいてきたキュートが、上目づかいにたずねてくる。

「あ、い、いい感じに冷たくないから、海、あったかいね。まだ泳げるんじゃないの？」

　自分でもなにを言っているのか、よくわからない。それでも、

「泳ぐには、かなり冷たいわね。風か邪ぜひいちゃうわよ？」

　キュートが笑ってくれたから、ヨシとしておく。

　理刀はすかさず、海の中で靴を脱いだ。靴下も脱ぎ、適当にしぼって靴の中へ押し込んだあと、左手をキュートへ伸ばした。

「歩こうか？」

「ええ、歩きましょ」

　まぶしさは、海面に弾はじかれた光のせいなのか、それとも彼女が見せてくれた笑顔のせいなのか……、とにかく理り刀とは、手に感じるキュートの熱に心が震えるのを感じた。

　軽く握ったキュートの手は、やっぱりキュートの手、だった。

　キュート・フォンターナという女の子の怒りっぽいところや、不器用なところや、口くち下べ手たなところや、あたたかいところや、やさしいところが、ぎゅぎゅぎゅぅ～っと詰め込まれている『手』だった。

　そんなキュートの手を、理刀はしっかりと感じ取ることができた。

　ふたりは、それぞれ片手に自分の靴をもち、もう片方の手をつないだまま裸足はだしで波打ち際を歩いた。

　軽く握り合わせていただけだったのが、一〇〇歩も歩かないうちに、いつの間にか指をからめ合わせていた。

　もう一〇〇歩ほど進んだときには、腕を擦すり合わせていた。

　キュートはずっと、微笑ほほえんでくれていた。

　波音はずっと、心地ここちよかった。












　このままずっと、歩き続けていたい。

　彼女といっしょに……。


　　　☆☆☆



　このままずっと、歩き続けていたい。

　理り刀とといっしょに……。

　キュートは、心の底からそう思った。

　彼が嬉うれしそうにしていると、自分も嬉しくなってくる。

　彼が楽しそうにしていると、自分も楽しくなってくる。

　砂浜は、もう少し先まで続いている。そのむこうは、ごつごつした岩が固まっていて進めそうにない。

　あそこまで、ゆっくり歩こう。たっぷり時間をかけて、ゆっくりゆっくり、いまの空気を味わいながら、ゆっくりゆっくり。

　理刀が、そっとキュートの手を横に引いた。

「前にきたときは、その辺でアルバム見せてもらったっけ」

　彼に言われて、キュートは周りへ視線を巡らせた。浜辺へ入ってくる階段の位置や岩場との距離を確かめ、そういえば……、と思い出す。

　砂の上に腰を下ろし、家族のアルバムを理刀に見せたのだ。

「そうだったわね。あのとき、理刀に幻術が通用してないってわかって……」

「ボカスカ殴られた」

「ボ、ボカスカなんて殴ってないでしょ。せいぜいポカポカくらいだったわ」

「そうだった？」

「そうだったわ」

　キュートは、理刀を見上げてわずかに唇を突き出した。ボカスカなんて、乱暴者のような叩たたき方なんかしていない……、はず。たぶん。

「じゃあ、ポカポカに訂正するよ」

　理刀が、ニッと唇の両端を上げた。

　そんな彼を見ていると、トクン、トクン、トクン、と規則正しく動いていた心臓が、トクトクトクッと忙せわしなく動き出す。顔もなんだか熱くなってくる。

　キュートの鼓動や血流の変化に気づくはずもなく、理刀が言葉を続けた。

「あのあと、毒どく舌ぜつ丸まるさんにナイフを突きつけられたんだよな。ハハハ、マジで怖かったよ」

「毒舌丸ったら、人間界にきたばかりでピリピリしてたから」

「へぇ、毒舌丸さんでもピリピリすることあるんだ？」

「あたしも毒舌丸も、初めての人間界だったのよ。そりゃ緊張するわよ」

「キュートがホテルを脱走するから、よけいにね」

「きゅ～、悪かったと思ってるわ」

「でもさ、そのお陰でオレたち知り合えたんだよな」

「そうなるわね。ん？　だったら、あたしの脱走は間違いじゃなかったってことよね？」

「シィちゃんのお陰でもあるけどね」

「そっか、そうよね。魔界からシィちゃんを連れてきてなかったら、脱走してたって理り刀とと会えなかったかも」

「シィちゃんがオレの頭に寄生したから、オレたち出会えたんだよ」

「シィちゃんのお陰ね」

「シィちゃんのお陰だ」

「不思議ね」

　キュートは、理刀に笑いかけた。

　彼も笑ってくれる。

　もし、シィちゃんをスキュースお姉様から借りていなかったら。

　もし、パーティが嫌でホテルを脱走しなかったら。

　もし、シィちゃんが理刀に寄生しなかったら。

　もし、シィちゃんが始し祖そ竜りゆうじゃなかったら。

　もし、理刀が『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者じゃなかったら。

　数多くの〝もし〟が、頭の中を流れていく。

　あのときの自分は、臆おく病びよう者ものだった。

　幻術で自らの小ささを覆おおい隠し、いかにも大物であるかのように振る舞っていた。

　器の小さな半人前以下でしかなかった。

　だからこそ、正体がバレるのを怖れて歓迎パーティから逃げ出したのだ。

　そう考えると、大嫌いだった自分の性格さえも、愛いとおしく思えてくる。自分自身に自信がなかったからこそ、理刀と出会うことができたのだから。

　そしていま、手をつなぎ、裸足はだしで砂浜を歩いている。

　つくづく、出で逢あいは偶然と必然と不思議の積み重ねだと思う。

　出逢いは、偶然と、必然と、不思議。だったら……、その先は？

　ふと気づくと、岩場の近くまできていた。砂浜はもう終わりだ。

　周囲を見回すと、カップルも、ランニングをしていた人も、キャッチボールをしていた親子もいなくなっていた。

　浜辺には、キュートと理刀のふたりだけ。

　キュートは、甘えるように理刀の腕に寄りかかった。そうやって自身を重りにすることで、体の大きな彼の歩みをとめる。

　海面にちりばめられた光の粒が、直視できないほどの輝きを放はなっている。

　キュートは光に目がくらみそうになりながらも、ドキドキドキッと早鐘を打ち始めた心臓を静めることに努めた。

　理り刀との目が、自分を見下ろしている。

　キュートは勇気を出してアゴを上げ、彼の視線を受けとめた。

　迷いはまだ、ぬぐえない。

　戸惑いだって、なくならない。

　それでも、それでも、それでも……。

　彼との出で逢あいに感謝してるから。

　キュート・フォンターナ、がんばりなさい！


　　　☆☆☆



　頰ほおを紅潮させたキュートが、真まっ直すぐ、視線をそらさず、真しん摯しに見つめてくる。

　理刀は、そんな彼女の目から顔をそらさなかった。強い想おもいを感じたからだ。

　キュートが、どこか金魚のように小さな唇をパクパクと動かしたあと、ようやくといった感じで言った。

「あ、あのね、あたしが人間界にきたばっかりのとき、スキュースお姉様から石化の呪じゆ系けい術式をかけられたこと、あったでしょ？」

「ああ、あのときね……」

　確か、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力で触れても消すことができないほど、超強力な石せき化か呪じゆだったはず。

　そういえば、あのときは……。

　いま、だれもいない浜辺の隅で、理刀とキュートは身を寄せ合っている。

　こんなシチュエーションで、若い男女がやることといったら、手をつないで仲よく歩くだけ？　もっとほかにあるよね？

　キュートの顔は、すでに真っ赤だ。

　彼女が言いたいことに気づき、理刀も体が熱くなった。

「ちょ、ちょっと、待ってて……」

　キュートが、パンプスを下に置き、続けて背負っていたネコ顔リュックを下ろし、どこかもたもたした動きでチャックを開け、中から灰色の布を取り出した。

　ボス・バーガーでも見たけど、あの布はいったい？　そんな理刀の疑問にこたえるように、布をひろげたキュートが、それをフードのように頭からかぶった。

　銀色の透明感と灰色の不透明感が混ざり合い、いまにも空気の中へ溶け込んでしまいそうなほど頼りなく見えた。

　しっかり抱いていないと、大切な女の子が消えてしまうかもしれない。と、そんな不安が理刀の胸を締めつけた。

　灰色の薄布を胸の前で引き合わせたあと、キュートが、きゅぅ、とどこか熱を帯びた息をついた。いつの間にか、涙目になっている。

「あたしね、いっぱい練習したの……コレね、こ、こうやってかぶれば、周りから石にしか見えないから、あたしが、また、せ、石化されたってことで、あの、えっと、その……」

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者である理り刀とには、キュートが石に見えているかどうかなんて、確かめる術すべはない。

　ないけど……、確かめるつもりなんてさらさらなかったし、キュートに最後まで言わせるつもりもなかった。

　理刀は、指にさげていた靴を砂の上に落とした。

　キュートから、面とむかって「好き」だと言われたことは一度もないけど、彼女の行動を見れば、言葉にしてもらわなくてもわかるから……。

　全身に鳥肌が立つほどの嬉うれしさを覚えながら、理刀は気持ちを固めた。

　女の子にここまでされて、ガツンとこたえなきゃ男じゃない！　でも……。

　ドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキッ！

　あ……、心臓が……、張り裂けそう……。

　張り裂けてもいいや。

　理刀は、腰を屈かがめた。

　体の奥が熱くなり、心臓の動きとは裏腹に気持ちが急速に落ち着いていく。

　目の前の少女だけに、全神経が収束していくのがわかった。

「ん」とアゴを上げたキュートが、そっと目を閉じた。彼女の長いまつげには、涙の玉がいくつも光っている。

　理刀は、キュートの肩を引き寄せた。

　キュートはされるがままに、なんの抵抗もしない。

　唇と……、

　唇が……、

　近づき……、

　触れ…………………………………………………ようとしたそのとき、足もとが揺れた。

　地震？

　ボゴォ！　ガボォ！　グボォ！　という音が、理刀のすぐそばから聞こえてきた。

「なっ!?」

「きゅっ!?」

　理刀はキュートから体を離し、とっさに彼女を背にかばった。

　信じられないことに、突如、砂の中から人間が現れたのだ。いや違う。人間ではなく、砂そのものが人のかたちをしている。

　最初は三体だった。しかし、海岸から次々と砂人形が姿を現し、みるみるうちに数えきれないほどの大群となった。

　わけがわからない。それでも、砂人形は敵意をもっていそうで、悪者面で、砂のくせにヴォロロロ、なんて低くうなっているから、理り刀とはとにもかくにも身構えた。

「なにコイツら？　もしかして、またお姉様のだれかが……」

　キュートに最後まで言わせまいとしているかのように、砂人形たちが襲いかかってきた。

　駄々っ子のように両腕を振り回し、理刀をバシバシ殴りつけてくる。が、そのたびに腕がもげ、崩れ落ちていくから、なんだかじゃれつかれているような気がしないでもない。

　しかしながら、もげた腕が次々と生え替わり、すぐにまた殴りつけてくるからキリがないし、簡単に崩れるとはいえ意外と痛い。

「きゅっ！　闘やる気みたいね！」

　理刀の背から飛び出したキュートが、勇ましく先頭の砂人形へ跳とび蹴げりを入れた。と、まるで爆弾でも食らったかのように、砂の人型が弾はじけ飛んでしまったではないか。しかも、数体いっぺんに。

　まさにダイナマイト・キックである。

　なるほど、と理刀は理解した。

　砂人形は間違いなく、お姉様のだれかがつくり出したモノだ。だから、キュートには攻撃しないし、彼女が攻撃すればあっさりと砂へ戻るようにできている。

　海岸を埋めつくすほどのとんでもない数だが、キュートに危険は及ばないようだ。

「なんだか、スカッとするわね」

　キュートが顔を輝かせたときだった。

「春日かすが理刀さん、突然で申し訳ありませんが、失礼します」

　理刀の横から、毒どく舌ぜつ丸まるの冷めた声が聞こえてきた。

　直後、鋭く重く強い無形のなにかが体の中に潜り込んできたような感触が……。

『混沌爆弾カオテイツク・ボム』

「……………!!」

　無音の超爆発が、海岸全域にひろがっていくのがわかった。

　キュートのスカートがめくれ上がり、白すぎる足が理刀の目に飛び込んでくる。

　舞い上がった砂が収まったあと……、すべての砂人形は姿を消していた。


　　　☆☆☆



　キュートは、一体の砂すな傀かい儡らいもいなくなった海岸を見渡し、大きく息をついた。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者である理刀に攻撃魔法をぶつければ、周囲の魔法を一掃する魔力爆発を起こすことができる。

　毒舌丸は、よほど強力な攻こう撃げき呪じゆを理刀にぶつけたのだろう。

　でも……、とキュートは唇を歪ゆがめた。

　毒どく舌ぜつ丸まるが、デートについてきていたなんて……。心配してくれるのはありがたいけど、ちょっとだけ腹立たしい。たぶん、お姉様も数人、下へ手たしたら数一〇人、そのへんに隠れているはずだ。そう考えると、腹立たしさという風船がどんどん膨れあがっていく。

　この怒りは、どこにぶつければいいのだろう？

　毒舌丸を軽くにらんだあと、キュートはわずかに息をついた。彼女の忠誠心に怒りでこたえるのは、とてもよくないことだ。

　気を取り直し、理り刀とに顔をむける。彼と楽しい時間をすごせば、きっとこんなイライラも空の彼方かなたへ飛んでいくだろう。

「？」

　理刀が、ぎょっと目を見開いている。強こわ張ばった表情の理由は？

　キュートは、彼の視線をたどって、そろそろと首を動かした。

　すぐ隣に、自分と同じ顔の女の子が立っていた。

　頰ほおに砂粒がくっついた顔も、瞳ひとみの色も、髪の色も、髪型も、服装も、素足であることも、すべて同じ。まるで、鏡を見ているかのようである。

　きゅ？

　後ろにも、もうひとり。

　きゅっ!?

　他ほかにも、数人の、自分が、立っている。

　きゅ───────────────────────────────────っ!?





エピローグ







　五人のキュートに、理り刀とは息を吞のんだ。

　本物は？　いつの間に増えたんだ？　出現は、まさに瞬く間だった。

　理刀にも見えているということは、幻術ではない。おそらく先ほどの砂人形と同種の、しかもずっと質の高い操り人形なのだろう。変化したお姉様方のだれか、かもしれない。

　五人のキュートの中で、先頭のひとりだけが驚いた顔で周りを見回している。

　たぶん、いやほぼ確実に彼女が本物だろう。触ってみればわかることだ。

　理刀は、五人のキュートたちへ一歩を踏み出した。が、

「春日かすが理刀さん、キュートお嬢様への接触はご遠慮下さい」

　毒どく舌ぜつ丸まるの冷たい声に、二歩めをとめられた。

「触ったらダメなんですか？」

「はい。それがルールです。触れずに本物のキュートお嬢様を選んで下さい。チャンスは一度きりです」

「ルール、ですか？」

「申し訳ありませんが、ご了承下さい」

「キュート選びゲーム、ってわけですね……」

　毒舌丸の鋭い視線にうなずいたあと、理刀はキュートたちにむき直った。おそらくはまた、総統Ｘがらみなのだろう。

　いつの間にかルールが決められ、ゲームのような展開になってしまったけど……、もし外れたら？　どうなるの？　そんな疑問が頭を過よぎったけど……、ちょっとだけ不安になったけど……。

　理刀は、五人のキュートを見比べた。見た目だけでは、まったくわからない。が……。

　触れずとも、本物を見分けることくらいできる。

「キュート、手をあげて」

　理刀の言葉で、五人のキュート全員が、それぞれ手をあげた。

「きゅ───っ！　あんたたち、マネしないでよね！」

　先頭のキュートが、最初に怒りを爆発させた。

　残り四人のキュートが、次々と口を開く。

「マネしているのは、そちらのほうでしょ？」

「わたしが本物だぞ？」

「あ、あの、わ、わたしも、キュート、だから……」

「はぁ～い、わたしがキュートさんでぇ～す」

　ん？　と理り刀とは五人のキュート、それぞれを観察した。

　頭のてっぺんからつま先まで、まったく同じ。砂のつき加減も同じ。声も同じ。

　でも……、しゃべり方が違う。見た目は同じでも、身にまとう雰ふん囲い気きも違う。

　残り四人は、もしかしたら……。

　理刀はもう一度、毒どく舌ぜつ丸まるに目をむけた。

　その視線を受けとめた彼女が、「チャンスは一度です」と熱のない声をもらす。

　理刀は気持ちを引き締め、ひとりのキュートへ真まっ直すぐに目をむけた。

　彼女が、キラキラの笑みを浮かべてくれる。

　本物のキュートはひとりだけ。

　確信にも似た思いを胸に、理刀は先頭に立つキュートへ歩み寄った。

　そして、手を伸ばす。触れてなんの変化もなければ、それが本物である証拠だから。

　選んだキュートが、しっかりと理刀の手を受けとめてくれた。

　ギュッと両手で包み込んでくれる。

「あたしを選んでくれて、ありがとう」

　パッと手を離したキュートが、パッと胸の前で両手をひろげ、パッと笑顔を咲かせた。

　本物は、いま、ここに……、でも……、あれ？　いまのは、なんというか……。

　心の中に、小さな波紋がひろがった。が、揺らぎの原因をゆっくりと探すことはできなかった。












　周りで見ていた四人の偽キュートたちが、いっせいに姿を変えたからだ。

　ぴょわわ～んという気の抜けるような音のあと、瞬時にして現れたのはスイート、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの四人だった。

「キュート探しゲームなんて、品がないにもほどがありますわね」とスイート。

「だが、総統Ｘも面白いことを考えるじゃないか」と黒媛。

「あの、その、り、りり、理り刀とくんを騙だますようなことして、ご、ごめんなさい」と巴。

「それにしても、総統Ｘって、いったいだれなんでしょうね？」と百香。

　海岸が急に騒がしくなった。彼女たちは総統Ｘに誘われ、こうしてやってきたようだ。

　顔に出さないよう、理刀は内心でため息をついた。やれやれである。

　そんな中、キュートが嬉うれしそうな上目づかいで理刀を見ている。

　ここでまた、心のどこかで小さな、本当に小さな波紋がひろがった。

　きょう、彼女とは何度も手を握り合った。

　キュート・フォンターナという女の子の怒りっぽいところや、不器用なところや、口くち下べ手たなところや、あたたかいところや、やさしいところが、ぎゅぎゅぎゅぅ～っと詰め込まれている手を、何度も、何度も、何度も感じた。

　なのに、いま目の前にいるキュートからは、なにも……。

「理刀、どうしたの？」

「いや、なんでもないよ」

　キュートの問いに、理刀は首を振った。

　ついさっきも、手と手が触れ合ったじゃないか。もし砂人形だったらいまごろ崩れ落ちているし、お姉様のだれかが変化していたとしても、その術式は分解しているはずだ。

　理刀から視線を外したキュートが、スイートたちへ目をむけた。

「突然だけど、いまから重大発表があるの」

　みんなの目がしっかりと集まるように間を置いてから、彼女が再び口を開いた。

「きょうのデートで、わかったことがあるの。やっぱりあたし、魔界が好き。生まれ育った場所だし、家族もいるし、故郷ふるさとって大切だし、少しでも早く帰りたいから……」

　なにを言おうとしているのだろう？

　スイートも、黒媛も、巴も、百香も、みんな眉まゆ根ねに微かすかなしわを寄せている。

　毒どく舌ぜつ丸まるだけが、冷たく、静かに、表情を動かすことなく立っている。

「理刀とは、この先ずっとお友達でいたいと思うの。もちろん、親友よ。彼は、男女間の友情を大切にできる人だって、きょうのデートで確信したわ」

　スイートたちが、瞳ひとみの奥に様々な疑問を滲にじませている。みんな、いきなりなにを言い出すの？　といった表情である。

　理り刀とは、胸苦しさを覚えた。

　ずっとお友達。親友。そんなことを言われても、嬉うれしさなんて微み塵じんもわいてこない。

　すぐに思った。おかしい、と。

　だから……。

　確信があったわけじゃない。

　手の感触が、笑顔の透明感が、瞳ひとみの素直さが、微妙に別物のような気がするし、キュートが「お友達」とか「親友」なんて言葉を自分に対して使うはずがない、使ってほしくない、とそんな思いもあったから。

　ゴルパルツインズが、触られるタイミングと場所がわかれば『混沌とした実在カオテイツク・リアル』に数秒くらいなら堪たえられる、みたいなことを言ってたし。

　キュートが自分から意識をそらした瞬間を狙ねらい、理刀は彼女の背に腕を伸ばし、てのひらを押しつけた。

「きゃん」と色っぽい声をもらした直後、キュートの姿が消し飛んだ。

　代わりに現れたのは……………………………………………………………………、女神のような気品をまとったリイザだった。輝きまくっている銀髪が、ふわりと潮風に揺れた。

「リイザお姉様!?」

　スイートが、声を裏返らせた。

　黒くろ媛ひめたちは、声も出せず目を大きくしている。

　毒どく舌ぜつ丸まるだけが、やはり無言のまま表情を動かさない。一〇分先の未来を視み通とおせる彼女のことだから、こういった展開になることがわかっていたのだろう。

　少々驚かされたが、そんな心の揺らぎなど根性で抑えつけ、理刀は｛静謐なる禍リイザ｝と目を合わせた。

「キュートは、どこですか？」

「あらあら、どこかしら？」

　悪戯いたずらがバレた子どものように、どこかおどおどした様子のリイザが、足もとへ視線を逃がした。

　理刀はそれでも、重ねてたずねた。

「キュートは、どこですか？」

「キュートはぁ、そうねぇ……」

　リイザが、ゆらゆらと宙に視線を巡らせる。

　どうあっても、しらばっくれるつもりらしい。が、援軍はすぐそばにいた。

「キュートお嬢様なら、こちらにいらっしゃいます」

「きゅ───っ、リイザお姉様っ！」

　毒舌丸の横で、キュートが拳こぶしを振り上げていた。

　細い指を美しい唇に当てたリイザが、信じられないといった目をキュートへむける。

「毒どく舌ぜつ丸まるったら、勝手にキュートを出したりしちゃ……」

「申し訳ありません。ですが、これ以上キュートお嬢様を次元孔ホールに閉じ込めておかれるのは、得策ではありませんので」

「そ、それはそうだけど……」

　リイザが、早くも瞳ひとみをうるうるさせ始めた。

　そんな三女へ、末っ娘こが一歩、もう一歩、また一歩、と砂浜に足裏を叩たたきつけるようにして近づいていく。

　スイートたちが、キュートとリイザの間で何度も視線を往復させている。これから先の展開は、毒舌丸のような未来視能力がなくとも予見するのは簡単だ。

「きゅーっ！　いきなり次元孔に放ほうり込むなんて、どういうつもりっ！」

「ああ、キュート。そんなに怒らないで。あなたのためを思えばこそ……」

「きゅ──っ！　言い訳なんか聞きたくないわっ！　いつもいつも邪魔ばっかりして！　リイザお姉様がなにかすると、ろくなことになんないんだからっ！」

「わたしは、あなたのために……正義の総統Ｘになって……がんばって……」

「きゅ───っ！　なにが正義よっ！　もういいから帰って！　大、大、大迷惑なのっ！」

　キュートの怒りを受け、リイザが泣きそうになっている。このままだと、また災害級の泣きが……。

　これで、総統Ｘの正体が判明した。が、さすがの総統Ｘリイザも、末っ娘の前ではなんの威厳も示すことができないでいる。

　理り刀とはとっさに、キュートの前に片手を出した。

「キュート、もういいだろ？」

「だって、リイザお姉様が……」

「許してあげなよ」

「む」

　キュートのつり上がっていた眉まゆから、徐々に力が抜けていく。だが空色の瞳は、いまなお不満をあふれさせている。

　そこへ、スイートが声をかけてきた。

「リイザお姉様が、キュートの姿を借りて〝重大発表〟なんて仰おつしやるから、少々驚いてしまいましたわ」

「えっと……実は……本当の重大発表があるの……」

「本当の重大発表？」

　キュートが、わずかに表情を強こわ張ばらせた。

　スイートも同様に、眉まゆ根ねを寄せている。

　リイザがグスンと鼻をすすり上げ、ぼそりと言った。

「お父様が、人間界へいらっしゃるの」

「「ええっ！」」

　キュートとスイートが、仲よく驚きの声を揃そろえた。

　理り刀とも驚いた。黒くろ媛ひめたちも、目を見開いている。冷静なのは、毒どく舌ぜつ丸まるただひとり。

　リイザが、言葉を継ぐ。

「だからね、キュートやスイートの身辺を少しだけ整理しておこうと思って……お父様は、ことのほかあなたたちを気にかけておいでだから」

　ここで、スイートがぴくりと左ひだり眉まゆを動かした。続けて、遠慮がちに、それでもどこか挑戦的な目をリイザへむける。

「もしかして、わたくしが体調を崩したのは……」

「あ～、あのね、あれはぁ、そのぅ、苦肉の策というか、しかたなく、なのよ？　体がだるくなっただけで、そんなに苦しくなかったでしょ？」

　リイザが、「ごめんね♥」といった感じで、可愛かわいらしい笑顔を浮かべながら、首をちょこんと傾けた。

　わずかに目を細めただけで、スイートはなんの文句も口にしない。そこがキュートと違うところだが、おそらく内心は……。

　キュートのほうは、どこか放心したような顔をリイザにむけたまま動かない。

　そんな彼女を前に、理刀はコクンとツバを吞のみ込んだ。

　月曜から土曜まで、リイザが暗躍していたことが判明した。

　水曜日に雨が降ったのも、もしかしたら……。

　父親を迎えるための地ならし、というのが理由のようだけど……。

　それはつまり……、自分をキュートやスイートから引き離すため、ということ？

　彼女たちの父親は、まぎれもなくフォンターナ公爵で……、フォンターナ公爵は、疑いようもなく｛魔界の至宝スキユース｝や｛獲鳳縛麒カカ｝や｛静謐なる禍リイザ｝の父親だから……、とんでもない魔力をもっているであろうことが、容易に想像できるわけで……。

　そんな超重要魔界人が、人間界へやってくるの？　なんの用事で？

　なんとなく、嫌な予感が……。







　日替わりデートの最終日。

　フォンターナ公爵家の三女がもってきた報しらせに、理刀はわずかなめまいを覚えた。





あとがき




　多くの人々が（おそらくは）そうであるように、『７』という数字を好ましく思っている野の島じまけんじです。




　七巻プロットをつくるに至ったとき、考えました。

　人が笑顔になるときって、どんなときだろう？　と。

　好きなこと＝楽しいこと、というのは理解できます。

　好きなことだからこそ没頭し、没入し、集中できるという考え方も理解できます。

　ですが、没頭や没入や集中といったことと笑顔が、やっぱり結びつきません。

　趣味などにひとりで没頭しているときは、たとえ楽しくても笑顔とは縁遠いような気がします。

　やはり、気心が知れた相手といっしょだと、人は自然に笑みをこぼすのではないでしょうか？

　また考えます。

『だれ』と『いっしょ』に『なに』をすれば楽しいのかな？　と。

「うん」

　狭く浅い知識と経験を絞りに絞った末、「相手次第では、なにをやっても楽しい」というボクなりのこたえを導き出しました。

　というわけで……。

　多くの人々が（おそらくは）そうであるように、『デート』という語句に内包された甘さや酸っぱさやドキドキ感が好きだから……。

　今回は、デート三昧にしてみました。

　月曜日から土曜日まで、デート漬けです。

　理り刀とが、女の子たちと日替わりデート！　という流れをご用意しましたので、短編集的なつくりになっていますが、ストーリーの裏側では細い糸でつながっていますので、長編としてもお楽しみ頂けるかと思います。

　デート……、耳に心地いい響きです。

　今回もまた、たくさんの方々に助けて頂きました。

　いつも、いつも、いつも！　高品質なイラストを描いて下さる武む藤とう此史くりひと先生。

　頭の固いボクをやわらかくニコニコと的確にサポートして下さる担当の笹ささ尾おさん、ならびに編集部の皆々様。

　そして、この本を読むのに貴重なお時間と意識を使って下さった読者の皆様へ。

　ありがとうございました！
















　著者

　野島けんじ（のじま・けんじ）

　　靴のサイズは27ｃｍ。日常的に歩くことを好みますが、必要に迫られるとやむを得ず走ったりもします。エスカレーターよりも階段派で、一段飛ばしが得意です。アルコールが入ると千鳥足に変身（変足？）したり、ときどき勇み足だったりします。そんな両足です。




　イラストレーター

　武藤此史（むとう・くりひと）

　　今年に入ってから身体壊す事が多くなりました。

　　厄年でもないけど厄祓いとか行ったほうが良いんでしょうか！

　　ちなみに前回書いた野菜ジュースはまだ残ってます。

　　今では割と普通に飲めるようになりました。

　　慣れるものだなぁ！

　　http://kuripoko.blog78.fc2.com/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／武藤此史

　　装丁／blue
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